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こ の 料. /テダ◇斗さ戸に所ミ えて た「オえ世林ボ 公」 

にら け/ 冰湯ノー •ン で ルフ「小&H 休ベ上ク 内臼尽→ :ドL < 
»ル 田より巣上れた命えおしたイクぐあ今. 二へ 会には来 

京大 学風. 放段か 参.加 と". メ本Xには.当新小幡師氏つﾡ*がﾡ 

払ていろ. 二 八杯次は 二 c らﾡえ生つ ﾡ指 年に よ"未た*つ 

( ちろ ・
太に この六料八中には ドイ"におけるﾡぶ林米のペ斗でりろ. 

/ - ッッ水区ハポ止八論文 バふ< を cくいろ.世 界 林来な感の同 

及快力淪え き研を あととそに、 ※ 楽 省 戊戌 珍の九 虔罔 らる 

a ド イ ッ八ス石日※土 旭プリ 々止にPい <役立 ? 2われろ2で 

似外 ムゼ .

ニク必営I台にお ける※永休ネ所 バル ープク共二よ < 行 

った こ、.Mc分山ニルIる.

今*ろ 、 絲 数 者.

今祭日におI々小ﾡ林戸ﾡク杵妹ﾡ (バメ"ク) 升 山良雄 
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デ: - .よ::合 小規桜休ボ収咲上 の 結万 流 ( デ・> マーク)

銀仲 =

*XX
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桜合ﾡ条名芝におけるﾡ米火("林菜らクル益と 樂 曲 突
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u ,ぐは 上 セ 河 ね はみ 市 式 ハ 秋利 で ク り. 小 K " は他

2 ノ4よ+"く. 体林クく・ベ5仕( Pctz.e ァのwなk ) 主 

てか欠L く:卜い-= A らxくc◇. こらっ回< ぐ. 小 i 行
低サ今公体林山点は 木4生に/(科A企@内*人令除ゲ

りろ 共金0HK.-はは人な役徹ゝン田ﾡゲhろ。ナなわら そ

;>< と台くど番*さる田内咲給2終八ユ当なヘ

2 表わサ 木 部 まで 木 勅は龄 W熠セ ナビ ハ •り こ x ぐhク-

ノラ・.- ・なﾡ林営 rrメ ッノクド米ク ト # 」と 

n［に. そ【はノテケ。～ノアよ←才内クﾡ岡全区、た. 臼内木 

みクぽ堂他米ヨ示とている. ニは・ ボ向台につ0て小石 

歌八と受性対L マﾡrL (利き与えた. 二八報 き て・ . 小 右の 
・

リPデ立はなベ的ニな祀、・た(*た円氏送と肉翌していだ. 

ニク杯歩系 ・双日片めは ッf御な小所有クﾡ去冬してお 

, ベ内 にょ って地 才出ハコiP だ 小 ﾡ角 ク判復や米名株し 

t マヤネボテ基ぬ情ﾡ作殺山 <い々.

ニ=ぐド 合ぷ回の太さ有( Zwy cx ccマez ) に お け ろ 小

A ク u 受性 • = " ・小 T石 立逐な 性格上 よ てrニ xら ? 林ボ

・ く. -* で州川 L 得 た 以 上にヨ"ビお A7 なペタ今える 

=に. ニﾡボクゼﾡなど面受や7( .ま明しよう.ﾡ然に. 小、 

卜林所ﾡ円X支自的にL たﾡ八愛*/ ゲ不 土なろ・

小 林行名Y幽内人料ボ系とク 肉 保

※田山 林め は ・ 小森林所相 土 宅イクク エーカー ( 22 2.s ^a )
Tzでに . 建 師 点 林税 計は . 小 松月 冬ベ松有とこ別するそのと 

_<. 二上K児因弘えいて.ろ。 ニク上Kについて. メリカ 

»ム木行右止分 A< はﾡ千*ﾡ ゲ 々が. 二内ﾡミ杯告 

み 郎 ぐー 各検ぎ全よっ .
Kﾡ"闘 条ﾡ計 は. 合撃幽 公経ﾡ小ル ( cearuocicイおec.

/awxa ) のよよ然は./2エー -メ下ハ 〜*オヘクﾡ若と 

休有れているこン名示ナ。 (オI送) 林休@償のXなず合*
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対※的)2 . 三 ら小有者は.

アピ1ゲ-イみ24et イイxイみ 

る。

ﾡ必送材界木式み( 4%加ノ

sノタ 全お店3»グz相当す

小のエーカー当りク子均を店は. 大 み有 および「公共有の* 

カー者り千だる浜のや % で. エーカー当り梨ﾡ木の子均るﾡは 

大松有 おょ び公 共 相 oギ 上 ク2 ヘ「くあろ-

二の銀材原木比政は. ア り 力◆条回八年登オクダ以上は 

ﾡ示木 xLて 大継木の + から利 汨 さてあので. 介列 な 冬味ゲPや-

合な目の2クク◇チま での不料に対ナるﾡ米の 尚 菱西は 変 が 
五木 で •穽ノ /ル3 健ボー ドフィ ート. ナなわら 本林式 系が税約ﾡ 

校侯a73 使ホー ドフィ ー 卜の他以上京受するこい力条の下 

な けナ ればな らAいこン名示す ・各店ﾡの石者は xの 桜及ま ぐ- 

。 目株z Lて今今こ得々か? 本米( P～oて ) お 

よ 公共田体2よ って 所有 さてみ土地はナでに林ﾡ登動2た く 

ている。ニの よ う な 両河 は. 心設 N さを み疑強维的な整進力還外 
ため乙ﾡ委な設ﾡ"人 « 夕遺坪するのに相利な立場にあろ ・ そ* 

共2. 森林東上 よタ公# 団体力 击術セは. 今妖回の後森林のギ今" 

下しかちめていない。 ・ﾡのよ今ダ名ちめる小林林所有は・メと 

土て々次浜ﾡ止22 して. 主受なﾡかとして目よれ力 Iな A) 
こンは明らかである. Lかしこらク小所相は. 糸林業や公炎目件 

の将ルで期件士れﾡる後巻条ゃ水にﾡ堂 Lﾡる*は地えない" 

のよ うz. 受末されるﾡ長ﾡに対する小相のす役四は . 林入 

や公共的な所有の本林面ﾡ)と」っ て派さろ9合よ り 乙 ズット低い 

どのzなるだろう. 二てら相を肉係クﾡ衆は. 小孫林由相者 に対す 

る 目がが2 ク◇2年まで. A次よ2 2 総ボー ドフィート・ )い 

かえる* 総 ﾡﾡのィヲ之はる二*を人ナ・.( オ2な )

乙. 22◇に おけろ小 研有 者:2ナる広長 目属は. 合系問" 

合有 の現任検鑑 よりや〜2ﾡボ- ドフィ ー ト 大<なろ・ この 

目旅の大 きさは. 合駅目将未の木供給型 名整すろﾡY 4 て 

小森林所有名契※ナる主妥なﾡ占でちろ.

メご こてろ林林系八K 途

小株林所目 において. 麻長力 の亭 L とﾡ番 ( aシ&ぴediec- 

-マァ ) 水雄的に増進ナ々ための2っクt っ〜み有ﾡ々方ま. 

〔/)処攻 ()ﾡ得 ( Zm.Aez z7aa azeu、wcuを ) (3)妹な的 

な係 ( イ②x-イ2n.data イc>ueet Ccttx子 ) から 改等 融衆 ( 

二なc:.イ,つ:ペ:才ce ) 区検 c«) 天ぶ※ﾡzよる広氏ﾡ区 

つ防止でりろ。 ニら受とれる ﾡ業 書 . 現任お上 び期待さ ね 

る 発夕に っ oて そ i ぞcヒ 較 t てばゞょ ラ .

A ゃ

ノラ今ぶ千」は. 小所相にﾡす 今終ﾡ林ルの sx◇Tェー 

ク 一は て全なﾡ株( Cペッ&や? ・～zeoてaそx) ※長 z c 
uえて心ご 腐納 今株分 クァアペマェーカ - 簡逸(みを。合。.ct) 

去ピとナろここき示す- (オヨ送) ﾡ枚を琴する百ﾡ八自式ﾡ 

千子ア 2ガェー "一とれ計さろ-こ ら自 式ぜ は . 

αごい火おょ の以今 0 な林っや求 ぐ あ ごの合理 町/期向内 z 
イ 大ﾡﾡ( aZいxcイ ・ ze子ezuo3at-oi 5 布受のごてないこで 

ある. ノラアク*でに.小所行の 受値枚面ﾡは . s3。cスェー

7-ナ な わ と 小 角•有ノ、全面 痛 の 的 3 ク ろこなる だろ うこいうニY 
&示す。 この面ﾡはは.みくのﾡ的.公ﾡ計動によみ神町皇林 ﾡ米 に 

よ っ てﾡら=れよ う。

ノタチ5キノテ yこ天行 k たに ﾡボ面ﾡは 2 / ■万

クーゲフィガェー フー に 上 •洋 L 2 . ………… これは4向に

メ上ﾡ川になる。 (オッ) 二のべ鎖は量去こおけク行の 

T じ ﾡ lの ﾡ炊分 乏ご大さくえている.

後 水の 二の足な済加 a 白1が統 くAら .この水学は座 ﾡ
= 水 2 ﾡの検 お - 二 ※:,さ たぐあ2, W ( こ 

H円 統を くなら Iは. 但ﾡ子 坨 進 ペ ( ルシシ伊 々& ダ んAxZッ) 
xの/2向に千当り約/→クエーカーになり. ノァア2年

ノ ぐIz 小清4で/〜/クスエーカーのA部のAゲﾡされ々だ 

らっ. (オ«) この総は こノ時射でにﾡ猛ン基方Aﾡ
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品及の2みにしか々ッナ. 抜の次並は /ケア々うでの 

自をかな り下共るこ とﾡ示 ナ・ ノクみ2ﾡだにﾡ枚行»っれて 

ざ2e◇年まてには支浜ﾡ名ﾡナ之及店に並しないか? 愛 

x 上 る全盤枚ゲノ フテク甲ま ぐ2% ・ 北付なけ ば 小「ﾡの 

目株げは塗以全れそうめなハ。t ・旅茶ク営ゲノクン。外以ﾡMﾡ 

2み炎y ナる 4秋の一層 自パ店川 炎除< ニン 2* ナ之ならは, 

二 の日旅期向ま でz報米 土えナる たゅに卜. +2 〜◇ェー カ 

の 平ﾡﾡ救目保が髪になろ ・ ニの日ﾡはノテケ*ペ後 

で. ﾡの天領から千犯した/ クアク之おけろ千 と; 千 ﾡ料岡 消 の 

2倍に当る- ・

小条林のﾡﾡの多くは何伯のない 林木 ( auP ) R外 

ない営ﾡ ( を次 cewut caf ucic>おょ び4 用 第 リン Au4 G
Zuoe。 ) ク発 注生. ﾡ氏支ﾡﾡナる化っﾡ生の営及"圧 迫(eve^ew2d 

のため&. 低い水で生必生れくいろ. こcらの爆川 敗 ( Adefed
a4Xuuia。 )の除去は 有 者バ催 かな食月で行う二*ができ,そ( 

て皮長ﾡ進 よ っ てﾡﾡ責はﾡい らね ろ・ 株合 x ハ うﾡは 

ではこういった創ﾡの音*. Hじく彩占ぷ&1っ*H貯に P 
* に p 許や水途 ( axxtc&xat t wイow, ) 名1たら ナ点函 

走物 ( comxuwzcxa。 /dCcお ) を収ﾡる塚 - 利f央 (ﾡ# 

) —— xを区別するのに刑ひられる.
小有においてﾡ育がル挙と * 火 る経済休地町ボは. /> 4万 い 

zフタ<2デェー カ -と欠さ&. この画点の自約mは 

均2ガェーカーを人え. 主にﾡﾡ的な区探に人四 Lて い8 
千ま でzよ育之委Yナる全町ﾡはえタめ。スエ ーカ - ナな ノ 
卜が将乙ﾡす2全糸林面ﾡヨフみン粧え=れる。( オさ株)

景近のﾡﾡの天ﾡは、ﾡﾡの笑鎖円旅zﾡﾡに上L てい2 
/ク←«からノラよテでの今年向に 各年よ ﾡ上*ル商店 Id 4 
倍 上に当mした. ナなやちノ/イスェーカーハらィククスェ " 

-以上.tった. く条4表) /ダ 7 ク芬までとの息俄な噱和原何
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がツム るなら ば. 耳 〒 的健何 画殿 は疑 く /ペクガェーカー 全人 

え. ノラアクまぐて ボ ・ﾡは /2夕2ガェーカー とな◇だろ

。この番は. 小有にﾡ受と全ろ全炭ﾡ画点のノ2みになるz
ナ ざな い.(オ s 表 )

ﾡ向作茶ク ﾡﾡﾡ目ﾡ皇ﾡに送であ り. そして 元ム 

つにめ目ﾡ射向はノアどクﾡﾡ尾えてはならない。 二期向まで 

に火翌と ナろ ﾡ、を之ﾡナるZドは . 耳 平均央 打面位 は 匆々,/万 工

-メー. ナなわらノン*ケ沢行分クァ 倍メ 上.そLて つ雀» 

状 名 / ァ～ク ま ぐU たﾡ大行ﾡ «他メ上が大理 れ 
力 はな らない・

加 ﾡ eな 状 ゲらきﾡ栄。 ﾡ換

小河ﾡ のド品生ための 依係@ ﾡ ( シシ &zea ccdoe% ) は 

子グ=◇テェー - で. そのうち2ククスェーカーは、村米京長 

n 雅片 z ﾡ並 ためクガ必 2ある程及 はらって 探 れ ていみ-

この2 ◇2ケェ・カーの改ﾡされた依株は. T有者の努カン公・ 

みの林*区送市求へ等合のやき米である. =の※量は比救的zほえし 

<上ッ . 毎確天乙天行=れそっな登である, 二れを皇してさて 

いるいろいろのは. 毎牛の依杯量のﾡ干ザ分名区老ﾡ業に版状 

ナ々二こにすの. そして二の各年の長状置は. 政せ係遂業の発ﾡ 

の桜炭ベ戻( みeaot2e ) であろ.

統期” よ 今 z . 旅ﾡ的な杯から改塗ﾡ米 の坂状年は ・ A救 

数育で堂区したよっ2はmしなかっ/こ*き示す・ 爭窦. 小汗 

ﾡに対してﾡ術属所名今えるため乙公共炭円に渡 わ 今。2^の 

休米核術着の報ち生と"まとめたﾡは. ノタニラメ米平々2 
"、軽ﾡ面ﾡが下ﾡしてきてい今こと名示ナ。 ニの事グは. 二れ

の沛助ぐ.故術懐期名未、S/一ヒ此冏、為右建に応•をて•その仕事点 

A填*ﾡ角に大さく臼け2二ここそ とづ くい2.
小月者ン そ =ﾡ物ナろ私張校ﾡ上 ( ア九aな cezutC そax花 ) 

お」 松企米 z艇っる 林ボﾡ術ﾡ ( 4xauaz 2:4Pfezsz ) は. 

黙いな<日杯の変化z位式Lにが、これら多くつ K向林茶炭術着の
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沼ﾡ2よ っ て林称ﾡ ( Pu&ece Aeuctuw )がや くに徴の本 

グ名価う二*になる だろ うにわれる- ニハようと方えると. 係ﾡ 

的な*係かべき ミ ガ だ庵般、鈑接 とた み 毎坪 の 时加 的 面後 は. ﾡ 

永八向よ り く ムL ろをナる ろ っェ刈よitろ。ﾡ在八ﾡ保機面 

ﾡは知ィケラオエーカーと椎欠される。< Lこのﾡﾡ年が塔加Lな 

いなら . 区参保 のx条になるシンラクェ ー 力 -つ不ﾡ番ﾡ( 

24c&e子 〕は. ノクアク年まぐ※ﾡナろてかろっ. (オ3 表)こ 

の時うでに広務と米→の松校はィ<ペ方 工- ク ーにﾡナ々 だろ 

クが こては少受とさ る全救保 面ﾡのカナかノ2みに ナ ざない。 

そ Lすべての ﾡ年内な依係が政義ﾡ栄に ﾡれるべさ であば. 

/ ア◇年表で千均7昇ﾡ求幸は/4。 7エー - . ナなわら$ラ 

ェ ーカ -の現任幸の3とならね ばな らない.

災售户よろ成畏換火の我少

小が相で. 笑 3zよる ﾡ長つﾡ大置は <◆後立立 7 イート 曲拨 

ぐ そっ十こはス〜。ﾡボー ドィ ー トハ悪府用原木 か金ま农 く) 
ろ- (オ今な) ニクぱ央ゼのや②林株水災z」今4のぐ 

た名< は病者に述回 している. 女ﾡは約7 ノ4% に L . =の 

矢災/今〜22み火答. 動物考おょ びそり他の原日 と っく 

抑制 の ﾡ核的・ 商お的方表は いろいろ如らね て いるバ災写の尿回z 
よ っ て相ﾡ性z柏卓があ々 .

不全な知お上 の他 ク間やのだめに. なリな置z並する茨長 

の叔失 バ おﾡら<の.向ﾡく ぐめろっ .

X災F鶏zおけ◇ 百桜的対楽 は. 利用し得ろ効※的な段会ﾡ器 

ナるニン以オごlはなく, そには火災干内およ 火犬充生後の夕火 

受あとがム2. 私有ルでク大炎千アクﾡ円車栄 (ccs/uzatte 
/2みてペxt ) にﾡ任クククちよ のE ﾡ岡 よﾡﾡて名教けてお 

り・ そLこね が適 ちに座せ心れれば. ﾡ在つ区ﾡのﾡ大盛生<。・ 
7クダま でﾡらナバろク .

ﾡ名の そ は林木の材 ( 名eaズwccc( P そzec。 ) 多保ナ商ﾡ 

z原町 L ているので、病察陥名回接制圧ナるニンによって...高省に

ーー

よる状炎の伴グ 名事グさせ得る。ごの 直接的な才表ぐそ こねら 

函ﾡ名圧し約んいので. こら役入のm止 よ本林の改ﾡﾡ求 )z
よ?て み シ と 士力 

目 係の ﾡ皮はが客2よ 

せようが. こiてを大い

ろﾡ彩 ゲダ 受ン生 

ろ . 上ﾡの芝条の」う

二 と がでさ ② ・ ﾡ育お上 び合ﾡ的伏杯作栄の 

る京長名 ( チ 20/ス クaoイ ) 2表ヶさ 

に進めるzは同じ 地本 に二れ らのﾡ茶のいろ 

れる. ニれは当面2。年 向以上の 長期 にわた

)?. 同養的存 方志 が麻用土 木Nなら は、. 病宅

二よろ京ﾡ出宮のや今の承グは. 目係のノアさ2ま でに堂 

れる。

チべの 光u物に対すみ当ビ的な内は実行可ﾡであ り.そし 

て次された保回のすべて ﾡき++ぶ払. ﾡ*. 象およwその 

と尿因によ る京長阻をの+2 づの永少が旋な=と 生示ナ・

役宮"る々主ﾡなぷﾡと対するこの方祭のやﾡ L て. /ラs2 
「表 ぐの小ﾡ "並目駅は. ﾡ在の広長沢大ぶ4や a =茨ヶ 

=せみこンであろう。この炎ﾡは. 小ﾡの袋ぬ界木 ﾡ成長 が 

ノニ ク結 ボー ドフィ ートﾡﾡ加ナるこ*なり ・ そム式は今与野 

「上,けみ 金加和 刀 現 任毎•戌受 の 的 に相野するのである.

送ぐ*L て. こ 木 らの 林々 洋 比較 は、 木ﾡ界会内ナみ=こは. 

Aス次* よっ2なろ二*セ示ナ.

I P均ﾡ枚年で. /アよyのラ今ﾡおよび系の実行ﾡ 

ハさ々千均キの 2他り増加 .

以有ぐ. ノフ今ケダ年のみ他与ょ cr の矢行キハら ﾡ夕さ 

れる年の«他っ加 .

3 ﾡﾡ内な依係からべるﾡ米、平ぷナ2年災行年を ・ 城在水準 

クラ倍に増する-

4 /クg2までに ﾡ長つ依号 受現はク に永ケ ナる ・ 

小有ク 主妥はﾡ微*相着ﾡ犬、

小 所ﾡ zおいて. 木林供給並ク安定並はか々クこル受な 諸政巻z 
河ナると ク委中は . 多< の 人 «が郡目に価ナる ほ ごの林来ク加契 

的な発及をゞていろ。二れら八百際多すナるために. 主要向
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※にっいての理解と堂 の ための 桜会 名ゼっこ が ﾡである。二 

らの一 は小所ﾡﾡ因ク 平 z見 さ まだ一部はこれら 有 

着の賞友. ﾡべおよ び行 あzあろ.

次に示す主愛な落ﾡ微は. =ら小所有の大多水が余ヤL ている 

今象同京部 で行2 た小森林有沼益 名番やLたとのである。=の押 

本は多くの枚口によって 灯われ たほめ. 多くの益炭叔や立こか*に 

相皇があ る- そのためz. 前単な統玄信 に表ごめﾡなか?たが、 

そらから月効な推為* パ性が得られた. 二らのt 較旳由 ※な 

事項名スの よっzぽ約 Lょう.

1 合葬 囲 の小 切有の 杉た ◇みが 連. 那,州協口事業 (スxza2 
-ご ccuzcイze 名Peンそ ) として行っている係送以オの何 

らかの森林ﾡ茶求上の利益さ受けた.( オ<表 )

2 卜が有 で合ﾡ的なﾡ栄 ﾡしてひるくのは. ﾡﾡ釣2が相ﾡ炭 

と共にﾡ加し. 2 今2 ◇〜◇ク◇エーカーの有では .相対的z 
よ < 径遂さ て り る永公茶お ょ び公共係有 のようなょ り大さ は利 

者で打っているそのxほぼ門じ終女行っている. ( オフポ )

3 河有"炭ﾡと合型ﾡ林茶名"つマているるののN係はまた旅 

栄に2 い て 一祭以上の Aバるむ っ て いる送状さ北た条田 z当てはま 

る.

4 河有ﾡ炭と合理ﾡ林米ンの肉係のﾡ委な奪質の一つは 日 

土加有における小 全 な林* よ り 大さな林業以オzR o らて い 

る土地の組合 にある. ヲクエーカー以下のネ林並るっ土此所有て 

は. 森林面ﾡは全土地面ﾡのや2クみなちめ。 条林ﾡﾡﾡ炭が次 

大さくなるこつて. 表地が相つにﾡは相的小さくなる。(オ 

ラ表 )

5 . 小相者の京業は多zわたっ ている。門内名m じてﾡﾡ的 

zみれば. ﾡあは«有林地の よど2名 有 ナるが. 彼らの係有はあ 

ろ場では2 ◇メ名ちめ. 他の場所ではみクを超える込 ある .

車床豕と率 京人 ( 今4azd。 22 /zeddcenu2P /8 )は,あ 

ろ場所 では全小有 の乙2%くち5め. オス番目z求な小本

有者の取ﾡ団 であ2 ・ 賃金 労 伪者と 青初 負 はオジむ目 乙委で. 

主がと必及者はある地填では逐な土 地有 者である.

6 衣林町得に おけろ 駄業衆団 向 の 平均児横 が弟 しく 姿う ぐ. 

林業後有校会 ( eczenutc 今ンezれcuie ) が 田回で大 く 

星っているこ*芝示す・5ﾡノ主番な土地糸田の向で. 率求ﾡ*孫 

東人 は g つと 心 大さな素林面独名相 ・ . ﾡなはこれにズいで. - 

象/貸金 労 例者 お 上 のr率ﾡ己よ りﾡ干大よい 面穆 立 町有 す方.

主ﾡ上よ 送取者有け ・ ﾡの燃求ﾡ田の 所為と ヒべて大 か、 

◇必り. 小さかったりナる。

丹者に上 っ て . T今された林ル有の型占は大品 り ぐお 

2. 木#出盤。 たzメオて大 さ い 町京到合ゲ小有 にK Lている 

ゲ 木材生のためz多 か北少かれ◆ﾡﾡを* が探 刑されてい20 
4 函ﾡでや半命 セ9めている 注す "な o。(* ノ2本 ) 二向は

次の二名驚ッL ている.ナなわら. 早急な,そL てﾡ撃など会は

不メ生差ヒ政的的な総ﾡ名と?ている有着2対し で. 合理 

p花求名 ベﾡ的 #入 ナるよう z さ系する ここ<よって . 木材供令 

パ 2ﾡ件 ナるこYにある.

3 地 ﾡ 験な判 令 では 小 株 林 有 a消の会から以上 

+主に枚牧クめ. または所ﾡ目的で係有さる。(オノ2ネ) 

二ら八目的は. 2◇ク年式で々生に ﾡ加ナろ人 コに食般立不ﾡ 

刀供船の を 力 に心派と とれ ル牧埸 お よ r・米地.つ い)て . 合条国ﾡ務 

名 の卑「1条によろ ﾡ立の計西 と大筋におてょいがない,面は.

解 林和 用 から 牧埸お よ のr換場刈 同クョククスェ ーカー☆較収ナる

謎株会示( くちり ケくて林業性定力(Zv4e2 みzew ccあ) 

に一？：％ 点で•談 サナ ス. こﾡﾡだより大な F忍がべ行さ る " 

ナ, そのﾡ系木林供給の不Xは. ﾡ在水率会大乙ﾡえる本本 

産業 の衆約化 . あるいは/人台り 木材消ﾡﾡのﾡケ . またはこの百 
不によってのみ相根士れ 得る か. 部か的 z相 負され#る。

9 小株林有 のかなり の面棋は 得形区( /ac&c乙 ろと) 

-i軽的)2阿係なく村堂る. (オ2表) こらは宅地. ク
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クリエーション刑. 上ル研有のﾡ又ちよ の分ﾡ困搬なﾡク式ズみ 

ﾡ項のﾡ由を合んでいる。所有の二らﾡ出クー第は 木材生ﾡ 

と矛ﾡ Lない で木材供給加の能性名 っているが. 他は林木知 

円 と相窓れな い)。

i。 グ次の例オではあるが. 細な商ﾡ例合ぐあみにLてく小 

月の土地沢2に対ナろ祝棋のための清相ﾡ必が受でめろ. ( オ2 
炎) ﾡ受な場ﾡでは. この資バは. それ2本林個ﾡ名増大でさる 

才向へ白けるこ*Izよって. 木材供給ﾡ皇っためのある検会生与え 
る だろ う .

II グ数の 地ﾡ名 除いて ・ 小 赤林洲有 z おけ る 木材 #てザの 大 部 

分は ・ 材店およ の販価やにナる元分な十w和教な Lに内ﾡ*れ 

そして 政然仰ﾡは z ﾡ手の申 価の系に よっ て茨め れ .

12 小条林有のだめにﾡ受なﾡ然知激は. 木の西入れ,依ム

お よ (「加 工工場 赤枕ﾡだけ 2依 L ていない4 才人 以 上 内 

ム業若(イみc) およの木材裁通栄者(ぴy.合e2 /zcceouet) 
こよって大部分うえらる。後業ル炊zﾡ住L ている後らは4ﾡえす 

小林今り相ﾡとﾡ列 Lている. 二と汁火的)z.き的継後のァ 

宏 ( ス%ペz子azeッイ- a合tezcaZae。 /oddi4ゐ P2ezc addauZzex 
ダ だezedt /ンcシuAe。 )は・ 小相者ほめz仕市名L ている 

公共放内. 私企業お上 K回林業次術士22 イク 人 z相埼 ナる 

用紊林業我 術者 ( #ee Zu fzeaZxg〕z上って示*れる。 = 

やは灰広はあったが. このよっな枚区立的な林業生差着に休茶の科孝 

的知辙 文理師 さ 七み こンはﾡ政な努力であった。

率業画のえめの立受な信ﾡ型免2関ナ る諾持徴

ナでこべたﾡ係のﾡ解かと明らかなよ > こ. 送千 相9受A 
ゲ小有 クだめのﾡ栄計動ク立栄立突行に郎ナる考えﾡの域滅会 な 

Lている・ ニ々は*の ﾡ人 かシ示さる. ナなわち. 小有画 

の主な目的は. 2ク22年まで年今22使 ボー ドフィ ー ト ク祭場尿 

木のﾡ長が堂ら ろ こ zであろ.
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形ゲメ名おかね Iばな ぬな信自届 ・

小所石これま ぐ ところ☆ペググエーーま での炭炭ク会ス相 

名今かとのこC てﾡ旅さ てさた. 所有ﾡ ク林業ﾡめこ 林米 へクド 

べに岡すみ剥査はスハニェ会不Lていろ. ナなわら. 一的に今 

/< ～"2エーカーのより大い所有ﾡﾡでは. ・理的に 花ﾡ 

sて ハヘシ ・栄』上 び公共係伺地 ぐ払われ て いるなに匹い 

イカ カ, 必；b M て C/- 2.女22〜今""のエークー有は. 小 

相によけろ全経ﾡ地クギハラメ. 有着女の。/なをちめている。 

(ォノ〜次)

T石ジよの他ーカ足にけ /2エー ー以下の&2スいﾡ 

ﾡがいみ エ/ち は全班 有教 力的% で. 桜済林地のや2 みに当々. 

ーカ/ . o 「相ル 件 . 木さ准( イcea /cxe/evZ2e )とLては経 

斉的ハz +利 ぐ な<. ニれら は ﾡに 門化つﾡ媒利 用にﾡ問会 ね 

ペナい。 多<の場合. ニク本ﾡな相着堂は. を未 らを皴ら” 

浜場に対す々信 o ゆるド橋場と方 え て い◇が. «有的な旅木生ﾡ 

z役立たないとﾡえくいろ- 所村位よ. ナなわら研有者救も立送 

ぐゆ◇が.N係→ナ合 会林本は"内木材供ぐ番にﾡ優な投切 金米な 

ハ( .パな& ﾡけはさくつく ぐあカっ.

/2〜ラェーサー休林相間番は. 全ﾡ有や ﾡとめ. 

小 相 :品ナ々全セ ﾡ ル"や/クメに当ろ・ ﾡ ﾡ性 は 二こでど 

たﾡﾡさていが. =ク点に公す々通ﾡはﾡ千 待す るこ 

バでさ. そ ク 休木 '工 ; い 目尿に た ずろニン ゲみ験 xミれよう.

以上クガ殊は*クニンﾡ示U ている. ナなカち /2エーカーな 

い L それより救の大さ ()1 みら2よ2eェー カーまで の 現横崎 層 

. と { に木 村供 給 ハ 測点 ハ 门 W っ*ご緊ﾡな ﾡﾡ であり. きた供 

給d八 にめにて っとる はれた燃会を与え る 有 者堂でめる ・ 

継営ﾡﾡI2卵L た計動の少ﾡ性.

所相者のﾡﾡ 階層 と業によ2て. ﾡべ の桜ペ と後考的能ﾡが 

星 ツ〃、 シ. 島は合型的な条やタ2接L ・ 林栄生ﾡク女マ"力込 

応すろ計弘 がめ愛 zなる .保 化 ないし千 均紙会 採岡は 小



※に受引な い)経芝祭約受そ杯 2求こ終ると共に,またよ 

9大さい 終の可高性2伸L てルくニンニもキﾡ' 静らである ・ 

地力的楽牛のﾡ殊知ﾡに知ナる剥塗ク登性 

小河右およのそのﾡ着の部登な性ﾡに町ナろ ﾡ立ﾡの益ﾡ ※ 

堂は. 料員- 万句つけ に当っ て大さなﾡ力性きそゝナみこ* 2示 
ナ. 二のはた. 細べ千ﾡ的料ﾡ. *Lて系統的な条およ 

び地力的 祭 件に通合 した 生 彦 若動の 部1 難か罰 回 の 効 束 的 実 行,こ里盅 

なこンシ示Lて いる.

細べWC会受と ナる後営努 の Kか条.

全 ま ざま な基炭的湾糸件 は . 小 研有 ク島名 突行ナる ヒ で月 利 z 
用いウれる. ニらは.(I) 有ﾡ.(2) 小ﾡのロA.(3) 勝ﾡ 

の 亥長 可能性. 経斉によってくつYざ心愛立さる 生産物番* そo 
性ﾡぐある. 林業径営的ﾡ々ク ルﾡの&4上2お け大 当 な 2県 - 

各々の系2 適合 ナろこ*zある. こらは. 小力「肩 叔. ニら 

ﾡ有 面ﾡおょ び政長才ﾡ性 はyいめい 地坂的)2卓っ て い ◇からで力 

ク・ 例え. ノ2の内新者"は. 合家 図 金切 岩 款 のそ z % 幺 3 y 
る が. 本林司ﾡでけは小 有つ〜才みなちyる. 対火ド と . 2
川 ぐは . 研有次クよ7 % . 条林ﾡﾡの 〜乙ダを める . ﾡ 翌な用种 

の家ゐ引ﾡ性においくそ F杯な推災 バあ る .

多くの有にBいては. -般にﾡ任沢件z逃づいて3戯をﾡてて 

いるが. 函ﾡンだ性ンのﾡらか組合せは. 年よス。使ボー 

ー ト攻氏目ﾡを皇京ナ々だめz. 払われる後必送力八叱のクめ 

z. より通切な糸件がね父されるぐちろう.

み校* る手段の多株性

小森休所有内ヌに対ナる平やA解るAいL . aたポXゝ山2ﾡ 
絶な欠式そ なo. ﾡ千の事束弁炭はめる ル以ぐは ﾡ采的でりや う ゲ 

他ク手及は他の場mでくっごそ効米的でり4こと2不ナでめろ ら 

小所有のため過2ﾡ式化ナ々zは. 0ろいろなガ会並べ <検 

財 L なけ水ならない L 才め系名加余と そ送択をナるのほゲ 

ある.

小ﾡﾡﾡのためのﾡの受や

/ クよふみ 月ハら / フ今ラ年4月はでの期向*. ◆条日山株め 

< 川 林務部は ・ 小 相 白※をﾡL . そらを解來ナるためクァイ 

ディ アを内充ナみため2. 統2よピクおよびルオ泉会2問いて 

ﾡ円研した. =バらの条会ぐ女さ北た芝ク堪認然は. ﾡ有者堂 

日身およ の夜ら *共和 く幼<人*の 見が2 L て . ﾡ殊な注迷 

2ったべ数手度八ボ的な,以体的な示名得るため zたんおん 

2枠* *た ・

ﾡ受的に多< 歳足がムされ . こらは主 燃別 分 ﾡ生. また 

ﾡべの後だ冬の分ﾡﾡ弾生与えるだため に浜桜択ぷでに分ﾡ全てい 

る. こD妥やはス下によ示る.

口ぶ 2 示ペさ

h た r 提 者 の 住 貝

2

(1)得岩とえ迅ボﾡに株ﾡ験会名 ・くに 

大ル指尊. マス・ メディア( av みccca ) 
本 高 ド よっ て通知 ナカ. (2)公立学ﾡ制及2上け 

今本長愛目 に則lつ た林茶およ の全泉刈の紙 

塚 .

(1).(2)-対するなはw 力 .

()公共なら の= K 内 円 燃 内 か ・ ﾡ場 (ox- そ%- 

よ 術 アャxく)によ相ﾡっm. (2)米有作米 

惜 尊 =州いろ4以*グカをボ負※約で供給ク率

(1)公印 . 及的円終名ﾡ 宏念む小有zお 

ﾡ行計 ・ て 面応 さるために 契可 さた 型の 

uク調 あ整.

ﾡ (2)(&).(8,政ための採功. (a)単一
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公 共の

市ﾡ契 

杏 *利 

m令理

化

驟 税

研 ﾡ

攻関枚八を任・ (ペ) 外・ビ テおよ (バ州 を 

金要八わWカな戌階 での林集金謡々斐演会の 

祖念止.

(1)☆/員担の大nなﾡ愛がバ受立さ. さ 

たﾡ財の対条Y なるﾡ求のﾡﾡは松大さ て 力

ならない。(2) 用い件みﾡ金0大さな合 

は ﾡ 会 z シり当 < 北中ならない ・ ・3) 神 

助半ﾡクﾡ任の4後%はズよ っ <めれ

ならな い. (a)林業 生区さ 火 たにﾡ助A 
土受けた地験は よりょ ・担係Y なる ・ “)ﾡ 

ﾡの認与よ の糸※ 被毘 化 . (c)ﾡ洋名改 

思し. 均等)―夕 みため 禪. ﾡめ対系となる

«を京についてる向での惜報ﾡ.

()行T以い今いは工茶による十次7四書 

核口を設立する. (2) 土ル"『イ者とﾡ血料々 

zハろ ・今な生ﾡ物のﾡ合的利用とﾡ殊化 

al条をナる- (3)林産物収也はﾡえ物

2対ーナる市報告のよっに. P一生券でかけ 

水 ばならない.

(1)全ま ざま な形の 生艦物税 (2) 卜価 I 株 

生産桂 女 だは 改 民立 基 有 に L なけれ なら 

ない. (3) 川*地ケク税桜肉は系林仰仙iz 
っ0て本者せ. (4) 相統税は. 納札のに» 

ク林木ハ大ﾡ敗えﾡﾡけるためにべ止也よ ・ 

(5) 座ﾡ*最ﾡ州けは. 件炭祭税の々ク 

ﾡ門項目に生ね な らない. (6) 波税 お 

殊なﾡ茶名って ハ 方柝将 者ス 胸 附と" イ べ

であろ ・

(1)簡i場*T場2相利な人材供給の沢栄のに 

の舞右. (2)小が行の製有的性 (3) 

小ﾡ右の林生左ﾡ求クみ杏 (4 低面質生

超. 物の 用途. 间 発の だめ の 利用 研究 (5) 生
a えク

メ下たy に 料別な修 H 制 が ※され 

あ. (I) 林ボ「Iに因ﾡ八長期的性ﾡ. た

林求伴才ﾡL な利子率で俗付け生号え

信 用 ◇二に- (2)必清動多・ 赤林生確すろ 

ニ*こ*～て所智 ゲル 六=北件々期向によく 

合わ 世 ろ. (3)旅与卜(rぷ会当*Lて 

企セ今とク. (4) 土地取将の資会を与えろ. 

休険の主受など受性はボクり である ・ (1) 
大欠によ◇R大と係終ナクだめ.。(2)俺用 

研及KきによつてA独をかるため・ 係険 

f 険 ハ八心義分呼は大量りであろ- (1)所相 

比 て林 内ボL *れ*共にた映性クよりナ 

・版ﾡにる作犬ﾡ金ぶ抵名凝えナる 

栄 a 欄 ﾡ 会 (Ze 2.&～a&2 Cペzツ/ceyc2&そceX

Qv)政正 (2)林東保院秆金固定ヒの 

た y ハ 4 りよい力 向 力 営 .

(1)外楽社含こ %ﾡ合型化ク ため と相 

着御ぐ化催金. (2) *-ケッディ >バとお

4 A こ,て炭雄物市ル領立探せよ。(3)組合の

ﾡ欲化麦じてﾡ林係険等ﾡ. 炊先繰らる 

い必ﾡﾡのぜた的分ﾡ( 広x。2ay 
/ceイ ア ;

会仕め今い大林差米は. 林求ど条(zce
ﾡﾡま スawwr acL4cc ) 一おろ処<- 小げ相 

た4 の 旌違かをめ に. 氏期なﾡﾡめるいけはﾡﾡ

1 階 倍名&ナみようダなIれ!な ごっ点い.
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(1)茶経ﾡきﾡはﾡ場の 土利円 区か介に合

まれなければならないL ・ 表た期的な長場

計の一新分とL てられ ば"な ら な い)。(2)

土地分

4

本林は生差常性( /zzccxc才iv Ce/zccレ 1 
にﾡづいて &かされな らないL . また泉

約止の努力はよりょい上 z 円I ら れ ね な

ﾡ区今 ない・(3) 将別なﾡドけ. ル方人と共

円で土地利ﾡﾡﾡ2L. そ»核上利双 
、... 分

※名茶 ナろ ためIと パ 以をダ上I デカ ばな ら な

・.地希区分は深ﾡ羽生のため*. ※は利

用z土ルタ係ﾡするためzど受z よう.

統 合 小ﾡはより大全な後有ﾡ仰2統令せよ.

エボはよく後後全れている. 小所有からの

私 的 生ﾡ物に対し.ﾡ別例&を支払っか また 

娉 百 は貸帯以オ"何らかの尾ﾡ名号えろゞさてク

◇ .

立は水の 目的のためz み 受込されみ.(I
ﾡ 制 ﾡ欠後領以下ク林水の依係茶止のたのに.

(2)低 乱質生ﾡ物. あるい小経木のため八ホ

場 が円 大2も体在するよ り H.
受政ﾡは次の場合に林ル名賃入ろべ全

でめる。(1) ・かんス旅ルでる所得老zよ?

取 ﾡ て販たの甲女のあったごさ. (2) 卜ﾡ有ゲ林
・ ・

木以介のあら ルる経斉的引能性名 欠くYき.

または所有為 x林ﾡﾡが岬ﾡナると会.

ﾡ後の地区分に対ナる長然にﾡらに示さて くいる・ 2よる 

ﾡ長は. 運点ゲっ前ﾡといっオﾡ上ク利途をもら.はた他つ才まよ 

ッt格のかルらない立去ぐめろっ。二のﾡ歩は合祭日上zより 

与い証*生つ化の岬 «にAﾡれて きた. L かしここ ではﾡ益ク 

たゅ叔条 が過 去ziA2ﾡ争さた. そ て二のケ向でクカは 

効米的ではなかった. ﾡ永は. ﾡﾡによるヶ表はﾡ期的に林木供 

給を進する ためにはほ*人ん ご幼デ がない と等をﾡいる。

公 共 風閃)Z ょって ﾡ米 さ る恒久的な糸林の ため2行わね ろ 

林地取件は .はた一児ボで. 単4な才表であろ。R件は単去に片 

ハてはあみﾡ及区mしたが. こは今日あま "に行登ぎているよう 

に又わるL. &はで当面ク 性ゲある といっえ分な公共夫持が 

料られない。

ﾡされているむのは. そ* ②の手段は笑ﾡ立る理ﾡ八パKﾡ助2 
ったﾡ ﾡ的な涙Mに岡皇 している・加えて. 森林ﾡによるﾡ 央 

に対ナ る係後の祭化予段. なら びz塔大 ナるﾡ救刃力 のために 

ほ さるﾡ大片つ粒子と尚木生ﾡ 単.あがな 番とされる- 

小森林有右堂は終らの見解会状明U てさていろ. 合孫圏の林 

茶にﾡL い前を示ナ白力22斗町 2堂区さ る ぐあろ力 その 

予段生念んだ計A安 . 一に対してﾡ励すろ こ*は今条ﾡつ林兼よ 

術区ン係全ﾡﾡ任である。4ポク木材供給ク区は.ﾡ動名組徴 

化L. 虫だそら名効采的に行ナるこI乙大さく依行しくいる。

こら"示ﾡ は長赤な ﾡ囲名ちめ. 政*政巻立何り進本的 

な日ﾡ名授だナる。 ニ北ら は小相H素に対ナる解丞がﾡﾡさね 

執得され. を行されるこ立名示象ナる.

こらのオノは. ﾡ科地での採作業の 公炎浜基ン . 土地利 甲A
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統林 一研究 致育およ び実監 

計画 の線合イ ヒ の様会

オリバー D. デイラー 

オハイー十農特試験場 恭業部長 

(ウォースター. オハイオ、合家国)



担 扰 杯〔 おee Ccroイシxイercd f22edて- タペッtイ ブ)・ ブなわち株弁 

ﾡ栄 のCFI力式は. せ派ヤの林米炎ﾡ者ル ちによって水オに代町 

さてさていろﾡまである- ヨ-ロッ バで知 られている 影査去〔#&e 
wt&c cta ceなo8 )は. /み7ふ年にフランスク 株糸校省若 

ギュルノオ( ) こよって約めてﾡ案されたもである.

く イ ズ"メ質者ビョ レイ ( 8e4&f )は・ 然にズイス メシ 

ヤテェルの トシラェルな( #& 2ae e 2&wez グx メcdatf

Caoイex イ cヒ-シイeンKx4 ) の共料林( Mr Cux プンとcoそ) 

に ニの方 式 玄 内 現炭 此 N り 入ほ.

ンェェ( Czot ) 共ﾡ林は. ノタラノ年以木この去zよつ

てﾡ米さて さた点 一例ぐあろ- こ力法は. 爱场林(力衣尔 

weocceoxx ) のようにﾡ約的2ﾡ栄され々多くの森じﾡに特別 

ﾡ性名る っくい◇。本ﾡzおいて. こ方表は.る林木にめ0 
めい番がつけらた. 自べ的に試ﾡさた杯率地を e 期 的7)2 期 え 

ナみニンI2ある. ( ョ- ロッバでは全林毎木ﾡ者さ22 が者dで

る。) ﾡえ保ポ地こ休内の林木の録は. 個マイ林木の全な区 

ぬ退ﾡ4示. *た全#み木中をとﾡ期的な訓えは. ﾡ林の生まさ 

はペ会々WL くB0. そして*は. 豊林及茶に対tて ば炭的 

は名寺えろ。個々の林木の及的は 測定 によ っ て 符らるﾡ然 

は. が 料る v ム プル 姿ホL くいるが. その 当ﾡな利 問2よ? て 

縦後ﾡは. *林"資本利得およ び旗 穴 &公ぷ する 妹木蓄規勘灾元武 

( weea acceuct adaea )2っく ◇公災糸林会士になろ-

ノタィグ年以木. 金浜国山林荷の スト ッ ト ( C.B. Sx ) は . 

天茶 契 新 ( &zzczae xc2ec2s(-2i&ccce乙ze )に招不さ た 

よウ な福ﾡ力式の相ﾡ的求・者でらっ た ・ 「林花兼 ための産 

英な共ﾡ2々つ大ﾡ災新」( xtoaP ・e&ctcac ク a <ctwd
exexadaてex /～a c2&u.ccc&cz&P acなe ) とヌナる小ﾡ 

で. ズトットは次のよっzべていク. 「森林をポ京ナる林木の年 

« 0次業は . 支林修業zする どっxゼ+い相針でめる。そ&知 

みため/三 は. 林内のいかな る林木て 経えず判査 ナるど受があろ.」z.
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桓政林方大の摘足

スイズのク ェ エ 条林z お け 乃灰 N ノ周期力期点 のを秋を 示す 一, 

iのボグラフ 図 ( オノ 図 )は. 福競林力 摘花 を 突証/* 龙力 につく 

りなおされえそのであろ- そは/みア/年から/ァ27年までク 

期ﾡY2い か2ﾡ令ﾡ分区長 したかを例ほする。 /テラ/ダには 

身液の 中く は/7吋直終間であった,そ てそのg◆r. 継店炎 

はノ2Zわたっていた。 ノタユ7チには. 材ﾡの多くは22A名 

ﾡzなり. 直径ﾡﾡは /みわたっていた。二は細な斜省にど 

zづいて4年 A mでなよた 一の軽及の水後 zよ って*さ れた. 

目係は 木材ﾡの列合名大径木級2あ Iる ニ*zあった. /ぁラ/ 

z, 英ﾡ命ﾡのヨ<名が小名木で. /とよみが大径木であった。 

/夕2 7 写忆は次况 は更 と な り. 小径木が枚Aの ノタよ* ・ 大継 

木がケク%名ちめて いる-

合多回オハ イ オ州 zおけ る恒◆林

ノク4<チ. オハイオ表茶験必必米ﾡは.個ﾡ林ﾡ茶2ﾡた 

ナベ☆すべて の小u林に対 L て.計ﾡ名めてることに迫 Lた. 今 

までの ところ. ﾡﾡがノダェーカ - からみ2エー ク ーのﾡ田にある 

27 地挙が* り あ げらて いろ. 二 らの株林っ ナべて z円-倶的 

○ﾡバラフが夕整*てお り.そL てを 火 は指を 切 间 制年の供株登 

と同じよろ な材ﾡ の ﾡ分 名示 している. 立ルzよ<迫Lた ﾡ粒 から 

優長林木 2後ﾡ的z長大の 生産をナる* い ク自原をﾡするえめには. 

生ﾡ学的原則の会がみマである。 ナなわち. (a)条部の水枚次 

の よ うな 破壊 的作因 r対ナる保換 . c4) & Bや 練境忆訓和 Lない 

ここと示す よう となっ た林木のﾡ角ﾡ( Cexuez みaイwe eれCw?) 

責長がﾡ区 L た林木 の除去等である . f細な評査がﾡ い向ﾡで行わ 

東みとさ. やわ*の場合は今年ごンに: 地林央 ﾡ者 は 除 生 ナ さ 

ﾡ全木のじ木のたの産央な基ﾡもつよっzなる。そのﾡ系 監 

木卓夜で作業ナる zつれて. 為林の撃性ﾡ求者能 * なﾡ塗す 

る-

オハィ オ表点試験場の核理下zある翼ある山林一かは、オハ 

イオ 北 東 冽)こ あ ろ ブイ ットフォー ド( 2名itcza ) 林である・ 

ニのクンエーカ ーハ小林は. 他の林地と同麻z. ﾡﾡ林方式町 

のその地カハ天例*U て授ユっていろ・

そてはた. つニの 地方 o 株 ※書及氏 口よって 及示林* して効 

※的 = 州用土れろ-

ニハ4で. ペ2ェークーつ 広長試除 こ47区は/ク44に浜 

※さ れ . 県叫ﾡな向mで促YS x て い合. ニ 八茨験区 は全世統林の

○ヴ::当ろ. 二ね らクﾡzで 番チタm会 れた林木の細な到 

ﾡは ノァ«4/2月. ノニ2<H. さらに/ァケ7ダバ 

H に T われだた。
オ2図は. フィットブォードにおけろ/ア44*ノラタ7の 

Pﾡの際クる点生内長 ・ 終お上 のおポデー ア こ共に示す ・() = 

n期岡内に林不Iはるﾡぐや2ﾡに体 ・た・災Mﾡげ芝点はエー 
-#り 〜すシいら »タンと ボー ドフィート に啓え た ・ 径領尚列 

a ※ ﾡ今 は. ﾡﾡのとれた. rかな営ﾡ会がっだ,以令クナカエ 

ラ ( ecccf - w c;林-なりっっりる. / 浜 シ - ズ> el の 
M 以 長 は.坪エーノー営り »7 ホー ドフィートにはるが. /ラ$7
fz 焼 ﾡべち E 一 こ パぶ:く e. どいと令 - wレと名cペ らゲ&eいeexイ 

スホ )ではエーノーム" ノクマホー ド/ィ - 卜にナ さな かった- こ 

»ﾡ出. 林区 希岩 が二のセ地zナ2汎正番ﾡ( 今uCcx czx 
Lxece. *t< 夕/<2 ボー ド4 -卜"後Z自が名月い 

といらてら2. ニク日ぷ金ぼナクたz. 森林ﾡ出の式化は優歩 

n感求場 Al2基炭会 お ・たﾡ微竹はa4 x ﾡ浜デー ダに づいて

細に研さよ う ・

江/い技毫林は. ■窓話疚 4ぷち ぐ林か区ド年つクめだけ 

くは<. 义 た 料別 列0氏Y個坐"メタ示ナ多く の炭ﾡ資料名与え 

2 ・ .
T Aサ的なﾡﾡﾡみ ゲキ zついて個々の条をそっクと同じよ 

っz. 試さ相者くまた. 林今をﾡナる個々ク林木ク京氏経 

数名 知ろ . 室 バ か る -
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ﾡ 統 林ﾡ栄 2行っ てのみ多く の個々の城につハてク継統的な 

ﾡ. 確かな花業を探問する よ っ ・林が有者を教谷するの にあ系的 

に用いられくいる. =。 採天 はオハイ オでをめられてからまだ/ラ 

千ﾡL がにたな ・が. ニらいわけるモ デルu林 は 州 お よ びルカ の 

レ バヤ の数商てむ u本とﾡ 平おける四究 .水育およ のrダ波 g名保 

今 ナるたの 終会 と夕える= *は明らかくある.

・ず田の業校術者堂は . せ求のハ場所 ぐt 才皇が行 った ょ っ 

1 休究そ後営( クりレウムンと* yie6d wッバ子eクexイ ) バ行わね 

(いろぶがら得っれたﾡ知的な. 飛ﾡな古料の利益を利用Lな 

ゲった- ・かしり多くのルﾡで確統的 • 系統的ﾡ栄名行っょ ラに 

今るz2て, 早ﾡ. ユ地口対Lて示むﾡした花業 が採 問 と れよ う.

「)

A+3Aazt24w,Jleac ・ axnuezcvzenuイa。 cczeC&caa 
4 ダ erccczアビ子 ・ッタマ2る" ズcx®eヒペzイ 鋭 

<wa2 乙act ・

e"wc2合eu2xイ ・ ク源 ・ $フ ろ <, どcx アア.
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農家林業の経済的詰問題

EConomntc Problems ofFarm Forestry

K.ABET2, Freiburg:.Br

Freiburg:.Br
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委 #7

・多くの目ぐぷぶ径示につ て林米はハなりて受な位ﾡ之ちめて 

"る.ﾡ ネ林求けは と " わけ送メ※件 にﾡまないYニろ ( 森惑な上 

巻 ﾡなﾡ針. 不刑な気償 )にみられろ. 好株べの主な任ﾡは 

水n駅と' 卜 ?<ﾡ条後4区なる二* .ﾡ系0向家消棋をた

ナるニン. スび内 [H今] の調な会なナニ〜である。 木材のﾡ 

ﾡ今ほ口羽の水基を長ナる場合ゞ〜はった那企 ゲ入 用 と 

はったと生/地的的な折与う〜z区するこン がでさる. 表地と林地 

パ 絶 wrつ さによって. 円一の条ﾡでより大さな面ﾡの材作 

7だとなり. ポ地 だけ の今よ 9 &総汚件は多< なる.

震 家林 泰カ ニの 特殊な 任科 は圣通 waxccpewue才 にも作刑 

あ. Lたがって大ﾡ米 林ボで正しい〜才み 則 名今*すナるこン 

4 に救み式へd用ナるハド◆チ的ではない-

今日 〜※求 的利 円に> ・<A利でなくなった供林ル2佳 
氏 が ﾡ日L てハあ二( げし でり◇が. ニクよっな土地は林地化 

ナろっゲ炭ﾡなちろっ. と二々で貴と」々欠哲をなナにめzは、 

ﾡ糸からク以おス cr ぞY林栄いらのそれ* をt校してみなけね ば" 

’ピ らない. 着 者はかか2社さ ドイ ッの※林 アノ* 3ucaて [ 訳 

/； SUdbaden。 eeAxxywaPa 立 上す〕で行い. 念Aの水ﾡ 

二 得た(粗取蒸 . ﾡ付,なか丹 竹得. 報収入) . 二の 

週 唐 や当:とケッ 条井下 では み糧の 床常 洌'得 及 びr水途 は その 平 

白こおいて渋衆よ り &かなり活。 二 が分 2 た .

-桜にど条そﾡとさわれ◇場令, べ受な当以やﾡﾡ生求仲し • 

条命名くら. ﾡ茶的に刑Hさみ上出名Lた条ンや 小つ け て 

ガえてるクゲ通でりる. とニクが. シ<刀ﾡ条渋糸的にA 
み上地 た"けナではなく. 林米に利i用よれる上地会る有し, Lか 

4後者 ゲﾡ 条z*つてな り受なる消的役列を繋ナ. ¥いク点が 

[は"しば信』よ れて c)る.

L ハしながら渋ﾡにL てるっ株地の翌受件はﾡこよって呉なり
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戸一の回内でそ地以により . t ら に は 名；ft 冰)N よっ て 異 乃 力 で あ 々. 

必塔なるのをあ る とﾡ楽よりt 林求が受視よ る4の があ り ・ 

ノカのﾡでは 林業 が全 く将在しないそのがある。

姿客区する林鉄の愛性

表条休媒の将在はﾡ相のﾡ*  印&iz仮行る こ=ろが大会 いけ 

ごむ ・ 大部分の長ﾡ林業はと りけ救糸起ま北ないところ 

z見払さる. ナなわち次のことがあげらる- 土が容ﾡで地形 

がるで あるこ* 。 ここでは 表材 zよってAらzエロージョン バメ り. 

加 え て ﾡﾡの 似用そいら ぢる Lく阻まれている- また此ﾡ的にﾡ及 

が部 か? た り. 考城高 が百 がつたりLて 気似2起表 ないこ*てあ  

る- こらの受因のいくつゲが一緒になると. L L u,地にみら 

るよ クz一各ﾡ化する . Lたがってルﾡﾡは多くの回ﾡにおい 

て表然政系のかよわい子供 d&caな 〃uとなるっである。

ﾡ条林茶 oﾡ任易
林栄は装みの なか で、特•殊な緒任務 を乐サ. ナなわち. 木材の政 

Izよ2 て 藤家鎰者交故屋 C . ﾡ.林メ のその林艦物に対 ナゃ 

自浜 ﾡ要 名みたし, かっのカス び年 引カ〔 麦 ;みactcex が尿 

あ. 牛馬やトフクター会指すのであろう] [WL.今1 2調整ナろの 

である. 木材の販Izついては. な年ほぼ等しいルを姿あげる場今 

xま立支った現会 が入 刑ンなったY全の塩時的なる がg 刑 士 北 

る- 二のスっはﾡ衆の生差能力 がち いさ か夢二/と へて 南 に歪要で 

ある ・ 表氏とその 条族 の物力名もって してはﾡられたﾡ地しか耕 

作でナ. ﾡった 立地では この土地から得らるが得 で条的受ボ 

名ポﾡナ 三シはぶ易でない。ニこにおいて . 米業よ り tすくない分 

ﾡ力ではつ り z Lた得の得ら み林業が補助 千段立なるのぐめ 

る. ﾡルと林地立ﾡ合をﾡじて同一のﾡ7でより大面ﾡク耕作 

がﾡ*なり  かっ 蒸発 だ、け で授符 し うる りそチ選の0得会得る 

こ とが能Yなる.

日杯に林栄で高ﾡ的な負ﾡの入用会まかなろ こいうこンそ集なる 

有zっ て非Iz愛なこ y である. ここで大切なこは . 林朱Iz

おいてはﾡ栄はﾡなって ﾡﾡ量が将ﾡの 有ﾡ的生ﾡに ﾡ釣さ 

れす. 枚立しているといクニン である ・ ある に夕年の あﾡ女係 

ナるここも ぐき . また全くらない でﾡしておくこンむ でさ る. 

一謝的な &" xL<は. 休ル面ﾡがナく なくなるにつて貴ﾡ栄 

ﾡ強炭た -2ede27e -メ〜ccごとx が新次亜姿なもの*なる・  

ゐ時的に貨ボバハ河ンなる央型的なぼ合は. 相統財えの分判 [次走 

: 終場名浜子がまY めて相鋭L たこさ. 今判相統が立てさえ にAっ 

ている*.  えチたちのﾡボ分之ﾡﾡの秒で支わね ばな らない] . 

系及やム残. 大さな修継. 土地攻賀. ﾡﾡの貯入なゞである. 

x< IZ表求八株A止 N 動力 化 は 多く の田 « で林業の助 けによって行 

われてたと. 梨任でるわマている- しかしいきひ*つ見基され  

てはならない倒面がある. オー. 立此その化ﾡ条に制やさて 

いあ林業が.そ自財名支えみ二Yのでまな い送木から番ﾡ士れる 

&常的ス の"ﾡ的的なﾡ与さなナこ二 とがでさなければ. ﾡ表的な採 

がしとらさる*いクニ*  ぐある.

表条林米の竹みな任栃は4営にﾡ響会及ぼナ区行有林や大私有林 

であれは甲 探番は大体日-- であるが. 農分林業では - 危時 

的な現金の入用のために - ある竹え尽に塔が行われ ,そ以 

ォ八はﾡや ゲな されるこ*が多い。ﾡ 条林 業の内ﾡっなかで直る 

な 部分は 二 の 孝 実に 由术ず 方. 堂林は従鋭性. -2乙次ルルラ 玄 要

*ナるが 族家 発荷 から の 理無がし しば卜社究性を強いるの でカ

ﾡﾡ林が終不会ﾡに対 してし つ料殊な任務 名考えみ*, 炭炭の大 

生い山林で正 しい y と れる林や そ営 ・ 受考の ﾡ京則 を今木 Lない 
・ ゞs

でそのま ま涙象林に移す ニ と は 合理的 ではな か 乃 ろ ・ 小商ﾡな林地 

めぐる ﾡ殊な条とﾡ条そﾡ会体* 密ﾡな 肉座玄 とく にﾡ冬ナ 
る = とが大切だ込又っ . 树種. ﾡ区期 ・ 査経 o [ 送灰 ]z肉し てひ 

二こではL はL は制や されている. Lかしながら. 落波 各 に対する 

ﾡ加性を独め. 木材のﾡ名ﾡ力的zナるためには. 木林生ﾡが
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一的になるこ xをﾡけなけ ばな らないであろ う・ 

ヨーロッバZおけるﾡ条林は大さな林 -— たゝえ 入会林 

—— のかﾡによって生じタムクが多く. 小西 

. 二はそ芝にとつてせしい不利遊名くたら 

Cみ*す プ 24て

ﾡに細分4 れているが

ナ. かかる組分化の不利をは林政上の才系. なた*えゅ未細微や交 

米分合 Au4 必をメv による以外にﾡ林の りによってる報 

和すろこンがでさる. こりわけ. 立ル及の片度の上からムて糸件が 

そろっていみ*ころでは. お夜形式 ぱe&c乙ce イ+な 名 あげる 

こンがでさる. 加うるzニの灰形式は小面ﾡ でし係ﾡ的生ﾡ が 

ﾡでめる.

会地2"その他勿勿療用另 タ坏世北

L ぎし は南城佳氏は. 今日 では親利な 装東的利用 二必し は<な 

た保の株 ル . L たゲつ て 多かれすく なかれﾡ炎ルの性格 生& った土 

ルを有 している. こうしに土此にﾡしい木が天メに生剤してい 

るこ*もあるゲ. とら z祖敬的なﾡ そなりノﾡ問にわだたって行 

われて木た. 送米の条や化と枚ﾡ化が堂及ナるにつて . 二の内ﾡ 

の童莖枝は我次增 Lてく2. 今日で 単位当 り の渋地で以前 に比べ 

たら相当多受の負ﾡが生ﾡでまるよっになつていろ. そ区多くの 

場今ﾡルはﾡらす こ z ケで 全るのであり . ﾡ則生をﾡけなけは 

ならない ナね ばな おさらであ2. 表 - 例えはドイ ッの選林地 

力 -— 個値の 低 の農用地 も教/ゴ 耳節から林批化されて 求た. *栄 、 

に比ﾡL て林茶の有利性がﾡ Lてきたからである. 士 ら に先初 力の 

不尽が［労者の］移住のために生じて全て. 浜氏 はそカ耕作 巨 林 

ボ 上に労竹条や化ナるこYがでさなく なった- ﾡ江m ドイ ンでは 

*前ﾡ条に用 いられていた多< の土地バその有着に っ てﾡ作 ・ 

なくなっている. エ業 にメグナ れ は り ﾡ い ﾡ W が得 られ2から 

である. かケる土地は「ﾡ公的休肉地 -e&P&scc&c と呼ば 

れ. こは社会的にﾡわれていない土地名遂みナる. =の土地は 

他の袁氏ク不 十分なﾡ地の増加に用いられる場合会除 . 林地にナ 

るのがしはしば長 ンなる.

致するに、 3く並い*来においてヨーロ・パで諾国家の大きなﾡ 

済的達合が形成される場合には、ﾡに思ﾡに適する立地で集約的な 

農黑を行ない,他方いわろる 「限界収益地 ②uxンなyd45c」く 

服将的なﾡ業収なをるたらす土地) は林地化するのが通切だとﾡう.

ﾡ 業収益 及び、所得 と 林業取益及み、所得

い述べたつとがらについてぷきの処覆を行なうためには, 選ﾡ 

の収は及び所得と林業の 之れとも比ﾡしてみなけれはならない. ﾡ 

者はドイツの貿林地方るこのような訓査を行なった。 こにはチ数 

の 濃 表 氷 ある けれども,ﾡ茶糸件にﾡまれていない・ ﾡ業と林に 

っいて代表的表ぷのﾡ記の結果を用い、 さらに林兼については京復 

保競の諏忌からの計ﾡあ行なっ た-

1. 田収益( 6ez..c&.oかzァ な営収基

ﾡ収a。...んi。メ火 ネ現金収入c2xeんえcceシんン 及びとの他 

○細収強たさ。単 祖 当 リの 林業 祖収 益は平均する と農ﾡ堀収さ 

の分ごある. しかしはがら歳家逐済にとって決定的はものは粗

をではなく, 資営所得、家族所得,労働 所得、♦依施 とおる・ 

乙れらのデーﾡは支出をも考思するこ とによってﾡ出される。

2. 経営所得及び家族所得

経営ﾡ得 イ と。っu < Bct.&ecoceoxpte. 港老所 得)はﾡ 

収益から財及びある確のﾡ税(例えば 地 粗)支出を差引いたも 
のである。 感族所得 * ールカ" は 坎 族 r 屈し ない労物右に 

支払われたﾡ銀をいﾡ引くことによって得られる- 5族所得はと 

くに委な指感でめる。 2れは式K家族の ﾡ所 毎 c常物防得+ 財 

産 所 得)を 示す もの で あり、 またすべてめﾡ働が産用ﾡ働てあっ 

と場合にﾡ収益が存在するか否かを示すめの としてﾡ要である ・ 

2 の調在による と 当地力 ○系下る林茶の単位面ﾡ当り平均経き 

所得及び家族所将は哀ﾡのそれょ り %かなり高い。かくて本業所 

ﾡは遠業にくらべ乙い ちじる しく すく ないﾡ物湿で得られる点が
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注目 されろ ・

訳 注 ; 9%.... t は芝0ま 、 訳せ は•粗 ﾡﾡてあるが, 2れ 

は Beのiokフz の浜訳であリﾡ収益と訳した. また 

Po。 3c。～2& しドイツ話の方をとっ て経営所得と訳

し た .

3. 労物所得

学命術得た4...し ス2。w は投下ﾡ本に対 する今理的な利子と 

経営所得から差るいて算出ゝる。 したがっ 乙労ﾡ所得は経核所 

母のうち ごれ程の部分がﾡ場のみに帰』するいを示す- K本及び 

ね子報っ軍定は相当岡難であるか ら 労物所得のﾡ悔北他の調査表 

値理整支 なそのごはない。調査の誌※からみると, —— / 労物巻 

の+地単位当リ ー引®ﾡ得の平均るまた与えられた来件のぬと 

そは林ﾡの方ゲかなり島い ・

4. 祀収ぬ

収益 のみルs ル は 祖利 あと ・利子を含まない) 支出との差 

ﾡ乙力る . 施收法 ほ 労働所得 か らﾡ民及びその 家株のずされた 

秀ﾡを差引く2とによってあ得られる. これについてﾡ味派い顔 

査結果が得らた. 調ﾡした地域の条件下では土地単位当りの平 

均紀収盗は林ﾡにおいてかなりのラス0額となるが、ﾡ崇とは 

それがマ イ ナス となるのてある • 2の札収益あ慶にとって1要 

そある. 所与の系件下における林業の逐営ﾡ得がﾡﾡのそれよリ 

もあく . 感っ 紀収盗 が営いとするならば、これ は 城楽 から の 夏 

営術将 は製長ととの家族の ﾡ働に 十分な報訓を支払っていないと 

いろ ﾡﾡから 説明 される.

ﾡ後にいま一長指ﾡしてちかはならない2ヒは, こ の調 並ﾡﾡ 

はある -定の歳業及び林業系件 c立地 ,ﾡ格, 理用, その他)に対 
してクみ, 即ちドイツの思林地方に対してのォ言いうることがらで 

ある. 2のようなﾡ査は林地化つ卓囲に関して十分ﾡすけられたテ 

ーターをﾡるためさまざまな多数のﾡ件下で行なわれるﾡ愛があ 

ろう・ なお、山林はﾡ手に対して虹ﾡな係設滋能を発ﾡするといろ 

ことも, 度家林ﾡ問ﾡのなかで注意しなければならない。

長い問、林業経清学 2R. cien.e← チ -cengッuた は大さ 

は山林所有つ諸系件にクみキさし、とくに 段 み林に とって多表な問 

額はあまり ﾡ扱わ れなかった。世界 の 国々 で 歳表林が新次1ﾡに な 

りっっある2とを*えろと, 従求よりぁインテンシィプな調表がべ 

要と 思わ れ ゴ? 2のためには林ﾡの年門家とﾡ業経香字2貴門象と 

の新ﾡな共同作求が要てある .

«) K.As=rz ; B.cctccAc 2aどai2tc&cざt, 合2子と4をどどそ 

at 4 2:2223じな....e ムン Ba4v ・ 2524子 P Rとc.
Bッ2ど:2- , /55.

カー.アベ, 『農/林黑 バ ー ンにおける 実態の 報き

- J ボー)レハ"ーレイ 社 出版,ベルリン及びハンブルグ,/355年
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小山林の改替方法
(r1EANS OF PROr1OTING FORESTRYON SrALL wooDLoTs)

林野庁玉官 エー ・ ラングサーター

(A.Lan SSeeter
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ノルウェーの地の大部分は 小本ぞあ々 ・

次表 は 断 値階層 別に 山林の分布状態を 示した あのである. 2ヵ表

「ェゥかうに, 

大体 /。 万小山杯 

が 2れされ52、ク 

ワー ル下の階ﾡに 

属し乙いる。 これは

林総数っ 75%, 
面ﾡの /7%に相当 

す a .
この山林の大部分 

息場と-緒 に翌宮 

さ力ている。 さらに 

5ク〜5の へ フ 9 - 
レに思する 多くu 
杯があり、生力は同

規 枚
・ヘタール)

改

(推定)

%
弊 ﾡ 種

/。 以下 . 222 442
/。 ～25 2?32o 23
25 ～ $o /&. $2o /5.3
小 3% 522 28 / Z

5o 〜/22 /3, 222 //.3
(22 ～ 222 see 4.2
22o ～ 522 ジ.22 3/・基科番*******"******************

小 計 242oo 2e 4o
520 〜 /o22
22o ス上

とクク

22o 2 45

e 計 / soo /2○ /。 ク

ゼド ﾡ"とめ同で経ぎされている。

・既述 のふうに、 面の /7%は52ヘクタール以下の小山林から

リたっ ている . とれゅえ, この孫こ至切な汚法で経営する2と

よ 堂 敢な 問題 で ある. 2とﾡして . 一般に小 林 地 山 他の 

すべてのし林の地位よ りも 平均 してかなり侵れこいる という平実に 

彳 目す べき ご ある. すなわち、 一銀にﾡﾡのAい小みはよリあい 

し林よりぬ-倉ほれた土坂とﾡ出系件をそなえている-

ノルワェーつ山林の取扱いろは,奉実, になって 通歩 したの 

(あん。と"理, とりわけ,くﾡから孫用されたス法, すなわ 

ち以木夏似う ま c&うc,..o〜 訳巻ﾡ:注文にﾡじてﾡに大き な卜 

り扱する乙と) *ﾡゅ方法をﾡ次マい、 っれにっ2所有着はM 
ゆ名要とする同令林かと, 天然下種或は必 密 ヒ応じ 再造林(植栽) 

,「すいに従って学期受新をすすめる 一定の更新 伐 を行なう 林分

によ って山林経営をだんﾡん合ﾡ的になら しめ乙ている2どで
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あ る ・

ﾡ林方法の改良の成果, とりわ け現在 山林の成長置が約25年 

前 えれよりゐ2ケﾡである といろ部矢からその2とは明らかで 

ある。 その数良は. 最初,比に較的大さな山林の-部で行なわれたが, 

新次ホ さな山に行なわれて いっ た ・ 小さな山材の成長置の増加幸 

は 一ﾡ 大きな山林の それ よ リな -般に大きく えなってさマいる . 

しかし、 大部分の小山林は大林。 場合 よ リム概して おﾡなuoc 

ある.&並3。年に, 山,林所有省紐歳を合む公共或は氏問団体組 

ﾡり行なっ た位 亜は, また, 小 山林 に應 た た成果 を 与え 乙 きを. し 

かしながら, 小 山林の 生産量を 最大 にする ため の課題が まだ多く残 

されている 。

林業改善のために受な方 法けとりわけ次ウ*0さ%のがわる。

l. 法都( メクとっんっァ )

わが国の現行森杯保議法 c 3we Pc ct ) は / 732 
年に成立した。 込の法ﾡは私有林全体の基ﾡをﾡめるためにﾡ林 

営督所 C ダeとe4花 -Ae2attoeダ ー ・). を 設て ている ・ と 

0監督所は芝れ*れ お対ﾡ にある林意課 く みo&t 8 必/ ) c 構
成されている。 ・

各林ﾡ部に は愛抜 された3くの感員がいる。林務課 に 対し専門 

的な後助を行なうために, 本部は経験豊かにして理論的に訓ﾡさ 

れた約つ00人の駐村杯ﾡ官 と林ﾡ上の ﾡ格をる っ たﾡ 4o への駐 

B締官 とを配置している。営林路者ﾡはﾡ務谷 の監さ下に おか 

なれている.

老監各所○職務は森林保護表がﾡ行 されているかごうかを調 

べたり, ま た山林所有着にﾡ報を拠供 したり、助言する 2とそぁ 

る . 点報の提供 と指導という業務はすくなく も 森 杯稼 親春 り 章反 

を防止する2とゝ同ﾡにﾡ要である. 之れ は 人々 が、一般に「貴杜 

を伴 ねろ 自由活動」 C P2cc4e。 2 2&んe24よこ&y ) とみな 

している株林去のﾡ愛な考え方であり, それ(考え方ゝはの千 

渉なしに所有若が自分の林経営を行なえることを意味する . 自 

かの 山林を不当な方法で 取扱 う 場合にのみ山 林所有名は そう山林 

経営権が新年され、 その場合、 営林ﾡ督ﾡのマークした旅木ﾡけ 

が 城 採 て•きる ので,ある ・

われわれ○ﾡ点から、 2o 「ﾡ任を伴なう自由ﾡあ」の制ﾡを 

みるとさ, 長期的にはノルウェー ○諸キ件に ヒって最ﾡもる 

ある- しかしながら, 山林所有者、ﾡに所得が主に林業以外のも 

oに依浄している ような小ﾡ有着の場合に2の考え方は有効なﾡ 

報と助言の 提候 をなす2とは明らかるある。

ど. 英 本 育と音及く Sdrcaなtez anそ c4o2ctoz アeと+一 ) 

林業の基礎的な殺育はﾡ学校で行なわれる. 建学校 を眼ヒ修了 

した人注のためにはまた写門ﾡﾡがある. そ○課程に巡む生徒は 

年平均約 /2o。 人である。 さらに/校にっき手に対 ノ3o 人り生え 

を取扱う4っの学校があり、 一登完全な林茶教剤を行なっている. 

ﾡ巻っうちの/校の 課理は /半さある. 2o, 年羊 o 課程に引 

きっづき最方に3 年問の大学院がある。林字士となる学主は年に 

ユ。スいる. 力、山林に とって最も大切なの は 襄学 校の林業数育 

であるが, このなさ2れう若干の山林所有着に及んでいるにす 

ぎない.

上&の学校教育にmえ, は事濃信語座による基ネ的な前球が2 
)数年のあいだに比ﾡﾡ込託謡に行なわれはじめた。 ノルウェー 

の山お会 < 2〜&...cっどt 夕. e ) はﾡ家林所有着の○ため 

に実用的なﾡﾡ課程 -- ノ～ 2週間 の 難 続期 由一 を設けて いる. 

さらに, 公立○巻持ﾡ督所及び民間赤林組合は, いわる 「林茶 

日< だ22な ムシ> をﾡめ 、 との日は突 地救 示をﾡねて或る 

uヘ/〜2日へ秘条行を, 或は並林, 伐出 などの問題伫関系し . 

たﾡ表と 論会 をとれとれ催すようにこリ決め乙いる. 乙ゝにの 

べたﾡ勤が山林ﾡ有着を指する のに役立ち、しかめ 山林ﾡ有者 

をして造林と 山林 盜営 との改ﾡに関をいたせる 問ﾡに 関係ある 

とき林業日は非常にﾡﾡるある ・ 乙のﾡ報ﾡ動は多く の山林ﾡ有 

着と結びっい乙おり、 しか。-われわれの知っている限り、それ
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はﾡれた成ﾡそおさめている ・ その汚勤が高められるべさであろ 

うといっ二いゝ、 ぶる人が期待するように多う高くなるであろう 

といっこととは別 問!題るある ・

ノ ルウ エー森林ﾡ合連合会 ( 2oez〜 Suた cc ' 
ク.っおン)は 教 京前 から所有者のため に 助言の ﾡ供 や 情 報 

の業ﾡをだめた。こク今野には林ﾡ上の夜おをむった /3人の林

表ﾡ士と ユ47 久の林ﾡ補動ﾡヒが一ﾡにﾡﾡし ている。 その 

ﾡﾡは ノ ルウェー森林用 合合 会の下部 常 に おか れ . 地域 別 に 

智総されていろ. 上述の枝術弟達は, との被助を非常に期待して 

いる山本所有着のために経送計湿をたて, u林作 業 に征 するこ 

ヒによって 氏岡 の所有ﾡに役立っ こいる。

山,ﾡ有着のために林禁ﾡ械センターが設ﾡされ乙いろ. 2ウセ 

ンターは 架空篠,ウィンチ, その他のﾡ出用機械を用意している. 

伊問料は林所有 若が支払 うけれごも、森林ﾡ合式はノルウェ 

森林組合 連合会 が をの 爭楽実行 と 関する 政用の一部, ﾡに 共通核 

を私担し ている。 株林ﾡ合の いくっか は ﾡ挙計 動課を該け ていろ。

は所有右の表望にたじ乙2の面部は料金を受けヒリ、ﾡ業計 

画を作ってやる。 そ の施業計画は林野ﾡ穂 , 地位分類, ◆級く ま 

たは伐ﾡ令), 立木林ﾡとその成長ﾡを明示し, さらに伐予ﾡ 

材京 2 山 味の 枝採 予定 ヶﾡ,桜採方法を示する. 同時に,林地 

とﾡ合わさって経営れているよう な児地の両方に行なわれるべ 

さ投資の計過が立てられる- さらに, 林ボ補助司と林業校ﾡ士は 

山就所有者 に 情報を ﾡ供 している. そのﾡ法はとざには個へ的に, 

またとまには規ﾡ法行*「林 業 日」ごとになされるのである。

ノルウェーの林号合はそれこは別に施ポ計通郭 務防を 設置 した . 

この率務ﾡは山ﾡ, ﾡに小林に対してﾡ楽計画をたてろのでわ 

る -
山林ﾡ有着自ﾡ の紐Aによる 精 報活動 は林業の ﾡ長にと って非 

常にﾡﾡるカ リ、 また , 比ﾡﾡ小、面ﾡ林をたぢ単にム っ乙い
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るにすざないような方有着に対してもぶるﾡﾡの 並寝があ る と 

周う ・ この構釈治動は公立のき林整督所が行なった治勤に対し効

の ある補完ﾡ役割をすめのである2Y をﾡ為 したい. さらに, 

2○組ﾡを行はったﾡ釈ﾡ勤の方ゲ公務良の行はっ たとれより4 
ﾡ力な成ﾡを上げうるという2Yを村言してお2う. 2oこ と'は 

民Mのハ山妹所有者注の間に共同作求をめさせ、 それを扱ﾡさ 

せた り する場合に特にそっである ・ 小山林に対しﾡれた縦秀的経 

営を行なうため にはか)る共同作ﾡが魔愛になる とﾡわれる .

3. 小山杯の林産物の取リ引きとマーケッッティング( azde am:イ

マてマんた.っ?～- 洋 だeとcそ /れ2◇とcct。 チ d2.イど がeとc*そ. >

小休所有者が小受八ホ材を売る場さ. その売りを見出すの 

にししば田ﾡを伴なう. 従っこ、かゝろ小ﾡの木材は正ﾡﾡ格 

以下でた却されるだろう。 あう一つのゐ点は、小量 の 木材 則 定 が、 

所有者にた与えることである。 すなわち,ﾡ有省は言いキが 

行なっﾡ定に対し所有着の主張を充»に表明でさ ないからであ

多かれ少なか,思ﾡなしに売った場合にその山本所有着は 

ﾡ失をころむるだろう。

ノ ルウェー乙はこれらの峡ぬを次の方法で支服できるよ うに思 

われる.

大部分ハ山林所ﾡﾡは ノ ルウェー旅泳合合会傘下にある 

森林ﾡ合に加していろ。 奈林区ととにホ林起合がある. こえら 

は主愛な 流2 とに /っづっ存左している阪売 組合 にる加入して 

いる。 その販ﾡ組合の回体は. また, 全回の長機問であるノル 

ウェーﾡ林堀合合会に統さている. ・年, ノルウエー森林 

組合建合会と 木材ﾡ入ﾡ通式 との間にその年っ 木材格に関す る 

尚 定 が行 なわれる。かくし2 、2の 定の 総果は次 の代 出 年 <co- 
ス〜子 exイ22cイ。 2 )の木材格水羊を定めるのである・ 山 

林助 有者 は、 台分が伐出年内に阪売しよ う と計画し 乙いる 木材星 

の予ﾡ表をこみ地城の森ﾡ合に提出する. 乙○資料は地ﾡ別に
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ﾡめられ, 山所有ﾡの代りにﾡい付け兼若と取リ引き契約を為

んている特定の販売起合に提出される ・ ﾡい付け 末右 は 販ﾡ 組合 

に代金を支払い、 との砲合は. また・山林ﾡ有着の林産物販ﾡべ 

・を所有若に支払っ. 2の方法は木林ﾡい付けﾡ着に有ﾡである.

というクは、 ﾡい 付け ﾡ者が個々の 山林所有治 と向まする 代リ に 

販売組合ンﾡに協定すればよいからである。 この力法ざは次の

ようにする 2とゲ山林所有者にヒって絶対有利ごある ・ すなわちう, 

契約のネ». ﾡﾡ等に関するはﾡは会欲し たくﾡが 一希して行の 

うここごある。 ノルウェーではつの今野て 3○ﾡ上必共同覇ﾡ 

を行なっ てさこおり, それが氏有林. ﾡに小所為右にとって非常 

に委となっている。

木材のﾡ定(あるﾡ木の材ﾡと品寺の定) は、、 いわのる、木

材測定協旅会 ( そm4eと e&dcクn2才 c2722u3wtond
ている . つの協諾会は水ﾡのﾡリ 手に買いキの双方か

) が行なっ 

ら等ス数の

表若ち出し合っZ 組織 れている. 木材の測ﾡはそのﾡﾡ会の

指ﾡ雇いくが行なう。 2の万法によれば公正な木材の測たが確気

に行なわれるとﾡう。 2の力法は主要ないくっ かの流域にお って 

5○年以上の問, すっと実行これてさまこおり, /?5○年収までに 

はすべこの主ﾡな森林区にﾡされた。

4. 小山林所有着の金融問ﾡ C 3ancaと /2e44nt。 チ そ〜 4w1a4L 
だ子ッ2と社と ◇t72&2イ )

a) 補助金c Pu4&c 9anな )

) ルウェーではﾡ大ﾡ林と林造問発とに補助金が支給されて

いる ・ 造林事禁への支 給ﾡは地ﾡによ異なる"

あ部 ルウェーと の2u2zz との甚林地の州補助額 は食 

。 s○%に相当するが, 北都 ルウエーでは 75%てある。 中 

部 ノ ルウェーの標需の高い 若干の地域の 神助頼 は お用 033 〜

5○るであり、 また, 為部, 系部及び中都)じウェー乙は2。 

%が支始土れている。但し、後巻の場合, 山林所有ﾡがﾡ容伐
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妹湿内の材ﾡをﾡ位ﾡにする場合にかられこいる- そウ 

え、普ﾡ林地域における 州の補動企は中小堤模の 山林所右着に 

ﾡ定 れている。

林ﾡﾡ設に際し乙は 、さしあたリ、 年に2ee万クローネク 

州助が行なわれている。 こ2にいう補動金は回定した比辛さ 

はない ・ﾡ助金は林ﾡ目的に最ﾡと思われる方法の路型設に 

対しﾡ林ﾡ課が支給する。補助比率 は一般 に /5～2○メそあ 

る. 若干の場合は強路運設ﾡの5○が支給される- しかしな 

がら、 補助金を受けすに立設士れる林道が非常に多い。

州の補助金を前武み目的に役立たしめる主受な理由がうっあ 

る . 地資新の場合 にはそ 平業力果は大さく ・さらに個ﾡ 

経ﾡに来及するのである。 このよう公ﾡ業くたとえば拡大造 

林) からのﾡ得は長期を覆する. 結局, はし林の効果的な改 

ﾡをさせよろとしてﾡ有よﾡ有着に助成しよろ としている2で 

あろ。 2れと同時に、補訪制歳の性格から し乙、 正当に行なわ 

はいふ業はﾡ成た拒否されるので、州は地域延済○目的に%ま 
たかなろ ような最食の方云る当救の$挙を後行するように強要 

ささる. 前直の制及は、最2。〜32年の削に、山林 師萬 若 

の方意林地の 再造林ヤ拡大ﾡ林に対す るﾡを非常に高めてさ 

ているといろ平ﾡをﾡした・かくして, ﾡ大ﾡ林問題をとリ 

上げる場合, 卜山林ﾡ為若の経考的問ﾡを解決するために前述 

の 援助 は不可欠なゐのである。

b) 山林所有着の 桜所得に関する 若千の 規制 C &edわicなenと

cン -4ク～-と - そんと だoとe4花 ex?222イ' イク2c◇72&4- がッァー 子e4とc子)

/フ52の緑林係護去よると、 すべて0u林ﾡ有は木材 

売上げ総ﾡのユスを老林監督ﾡへヌ扱わねばならない. 222 
% は 造 林用ﾡ立金 c RsPsutaなa そ) と 呼ば れこいる ・ 

2 ようにし てﾡ立てられた金ﾡはそれが生 じた山林に付虚し 

ていろ%のして銀行に凍結れる。ﾡ有若の再ﾡ林事洋をだ



んたん行なって, その実ﾡが緊除に永認されたとき, この関係 

ﾡﾡ用は所有着の預念したﾡ造林用ﾡ立会から 2 ○本立内で 

支払われる ・

さらに, そ 九 七 は 別に 投資 用 積 江 金 c クo.cuおnt ズ) と 

いわれる規定がある。 20ﾡ立金ﾡは岳年. 政府が決定する。 

現在, 之九 は木材 売上げ 聴額 の /o%である- 役衣用政立金る 

また, 関係する山林に対して銀行にﾡ結これるのさおる。 所有 

若が自分の山林にﾡ々み投ﾡ を行ない, それに対する認可 を受 

けたヒを, その徴用は授ﾡ用ﾡ立金るっぐなわれる。 投在用属& 

立全の利用目ﾡはとりわけ、林ﾡと山林ﾡ務若用住宅とのﾡ認 

山よに関する地回と施ﾡ祭の調ﾡ, 愛新のためりを岐とM炭及 

の間坂材がいかなる経済的個ﾡをも生するﾡつ幼令#, 添株 

大ﾡ保ﾡ料の支払い, また再ﾡ林ﾡﾡ, たとえばこ0事※が飛 

金 し た野ﾡ林用務立 全るﾡﾡされえない場合の ﾡ永 とﾡ杯等で 

ある。収衣用ﾡ立金は,地方の芝林ﾡ老所の許可があれば同様 

にまた他の月効な多くの目的, たとえば, 山林ﾡ務着ならびに 

休務官用の住宅のこ設, 耕作 牧車 地 の除草 と 整地,伐出の 合理 

化促道年の ために利用さよれる.

クルウェーのような軍崎の%とでは, 山林ﾡ有着の所得のか 

な リ多 くの顔が所有着の山林で多 くの有効な京を行なうため 

に前道の方法る保部これている ・ 話 笄, ・速林 用立金として 

始 /5百万クローネが, また, ﾡ夜用ﾡ立金として70〜み○百 

万クローネがそれそれ払い込まれる. 2○ﾡ制度は林業の合 

理化にとって侵れた効果をしたらしている。 ¥れは私有京改ﾡ 

2ﾡ各因子である金忌羅をほとんど解決しているからである. 

ﾡに, 乙れは小山林所有ﾡにとって非常にﾡ裂となっている. 

・山林ﾡ有ﾡに手投食を行なわせる場合にﾡﾡ力の問ﾡは、 

支孫に、有利性のMﾡとﾡしく, ﾡは*れ以上に大切である。

銀行に 素結これている 再ﾡ林用及び投浜用ﾡ立全は問ﾡの山 

林に結びっけてﾡえられるのであって, u林所有着に対して考
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えるのではない。 北し山林が売却されるならば、積立金 は 新し 

い所有省に移され. 彼のﾡ用にゆﾡねられる. 山林所有着は預 

金中の積立会の角子 セ要求てき な.い。 その利子はと。 地域○所 

月右に共通的なﾡ性ﾡあった事の喫クために 営林監ﾡ所 

がﾡ用する ・

林ﾡﾡをの大師分がこのﾡ立協約を支神している・ 20こ 

とは, 最並5»年の各年0投ﾡ用ﾡ立金却を比べてみると政ﾡ 

八規起額と赤林通合の提案親こが密年同額であったヒいう事実 

から明らかである。

. 山林課税く 5o.t なz～〜〜>

山休課税に隔する話祭求は、林末経き上, 不可欠公セ係をもち, 

また.小山林にヒって成る程度の意味をめっている。 2こぞは2 
っの率柄がﾡ要である. 第ノに、山林課税は他りいかなる産楽の 

課税よリ%くなければならない- ーカ, 課税の場合, 他産業に 

比べて林業の力が有 利 ごなければなら がいという主ﾡは少しもな 

されていない点を認ﾡしなければならない。 2はくかなりﾡ要 

であるが) 、山林課紀のﾡ用方去である。 やゝ不ﾡ切な方法で山 

妹を取り扱ろ所為着に比べ, 地城経済に対し役立つよろな方去で 

造林を行なう所有巻に対しては 税朝 は 必然的に 桁 利 でなければ な 

らない。
ノルゥェーの山 林課税の 条項では. ﾡ科税 » 場合 はﾡﾡか ら 得 

られた収入だけを課従の対象としている。これは我棵不可能な站 

令林には所得税をかけない乙とを意味する ・ この条項はまた次の 

ようなことを規定している。 林の立木蓄ﾡがすくなくなった場 

合, そのためにﾡ有ﾡが核ヶ年間立木蓄ﾡを増加させ, そして山 

林を改ﾡするために伐林ﾡを滅少させる場合には, 代ﾡ垂が西ﾡ 

増加する まで所御税はﾡ減されよろ ・ 乙れはﾡ来の生産置の地大 

2意図 しながら造林セ行なう資きに対し て研規する場合の査定そ 

誓味する。 そっ代り、 伐株されるべさ材ﾡが形炭れろ場合, 海
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ﾡな所得税はﾡらず山林所有右へﾡせられわばならない ・ しかし, 

との時の彼の現全収入はむしろ大い。課税に際しては、ﾡ茎林 

ﾡは経営支とみなれ, 課税所得の評価ﾡから校ﾡれる。

ハ山林に同する 造林方 法の改哲は 全く 買なる2っ 方込そ主に解 

決されるだろう.

a) ﾡ的な規叫, 規納, 及びﾡ理を施行する乙とによって, 

自分の山林を自由に取扱って いる よう な所有者の権利を大き 

く制限する。

b) ﾡ有林所有ﾡの大 部分が地城経 ﾡに対し最ﾡの方逃さ自分 

0uなを経きした場合の月利性を 認部する ように 涕茶件 を 加 

後すること.2の方去によると. 当ﾡの干沙は制服され,経 

きが明ら かに不 当である場合にのみ千歩される .

北欧ゐ国は後若の力法を*用している。それは 財産か、秘肩ホリ で、 

うるとき 二の 力法がﾡ ﾡそある とﾡろからそある ～ 現左の ところ、 

その成果はﾡ林方法改きの訪四となっている .

JJ山林に関す る特殊な問題

(SPecial Problems ofSmall woods)

スコットラド森林組合

ブルース ・ オーグハー ト

(Bruce Urguhart)

-49-
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大あ分の回は意林求のいずれにﾡらず、血べ的は黒村経済桜橋の 

なかに 小規模の土地料 作 港な適合とせる 2とは困ﾡのように思われ 

る. どれにれ抱らず, あ洋○R主々殺諾回は社会的, 政治的理由に 

もとさ所有着の存在を叫長してきている。 スカンジナビアク小 

山林所有者は非常によく組載化されてているので, ヘクタール当 

りの産出高は 州 為 林。 水準にまで注していろ. しかるに、 ドメッか 

よび平均 5oエーカーにおよぶ /34 百万 エー カー上の林地をめ っ 

乙 いる アメ リ カ合ﾡ国ではそめ大部かはﾡ起ﾡごある と いわれ. し 

かあﾡ汝な経営がなされて いる ・

ないのじ尽われるが、 払は 

に点林超合役ﾡ と してﾡ去

小山旅卜村月のﾡだはおとゥ く 国 

自分ゲス コ・ ト ラ ン ドで山林所お名並 

/ 4 年のあい だ 直 経験してきた 

試問題にみれよろ とﾡう ・

747年の センサ スによればス 

ゴ・ト ランドに は ^ oユ.. ○o8エー 

かーの 心 店 林 が、あり, これにっい 

て 右表 の 如く ﾡ していろ。

面減切やくエーゥ-) ﾡ有ﾡ 位数

テ ～ /5o 2, 222
/5バ ～3eo 34s
3o。 以 上 s54

小 山林所有ﾡの ﾡ素C Bocky2ccと)
戦時を別ヒすれば、 国内材のﾡ格は半せ配ﾡにﾡって余りにる 

ﾡすざたの で組資的 な林ﾡ経ぎならびに 投衣を促道 させなかった. 

しかし, 政府は央回林末を新時代へ発ﾡさせるための基本方ﾡに 

関する しボートを/ァ43 年に表した. 所有着は安足した林産茶 

を創設するために政府の公約を成極的に支ﾡしてきたし ・ また, 

ユ ノ の世大戦ﾡ代に林し林地に再造林を行なおう とする 意 

欲が芽生えてさた。林兼会ら会の支総する政府のﾡ林補助金や大 

旅店の 課税免除 は, そク結界ヒし乙ﾡ力着に長期的な投資 を促雄 

させてきた。政府の補助金より しちそらく 一層ﾡ要なのは国内生 

ﾡ材の炭坂内での使用ﾡの増大であリ ・ ス コト ラ ンドのク今日ま 

で の 坑木 消貨ﾡの ラ。%以上が国内主産材である。イユク、 ランド
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へのﾡ不杉出が要ﾡされてきておリ、 また, スコットランドの生 

産置の大部分を消貫するユっの回巻全業 c 炭坂と鉄 ) の石想は 

太材ﾡ受に大きな不ﾡ定性をひきおこしている。 同#に, 林株会 

員会 か、ウッ ペイ した多くの山林を間炭する ことによって起こる産 

出誉の若実な 増加 は 縮少 する市場 み えられる 自分ﾡの利益を仏め 

はし ないか と 考える 多く か所 若 者 達 を 心配 させて いる。

小山 林 所有 若 の 忍 味 C wx 2zodどwし Cnd- zc )

スコッット ランドの払有林の大部かは世彼釣な所有地C ax....し
今dな在) の型にﾡし、その所有地には- 茶に信地ﾡ場 くなan伝L 
子mx )が含まれている。ﾡ税のために, しはしは所有地をﾡ却 

し、 その総県. よりハさな所有単位に導いてさている. ﾡ場ﾡ入 

着は自分を小山林所有右ヒみなしている。 すなわち 、 その小林地 

は通常, 保護 樹 布地 く 4A&2なz 4ど) か, 氏はﾡ放な皮場として 

経営され乙さているﾡ令林かである。 また, 地主く ctt oxn) 
は 自分自身 ご ョリ 大きな面積生新作 し、しかもﾡくにある休対の 

信地桜場を完却するﾡ句がある。 大さなべﾡ地はしばしば林素会 

試合へ完りﾡされ、 そ して 林地へ父通がﾡ侵になればなるほと 

またウ・ッベイ度が高まば高まる ほどﾡ有着によっ こ保有される 

のである ・ そんな設で, ﾡ面ﾡが/50エー カー以下O小林ﾡ有 

ﾡは主受な3っのカテエリーに分けられる。すなわち、 自作表c 
◇xx- - ・c<ンイとン )の殺業右, 地主C ズンcuし ゝ及び林地の 

保譚と英観く ﾡ致林 ヒ呼ぶ) のために 植救を 行な ったその他の山 

林所有せ帯 く 4o〜.c4っピ ム山ム wwoム )である。

最後のカテゴリーには会社, 病院, 学校といったﾡ干の法くが 

合まれている. 若 千 の 例外 を 除け は“, スコットランドの せ製 ﾡ & 

表茶省は林業には不向きなのてある。山林の存在が特に血要な越 

ﾡを«っヒ2ろる除けば, ※業着は利用でさるすべての土地を度 

素のために使用する 方が得ﾡで あると思い こんご いる. それは次 

のようないくつかの理由よっている。 すなわち 、遇去における

森林法の欠ロ, 浜本の不足, および山地放牧促ﾡのためのﾡﾡ補 

助金 で ある。他方, 小山ﾡをいった地主はﾡ約的にﾡ料を営んさ 

いるが, 通ﾡ、 製業は芝れほど専業化されていない○が実点るあ 

る。彼はしばしば土地害理着或は林米枝士のﾡをうけ. さら 

に とれがおﾡにﾡ用 された場合の有ﾡ性を捉識している。自作ﾡ 

装ﾡが金ﾡ生着にﾡりﾡける ならば, 2っのタイ プ。 ・林所為 

者は明らかに /っoメイ フ・に合同させることができる ように受わ 

れる が, 現在の と2ろ地主がﾡもﾡ要はカテ ゴリーを形成してい 

る・致妹が木材の保続生産に不盗当であるとしてる, 生産的て 

交ﾡ至便な林地ではしばしば後京材を生産している. 長新のセン 

サスは / 団地が /～5エーカーからなる林地は 38+ エーカさ、 

②の大部分はﾡ致おである と定した. 風致林の時系はﾡ有着は 

スコットランドの己有ﾡで, それは単-財産としての林地にして 

は 小 さ す さる が,L歩し た本ﾡのをぼぁ付名 たてていみ・

小株 地 o 造 林 c ・2o.cc.2b.c % -4ばC 2にっdどan& )

ﾡい不ﾡ助な形をした林地はﾡを回すのに食用がかさみ, 風の 

影響ははげし いけれどる ・ ﾡ林ﾡﾡはﾡ有の大小に均らずほゞほ 

じてある。小 林地 に非常に 高度の注林方 法○あろ ことを私は知っ 

ている。 とれは大山林に対して余りにも危除とﾡわれる進み表ﾡ 

を人ﾡ有着が展させてさていることぞある。 き伐ぶﾡ栽につい 

乙予ﾡでき ない欠点をさけるためには全伐作ﾡく ◇っ 

◇みな, ) が小山林にﾡにﾡし乙いる。収復ﾡを長期にわたっ乙 

均等に増へセ、かっ 風致 を係持できるけれども, スュットラン 

ドる これを逢成する ためにはかなリ 高い核能ヒ有利な 立地系件と ・ ・ *
が要さある。 5ガいし /。 エーカ ーの林地にﾡを回す場合の工 

ーカー 当 り貴用は/e。 工- カー0場今のそれの3 倍以 上であるか 

ら、 その林地は非常に生産的で, しかる最初の支出額をえる条 

約庭でなければならない。
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信理とマーケッティ ンァく 72a2c3?uを ac カレ/々レジ>

マーケッティ ングとﾡ理についてみろ と卜山林はﾡ自された哲 

理着 をﾡ用てさる大 山がの場合に 比ﾡして不利である。 スコット 

ラ ンドそﾡ大のﾡ地を経老する場合でえ大学出り林療校ﾡ倉ね 

後用するのは給で、 むしろ士地番理治と主仕ﾡ師とにな存してい 

る. ほとんごの回は林業校構士と京め組合とを設けてきている。 

スュ ッ トラ ンド乙はある 土地ﾡ有着ゲループが /7ノパ 年に林ﾡ協 

月組合 c cケ- a/っズめと- cん )を結成し、戦後の共回林ﾡの道 

展と廃き一にして ほとんど 急速. は ﾡ震 をとげ. /ラ5年にはスコ 

・ット ランドの 新 し い 森 林 組 合 C そっインん 2wcdじan Cu 乙- 

coな。 )に合併した。したがって, 小山林所有 *は保茂生艦セ 

始めるのに吐ﾡは助きを専門家から仰げるようになっておリ, ま 

た, 林業会員会 く ダutす Cemwt。 ), 本林合運合会 (そr. 
cwnc24 Seeaっ～), 王立スユットランド山林会く Peyxじ 場- 

なん c4なす c) は生ﾡ する 林木の経有的有利性をﾡ有 

若に-層ﾡく認歳せるのに役立っzいる。

労働C そっイッと)

大部かの小林地では, そこるめﾡとされる すベ 乙の仕ﾡを行な 

うために住込みの早門ﾡﾡ者 を経う のは経ﾡ的に不可徒である。 

不均等な令級と季節作業の労働•荒要の最大2は林木の保育/取種 

の場合 に 請負人ある いは日昼労ﾡ着を虐わなければならない こと 

になる。 出末高給を支払えるようなヤず払い, 納作リ、 植付と収 

ﾡﾡの作集は前ﾡ人制がﾡしているけれごる 、 -団地で専門の林 

兼請ﾡくをﾡうには仕』ﾡの不足することがすく なくない。最i 
/。 ヵ年問に, 林ﾡ協同組合 ( Cr - eatve ﾡ+&.か Mcic- ) 
は姿走的な作業計面をたてるために生差着の常衛ﾡ要の調整目的 

にかなっ たいくつかのﾡ物請ﾡ会社を設立した。二ﾡ一ﾡには, 

製業物働為 は 山社. 車の大部分をや り とげらるよう には込ま れ z 
いる. ﾡ若が最ﾡお乙なった研究 (未公刑) は混合式数場る5人

ス-日

月 豊地 山 妹 どの地 計

/ /ク/ 3 2s 45

2 /。 タ 37 2s /65
3 -22 s

フ/ ピ ノ?

5 54 s. *""*"****i#* 1 so* * ャャ*** **報 45
72 s& 55 /4s

7 3 ? 3 45

& /2? 23 23 ? s
? 82 2 3 / ァ2

/ 2 222 ク ク 222

/ / パ52 / /25
/2 。..__ . 2s 3o /45

"42 343 27e 2./22

の桜奈方働者と /人の 土地所月着とがﾡ作ﾡ地24。エー カーと 

/?8 エ ーカーのﾡ地とにある不可欠な仕ﾡつ全部をさりとげたと 

いうここち ◇べている . 平均労 風 日数の配分は次表の とお リさあ

「そのセ」の項はﾡの 働配会一覧表 ・ヘ-時ゝ

ような 祝野 指吾小ﾡ物の 

防をさめた所有地全般 

のﾡ理を味している . 

/753 年の長風ために 

令級記留はネ に な っ 

た. また林地っ?9力以 

上 は 承だめ めるいは 'o 
年生以下の"分◇ビちら 

かごあった。 それゅえ, 

ﾡ用材以外のホはゐ石 

人が伐出し. 費ﾡ労物着 

は 他 付 に平さした. 蛛 内 

の仕ﾡはﾡ開加を初用し 

乙行なえるよちに努登る 

る。 また, ※同林 c/ewn 
feacxt ) が一ﾡ的である

ような諾回にみられるように, 林業は土地保有経海の要な-協 

になりうるの乙ある. トラクターのよう私用ﾡおをﾡ内で使え 

るし、 家用ﾡ材,ﾡやﾡ祭材と切る勤力ﾡを準備しこいる。史 

( ◇～4& ) (ﾡ有き 野史 より小さいぬ) ,野史, 農などの 

防除には最小の面ﾡでる 一般に定飼やなトロールがﾡﾡたあり, 

また, 夏に行なう 幼合法球地の 下 刈は不 定住 の第ﾡ人よりな使込 

み 労物 着にﾡせた力がヨり望ましい. したがって、ﾡﾡ人がたと 

え事挙労ﾡ着でなく てる大都かのﾡ地は す< なく と% /くの住込 

み ﾡ物為 をめ要とする 。
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マーケッティ ング く 722化となす )

マ ーヶ., ティ ングは しばしば小山林所有着 とって最大の問ﾡ 

そある. 彼 は木財需要の にﾡをもっていないし, また, 大 

ﾡ○ﾡ売力をほとんどもっていない。 木材兼右は少ﾡの木材販引 

さのために所吸人ﾡ* 終械を好んで 物かころとし#いし, また, 

/753年○iのよ う な公舌セ こ う むる場合には交通不便な小林地 

は、お木の販をがで きないった。

ワ . トソン報も ﾡで提 さ 乙いる回内生産材に岡すろ え通市 
場(強力は生産着超合の誤立) 2調ﾡすろために, /7テの年には 

政府の内部表ﾡ合が設けられた。 芝のも緊, スコットランドを 

は/75テ7年にスコ〜 ト ラ ンド森林組会 ・ とe& 25っd2an. &un-
x 4。cな。 )が発足した。 この団体はﾡ足してﾡもない 

ゲ, 松有林の吸売可能総ﾡﾡにする調をを既に将なっ こいろ。 

ﾡ等○木材を市場へ出す場合, こo調査をﾡじて ヨり 小さ い山#

に役立つような販沈ﾡを歯立する2とがるきるであろう。 u林 

ﾡ有省がある独の送ﾡ命な音理 c 「冬営」をﾡﾡ) を行なうたy 
に林素せ同祖合の救ﾡ烈を々ってちくところでは, そこさのマー 

ケー ティ ングは発及し zいる 2 とを2の通合。 経映が物話っ てい 

る. 「経ﾡ」は木材の供総ﾡを調整し, 国内生産物の水4を向 

上させるためにﾡﾡ労物着を殺ﾡ し, 原引さに際してﾡ仕力る木 

材盛を給するというﾡ愛は役割をあっそいる。 /夕45年にはこ 

ク担合は山林を全く経宅していかったが, それから /3 年をす 

デた/758年までには山林32.750エーカー, その経営ﾡ//夕人 

支権するようにはった. こ○紙営為の 7s%は 2s。 ェ- クーム下 

の, 全部 が so。 エーカー以下のそれごれ山林所有若ごある。 林 

のﾡ理がある地域の所有地グループにおよぶところ そは, 個 別 所 

有着は込の大部分のﾡ盗をうけたが, かゝ るゅ同化は労をﾡしま 

ずしから巻実ヒ行なわれなければな ら なかっ た。初めのうちは協 

同 ﾡﾡ化の 理為的方法ヒ対する 及だは ほとんと、みられなかっ た。

-S7- 
ある所有地での成功、 ﾡにマ ーケッ ティ ンクそのとれは自べえ生 

的に 形成これ たケルー に新次加入する人達ク関べを高めろお采 

となった. あらゆる場合, 相対的に大きい山林c3ooエーカーム 

上) は1愛な中r 釣食切 を果した。 たとえば,イースト・ ロースィ 

ァ>く eat な。がん.2ot ) o/ 所有地 と パース c Potk) 州の%う/ 

っの有地は とるに soe エーカー以上の山林を権し, さこでは林 

業諾ﾡくを配置すろことが可ﾡだった. そク結果、 との請弘人に 

よろ営理は半径 5o マイル以内にある多くの卜山林に広める こと 

がこまる。 しか4, とこ乙っ木材にっいこ2e〜32%以上のﾡ潤 

をその山林所有巻に与えろ ようになった.小さなﾡ王所有地 ( 

君註： 大さな所有地に地理的に並ﾡし, との管理. マーケ、ソ ティ 

ン プ年の支配や影響をうけて いる 比較的小 さな 所有地)に対し首 

負人 として遮能する 大ﾡ為地は歳同超合が行なうよリる-層効費 

的な林ﾡへﾡく ように思われるとハイリー ( Hi&e+ )はのべてい 

る。 氏ハこのﾡ論に. ﾡいなくサウス・テホン< xtん 8w) 
編同組合の天敗と 少azらな ル” メ.炭功とにもとづいそ 

いる. スコ・トランドのあ同担合割度は大きはﾡ有地が主ﾡをな 

している場合とほゞ同じよ うな方向にうまく ふしこき こおり、 

との制度は他のビんな命足的起意く 心血Nを 3な )が行ない 

えた よ も 一層るﾡなﾡ及を示してさている-

私有林に関する特殊な経ﾡと,個別山林所有もの仕ﾡ加入制の組 

総を 取り扱ろ こは妥は* 能と努力 とそる ち合せた林ﾡ官を未成してき 

た大学は 小 u林○特殊な叫ﾡを所明す るためク至雑な道をすゝ みォう 

ろ "で力る-

跳に主裂な5っ の地域に起繊化さた林業 ﾡ同細さの基本ﾡな兼 

高を引さっざ. マーケッ ティ ングを助長し、生産右に代 っ乙広なく新 

し い事茶をヒり入れて新発足したスコ ッ ト ランド、裏 林組合 く s.wo. 
A) はスカンジナ ビァoﾡ合と同じようこ小山林忍巻に役っ 組城 と. 

して発及しうるにちがいない 。
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スコツトランドの私有林

(Private Forestry ITT Scotland

スコットランド森林組合

ﾡ合玉 ジェ ー ・ マクスウエーレーマンクドナールド

(J.「1axwell-r1acdoxald)



-C1-
スコ・トランドは北55度ヒ57及の間にある。 ﾡ司ﾡ海ﾡは 

考えの防響をっ よ くっ サ ・ ﾡ和な塩洋准 候 となっている- 中部と 

東部は ヨリ 激しい 大陰性咏 候 で ある。解ﾡﾡはﾡ部の山問地ﾡで 

/ooインナムス上, ﾡﾡ部地方で2。インチ以下である。 スコ・ットラ 

ードで最ﾡo山aベン・ ネビス く Ben 2w.4 ゝで, との高さは 4o0o 
フィ ート以上であるが、ﾡ林地のすべては/020フィート下であ 

ろ. ﾡは置かれ早かれ一定飼町時り, 通常 強い風が吹さわたって 

いろ 。山林はﾡ耕に不向きと思われる土地にﾡ定すべさこあス とい 

ういﾡﾡ が非 完に苦から 存諾 しこいる これえ, よい土地 に或 

&し乙いる林は非常にすくない"が実ﾡる, かっ一糸にはこ土 

地は広業樹よリゐ 合柔樹に-層あして いる.

な Heu.メvv花=(273 正立方フィートぶは○のうタ?ポ

面 ﾡ

(/e。 エー カー)

見 ﾡ り "。"万 た. 开>

ﾡ 積 5長型 年找量

有な .22 448 / 7 /
州 -■ 杯 Q.4 74 — s.2$

スコ トラ ンドのﾡ有林は司内経済においてﾡ表な地位をとめて 

いないのに対し、 スカンジナビYxとヨーロ・パの若千の国ではﾡ表 

ロ 比位を保っ ているが. とれにるﾡらす, イギリス 注に歴する 他 

の大部かり地域における より1はろかに高いﾡ受性をむ っこいるこ 

とを上表に示しこいる ・
スコ・トランドつ私有林は地力庁、病院,公共団体, 海企業. 氏 

尚人, ある いは 不動 産 会社 が' 所有 している .林地だけを所ﾡするﾡ 

ヘ口統るセス. 才なわち, 休地ははとんゞ常に所有地の-部を形成 

し その残りはﾡﾡかある いはスボーツに. あるいはその両方に利 

用されているかである、

忠まれない自総ﾡ件のためにノっ在ﾡﾡﾡスコット ・パィンく 

Pn. sPc&eか. ) が生ﾡしているだけである。 この樹ﾡは降雨 

彼の多いところこはﾡたない。したがって、主要女森林地域次国土
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の北部とﾡ都とに成立しているのは当べの総果である。 次の地力に 

最大の 松有みが 妹中している- すはわち, 大さは海岸なのあるイン 

ヴ 7ネス ( 0enex) とモーレイ ( o ) 州クスペイ諾谷ゃま 

た立次なﾡ林のあるアバーデン く &よecx ) 州 の デー くみ.) とドー 

ン く 今w) 地力で ・ そこにはヒー スの生えた大品ﾡのゆﾡﾡ席地が 

みられる-

ヨーロッパ・ カラマ ・ッ cメaz ccン)はほとんど2の国特有 

の営雄ヒなされるほど非常に長いあいだﾡ成されている。 2の脚 

確を尊入したバィオニアはアソール公勝 (Ma &んcx p at%s& ) 
て, 公ﾡに中都高地 c CnL ルんムヶム) やテ-4( のみ )流域及 

びとの支ﾡ滅に広く植裁した。 ノールウェイ ・ ス。ルース c Pccx 
ゝは同様にづっと昔から株用されてきたものさ, 国○有部に 

広く との道地をえ、バー7 リュー ヒ公ﾡとロ クスボーフ公書 (x. 
&u&cc 4 Pxcc&ccん- &x &ex&,ん う が送 2になく植栽を行なっ 

た・ウェスト・パースく 2〜4* )州とアーキル( &2ン ) る 

レ ドアルベエイン伯路 c ぞん〜 e チ ae-aムeancc ) が地救を 

行なっ て好成救を おさめてい る保課樹常造林 ( xAcとtん--&cとt pムn 
花 く 樹 俺 は cc Px とョーロッパ・ カラマツ)のあることを 

指してお2う .

さらに, 適友の ﾡﾡ求 ﾡを好む Rcんと Co3xt の 利用

状難にとも なっ乙林ﾡの主受は中にはﾡからﾡ方へ宏わっ て きたの 

が長流の術易である . 2の権移いら 生ずる 主は問ﾡは林ﾡをﾡ会が 

処理してきた. それは2っのせ界大戦の時代を含め長期にわたって 

行なわ れた微級ﾡ政求 ヒ-致したけれこも、 名有地に 大ﾡ求な抜大 

造林を可能にしなかった。 そにしてあ、 デュームフリーズ c&..- 
だ.と← ) 州におけるムー アバー ンヘ〜 ドC 22～24ん.3ユ ) oバー 

フリューヒ公許 c 8...cc&c& )所有地のﾡ駆的努かゃ, インバーネ 

ス C <4-and4 ) における クルーア ー c Coc ) のジョージ・ 

スターーリング・マッフスッエルC 9coa. aズ2z ス2。xw.44 ) 4 
の貴ﾡな業ﾡ並びにクラーレエ ( Co.. ゝのジョニジ. キャスベェ

-G3一

-ル C 3-e一 Ccw4eどと) 卿 お、 よび、グ リン ローナン く 4とn4ona。 ) ・ 

の故マックドナールドく 72co～ど) 氏がアーギル で 行

なったシィカア C "幺2>•スフ。ルース ﾡれた林 と を見し乙 

はならない。

かくして,北あと求部をﾡﾡすると、 そこにはスコ.ティンェ・

ハ・イン( ag-た2ん > とョーロパ・カラマッ が侵 おしている

私有林があり、 しかあよく整備された製材、製ﾡ産ﾡが存をしてい 

る- また, 南部と西部ではﾡ専入された Azaル Cct .c 
が主と して有林にとのﾡ地をえている。

/ユ年ものあいだ今なお存ﾡしている Seccaなo契 ﾡ < 4c&とo) 
(訳為註： 歴史的に みろ と /ﾡのﾡ木勤と条せられるが、内窓的

には注林ﾡﾡ。 一 組紙 である と思われる) はスコット ランドの山林 

改善 の ために 大きな 武 お を はたし・こき てい る. との制庭のゐビては

山林ﾡ有若は林茨会反会と法定協約を結び、認められた計画たもと 

プいて自分の山林を盗きする2ヒになる・ そのべリ、 林 . 再. 造林 

寄理さの営用に対 し神ﾡ金をう ける。行き届いた 山林 の 管 理 を 行

なうことはこの契約の/条件であるが、 今まで乙れを強く 主張して

2なかった。 芝の契約は所有若にとってﾡ制的な性ﾡをもっていな 

いという点て仕こ加入制である。 芝れヒにも拘らす,ﾡﾡ 的は人注は 

八契約に加入し、 との結果、国内のいたろこころさ「山林 の亲济 

層 行能力 < 2んec2とシtな)- についての秀え方を育成させこ

・る点が注目にい する。多くの所有着はとの森ﾡが自分達と国の

双力に とっ そ価値あるあの であるとい つ ことを認めめている・ 

前述以ス外の4○で山林所有着に極めてﾡﾡなのは彼等の生産物の

た めに合理的な価格で取引きでさる安 定市場が 存左する こYである. 

株業 は市場内部の変化にﾡじて ある 生主走物か ら他の生産物にたやす 

く転ﾡでさない長期○産集である。/737以方の木材市場は非常 

z改巻さ れて いるクに, そ ◇状ﾡが 数 足的に雑ﾡされ z きたとは誰 

がいえなかった. 木材ﾡ入電は国内ﾡ要ﾡの oス以下にる為らず、

不安定な 木ﾡ輸入は 大な 程をひ きおこしてきているようにﾡわ



るし、回内2針 築樹材市場は 非常に大きな輸入ﾡ易に左右されて

い る ・

しかし なが、 ら, 木材ﾡﾡに関する長期予ﾡは. ﾡ*、明るくなる 

微4が変える。材質 が、一般に申分のぜ いもの ご ある限り、国営後第 

は回内材の愛用を一層強く望んでいる。 スコントランドの炭ﾡはと 

の木お終ﾡ姿量の約?5%を回内材でまかなっている. 石炭採場の 

場合の木*のﾡﾡは残なはがら次のようはﾡ向が現われて さこいる. 

すなわち、 不経ﾡ的な坂木の使用量の減少がみられ,細鉄製品対コ 

ンクリートの如き代き跡が便用されてさている。 亜輸会ﾡ会はもは 

々木製2 鉄池ﾡ ﾡ を作 らない2とを来めているが, 果して20決起 

が本当に矢行されうるであろうか? ﾡ木はスコッ トラ ンド産のる 

○をすべ乙株用し乙きており、 このﾡ向はコンクリートﾡ枕木の使 

用増大にも為らす今後 /○年はっづくようにﾡわれる。

アテン( 4nnxn ) とイ ンバーネス C 0nwcomcxx ) とにハ。一+フル・ 

ホードエ場が、ビーバ ープール c ひ二e/oと) ○角端付にゲラン 

ド・パルプエ場があり. しかる面都高地にかなり大きせ規ﾡのサル 

フェイト・パルプ エ場の 設立の可 能件 があるので、早ﾡ高成 振樹 

の増加面ﾡからの生産量に対する予測は期待がるてる ようにﾡわれ 

る。また, 山林所有ﾡは木材販売協同組合く xw noんcなみ～- 

Ce-efaな。 ) の抜たを歓しz いる。2o 堀合 は回内材を便用 

し て若千の新し い自勤症ﾡﾡと補助ﾡ路にﾡをめぐらすためのﾡ石 

を行はろ場合, ﾡに侵れたは事を行はってきている。

注目 すべ さ発及は既に諭及したﾡ化と起号に沿 って製林産ﾡにお 

乙っていろ ・ 西部のスフルースの生産量の増大にヒる ない、製材し, 

乾燥した挽き材,すなわち小角ﾡヒﾡの犬湿生産に対する新しい 

画 が にて ら 九始めて いろ’。 ァーギル (のッ&と>i'のス トラチュェカー 

Vか丄ん ) 乙スェーデ ン方式に したがっ て CoaL-2 製材 

工場を創設したァール・ フィンレク ・ ウィルッン cR. Fムチ 2ど-
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) aと林茶会日会とのた記的切力に対し絶大なる数鮮が払われ 

はければならない。 20工場はシィテカァく ・t&.) ・スァルース 

の小丸太材を製材し . 先し乙向品化していろ. 2のスフ。ルース0 
特長2 / つは呼均し乙高いﾡ高のとのが生産さよれるので材は通面で 

あ る 。

Aーンロ・ ファーグソン< 72-c～22e Soccde )白はロス < &ot) 

州のo白。 ノーバー く ス。～c& ゝ 師有地てドイツのリンク社製のﾡﾡ松 

( ② ダと2ma?z ' だ& ・ メペwu. - aw- w ) を前述と同じ方式でﾡ 

用してﾡ奈している。 完定帰したスエーデンのソーダーハーム社製ﾡ 

ﾡ場 く ccxん- メamnc- <x- mu4) を様用してインバー ネスく 

ン )州のフォート・ウィリィァム< と シて么“ )月泣に 

［場を運設中であり、 また既に新設れた製材工場は非盗ﾡ的にし 

こ不ﾡ容な九ﾡから布ﾡに硬ってきている。 との結ﾡとしてお2る 

ホ材産業へ o 新 投ﾡ にとるなって, 山お所有 若っ林木収ﾡとﾡ工に 

対し C所有着の関だが高まるのはﾡ全な林兼発展つ現われ乙來る .

出方位は-成に宅われている 就奈ﾡの影番を うけつつあるよ 

うに思われる. 山な管理のための 限れ た設備をゐ っている比ﾡ的大

なLは所有地にあ る 小、山ﾡの団地は林ﾡ校ﾡ者やﾡ理人が音理し、 

と○大部分が大ﾡ相地区か。中に入って しまうのでっかに有ﾡ こな 

っそいる ・ ﾡ命小さな所有地は有利は請ﾡ柱事に向けられるよう 

になって おり、有理若の 能力 を補うために林未技ﾡ士をえっ こ とが

くなくない。主・ 間城 本 そ含めた立木ﾡリ ○行が特に北部に残 

こいこ。 しか! . 白かめ林内の木材を直路仰あるいは製材工場, 

との他の利用ﾡﾡしの いずれかぞ売る所有巻が道加 してきこおり、 

小 径ネはパル・エ場、パーチクル・ボードエ場, あるいは鉱u c 
名の場合は一ﾡに出 張所 本由ゝ へ仕向けている。

新発足した森林組合に ついて多くのべることは時期尚早の感があ



る. 本とふれたすべての方面, ﾡに正ﾡはﾡ計書料の4備と使用 

そきる木材の帝総子測、とリわけ . 2o 組合ﾡの林差物 販売に 関バ 

のある 乙とを主ﾡするのは至当るぁる.

一 G7-

テンマ- における小規候 

株業振上の請方策

H ン □レン ト
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他0多く0諾回ヒ同ボに, デンマークにおいてあ多数の小規ﾡ林 

業が存左しそいる. とれらは女々の理由によって,朴事政ﾡ上ﾡ隊 

な問ﾡを授げかけているのである。

I. 小規模林素の意義,統計及び沿車

デンマークにおいては s。 &a 以下の独立。 森林ﾡ産をも って, 

一般に「小規域ひ林」 と云われている. とれらはう立して存をし 

ている ことる あるが, ヨリ 大きい 森林の一部分 を占めて いる場合 

もある.

順 近 の c/752年 及び/7 52 年) センサスによれば、 次○ような 

ークが示されている。

・ な

公共有お /3 &, 2。8 32
団体有本 25. 445 4

人有林 2フ3. 72o 42
○～4? ん々 /e2. 7 57 23
ク～ /フ/. ノダ/ 3 ラ

計 437.593 /22

かく て デンマ ーフの総森林命積の約 /4 が小規株なにな っ てい

る . それらの平均堤様は 3./4〜である.

時に国ﾡなﾡ題を投 げか け て い ろ独立団地"営)ccxな-ん34-J& 
w-oっ ) は小名有ﾡ全面ﾡっや /ラ %をとめ ・ 所有 者/人当り 項

均 s.4 gd , / 2 団地になる。 x/団地当り面ﾡは 2-44ユz で

あ る ・

(訳は) 内容は以な的に不明であるが役段の認明からみて, わ 

が国の小払有林に一帳的なよう に、所有地が まこまらず 

ぷ立して分敵している森林を指しているようで, 森林自 

身がﾡ地芝め他の中にﾡ地のざとく 散在しz (る 2 とを 

云っ乙いるのではないようにみられる。



小名有旅み施茶方法別ﾡﾡはぼﾡ承のノ てあな。

ﾡ%

の 高林(林地,広葉務材早道林) 45
○) 高林(泉呼造林地,業書は) 5o
(3) 低林 (林地,広ﾡ樹林) ・ s

(/)及び(3)はその大部分が/78/年4月ユ/ 日公布のﾡ山村地 

城 の 土地 利用 配分 規則 c そ後c C9ムxce 子 今4ん.な。 だ- 

ひな。ァン ムレ ),及が /8ex 年7月25日公布の森林 規則 c
ot 9イ2ua,c。 )によって動定されためてある- 後巻加ち

本林規則の公布によって、取る をな林分 ( 4m&t2な4 ) は ネ 

ス株地として確定された。 2えにスして, 残余, 即ち比装的疎明 

している林分は、放牧篠を角持し乙いる槽人の完全な自由岐置地

. ヒさんた。

林地と しZ保持する こヒを装務づけられている と ころでは汝々 

が桀止された。 こして2れが永久杯地のﾡに常に役ユ立った。

しかしながら、乙2の利用記分は蘇林所有者"汝ﾡﾡ所持着に対 

して行なわれたのみな らず共有奈林に対 して る動ﾡされた。 & , 

各所有倉は&分の結果.小団地の森林を所有する2とになるか, 

又は登細林地のﾡ当をうけろﾡ果と なった。

(2) は最述/○0力年間に植林されたﾡ林地び, ¥の大部今はユ 

ットランド 2utとゅ にあり , デンマーワ原野場会 " 今euk 
Hszと& んcな )の援町によりでさたもめさある。

I.小規模林の諸問題 、
(い 規模 ..

ﾡ林が小現様乙あろ2Yは, 林業にとっては有利ではない.

その理由の一つは,若し 風日 光に暴区す る2とによ?乙ろけ 

多危険が避けら九る 必 療从 ある時に は,林木は+今成爆し乙か 

リ, 土のために又林令はﾡ当なながリをもつﾡがあるからで
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ある . これにはﾡ林作 c パaeぞジcと チ cxパi? ) が役立 っ. 

乙の作業は多くの国々においてなく月いられるがデンマークも 

同様に以前から一扱に行なわれている。

ﾡ二の理由はﾡし 型年収後。 厳 正保統 を 望春 なら ば、ﾡば期 

が長くなるりる、長期計型 t 大 面ﾡ とど要となることにある. 

こ○ﾡ 駐 択ど 作業々ﾡ 本作 表 を株 用することによりある理 

度まで避けられろる,

帝三の理由は旅茶はビちらかと 云えばﾡ放な土地測用である 

cすなわち、倒 えは•施犯は建 か の 効果しかない)・ それ故どん 

なに面ﾡがかさく とが共通ﾡの夫払がﾡヒなる- たとえそね 

が、 例えば林ﾡ表該ごみろうとﾡいは本来的 くん) な凌林 さ 

あろう と, 又べ出x は阪売に関する 貴用であろう と。

さらに小規ﾡ林の所有者は、財の取板数量がﾡくないっで, 

ﾡ入に当っては く 例 え ば 街 木>も安にならない し, 販売に当っ 

ては (例え裂材用尿ホ材) 銀客を引きっ ける乙とがﾡ置にな 

る. 共通官中こくに専門本業求着者の単ﾡﾡ偏には大面ﾡをめ 

愛とする.

(2) 保守性

デンマ ーク において は 小、規求林の所有着及が往着は大 部分 

製段である. 彼輝はするに救茶を正代するためにかなり◇投 

ﾡを行なって さている. しかし はがら、 ﾡ林に関し 乙は彼きは 

柱々にして保守的さあリスﾡ膚的であある. 中Kは 「林ネﾡ年 

着」" つ。。--3&.ス&tん ・ あいることはﾡ実であるず、 シくの 

くは林木を凶作の年以外にはﾡれるべからざる予備財ﾡとして 

考*ている. そのろ丸林木 は 非常に荘厳なるのであり, そレて 

rこの木は私のﾡたが植とたも ◇ だ」と思っている。 乙ういっ 

た建度は 主た共同植救々 共同逐老 を行なわ しめる 坊げと なっそ 

い る。何故 ならば, 個々の 所有ﾡ はあち2 ちに ﾡ在する さ く小 ・ 、• • ・4・\
団地の森林をな株のため に所為 するみとにを妥どを痛ﾡし乙 い 

ろからである。その結果, 小 規ﾡ林は意家の 牛からﾡれる 2と
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は淡多にないのてある ・

3) ﾡ 署

ﾡ父たる促全主為や伝統主表とはﾡに、小規ﾡ林のﾡ有省は 

森林っ正しい取扱方法対ﾡ用寸れるべき技ﾡに聞して ﾡ習であ 

る場合が多い.同じことが, 木材の 最も 看利 は仕ﾡ去対ﾡ通ﾡ 

備についてあ云える.

(a) 労物力の夕そ

昔はﾡ民はﾡﾡ期労働を核の林野に有利にﾡ用する 乙とがで 

さた。 しかじながら受左では, テンマーフの救村にみいてはﾡ 

満力は締少である。 製長述ク ﾡ受によれげﾡ作業は森林作ﾡよ 

りも侵先するい、 寂坪の要務作祭は段ﾡ期と感合する場合が多 

い。 さら上用いられている労ﾡ7は専門化されていないばか リ 

でなく, 一般には能辛のよくないんのでれある。

(5) 孤立団地

非常にﾡ雅は即ﾡが全くの立は分に 拠起 3れている。何故 

なら出、 所有右産はそ立している非ﾡに小さい林地を, 逆林の 

困難性や風や日光にさらされている場合, 隣城林地に 百 える 災 

害などを馬役して施業をする傾向があるからである。 さらに林 

造 敷設 計画 奉 に っいては歳見が一致する こ とが困ﾡで ある-か 

くて, 乙のような\立林地がたとえを約数百んにﾡしていよ 

う こ% ・ 所有着産はそれからﾡ益を骨る 2とがでさなく なるの 

そある。

ﾡﾡ竜的あげた上述の困ﾡ性の中には小規模林業に方ける赤 

林施業 に 関する 多く 力点, 例えは受新作ﾡ(とくに下 刈) 間 伐 , 

株知く«。あみ) 及ず販売なビが残されている. 小規模林於生難 

に関するﾡ計ﾡ料はないが, しかしデンマーフ 全体に 比べ ればﾡ 

少てある乙とはﾡいるないし, x 小規株 体0生産物のうち極く小 

8かレか一 ﾡの ﾡ通過程の 中z入っていな いャ 2次大 教以来森 

林生ﾡ物の ﾡ用は 総料 他の 自ﾡ用品ゐとる に非常に減少した。
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そして木材価格差は上昇したので自渝用林産物の消貲は重要性を 

失いっ1 ある。 2の4句を促進する のにまた型線キ数の発産が 

あ る ・
一っのﾡﾡ愛回、 それは=. 三の回々において非ﾡにﾡ要なく 

株のゝ間通となっている林内放氷は, 現下クデンマークにない 

2は会く宣裂性をゐっていない。何数ならば, それては集ﾡな富 

産ﾡﾡ。caz&. ん...ふみ) を支えることができないからとある。

I 私有林に対する 政府 の 諸規制」

府が行なう林宗のぬ規制は発んとゲー般的なむの, 即ち林兼 
全桜に関するルっかﾡ い ッなく とる&有林求全後に関する。の 

こ力るw, あぬと九はル石かるを担4する自ま ﾡﾡキ郎2 ﾡ景に 

むっているものそある.
デシマークにおいては何人ヒいえビム支令によって 、施業計画 

と はしねﾡﾡ万の契可 っりる表ﾡをせられたり、 古だもも 

っ#条率門技ﾡ告をを崎 そ添落をﾡせられた"表い は上武oよ 

モ4、 部 門 技 徜 寿 を 送 無し 2 いる協会に入する ﾡ務を課せられた 

すっ2とははい。

1) 規制の主体
な 有ﾡの政 府 ぬ 湖は、フ2 森放 ヨ 理 官 *ヌ“N 0td/uccなと 

によっ2実行されていろ. その大部分は同時に為林 c 
/x.c) の管理をも兼務してい る。 殿則として、 哲理官は公釣 

な収制は-銀に所有着査にス人-ズに受け入九られていろ ・ﾡ 

歳のﾡいﾡ有倉の組合文デンマークﾡ野や会の監ﾡの下にある

私為味つ場合は、ﾡ協の点ﾡはも干弱められる ・ 何数なら 

そのﾡ務の-部が e さたたポﾡに 役裁されて いろから さ

あ る ・
(2 ) 森ﾡの保全及ずﾡ理の方法

a) 確全な※巻に対するきべとの他の伐採ならびに施末の刺匠

ﾡ 林法 c / 335年 5月パ7日法律ﾡ/44号) によると, 大部分
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のデンマークの山 林は*続的は 京林逐砦 之掛就する ことをﾡ 

ﾡづけられていろ・ そして とﾡ4ﾡには) 「未務づけられた 

赤林ル域はﾡ定ﾡ徴の林木 —— 現左形成していろか成は合型 

的期間内に成長 して へい さ し た高林に形成できる足込みのあ 

るあ負と数盛をもはえた- 乙、経営されはければならはい.」 
この法律のﾡ則的な思ﾡっ 例 卜はよない.

本滋のﾡ/,部にわいては. c2.5 4レ 下状大ﾡ林地 

を除い 乙)後林.\ 手被 ○»年町は森林巻迎思の許可なくし 

て自泉用スはﾡﾡ用 ・エ城用ﾡ数を除く)ﾡﾡ以上の 状 孫は 
ﾡ止されていろ.

森林去ご指定されているﾡるﾡの反行為どあ った場合に 

は排な伐採及び災統計画の作成が命ぜられている. として

要ば施条にっ いて失敗が月 ば、4ロ何なるな有林でも甲点 

。 ﾡ理は所有ﾡの経ﾡﾡ担にちいてﾡ理島の手に引3 っが 

れる ・ (ﾡ/5年)

(%) 篠 林分制の 制限

ノ2○5 年の赤林規則が公布になって剛む なく , cﾡ/ ﾡ急 

ﾡ)森ﾡが非常に多くの小団地に分ﾡまれる傾向があらわ れ 

はじめた・ これに対する管処兼が考えられたが. /8/7年0 
規叫ゲ出る まそは効果があがら なかっ た. 2の規!//8/?年 
2 規則)乙 は e。 t..4.c 約s5 44) 以下の◆ﾡを ﾡ限し 

乙いる。 若干の公有林には何外がヒめられた。 との例外規 

定は現在め幼力をひっている。 しかし, 2れ以外は不幸にる 

/ge5 年の規則ﾡﾡがﾡちにﾡ用された.

行地, 世ﾡ防ﾡ及び家ﾡ守産をね 有財ﾡに報求 する2と 

を促定した /ラ/ラ浮 /○日4日付の法ﾡには次のような無 
がある.

未だ分ﾡ全にていない..林地は内間の認可が な け れば分ﾡ しては 

いけない。x ノ 団地 4ee &～x下に分 割してはいけない、と 

いった糸ﾡがあるから、3o2ん2 (な註)以上 の 寂林ﾡ産は催
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か2oス 程ﾡ し か 完却が みヒめられないことになる。 2れら
の旅林の一部に対して政府はﾡ買権を確保している .

土地かﾡ及び後理を規定した /9ユ25年4月 3 日付のﾡ律に 

おいては, 相ﾡ続しているな林を52 Az 以下の団地に分割 

する ことを茶止し 、旦 つ /o。 4z 以下 も の は 今後分割 する 

こ とﾡ止されている。

・訳き) 3o2o &a o ミ ス。リント のように見られる.

c) 森林被害 の諸原因 に 対する 警告

直林が州の補町によって行なわれるとさは . 防人家備 cpと- 

Aoた ) が税務づけられる。

法ﾡ右のき示C/夕48年) によれば,林地から /oo以内の 

ヒ2るにちいてﾡなどをﾡするとが茶止されている.

赤林法の /7 ﾡは森林ﾡ理庁の特別の許可がなければ炉 

地とし 乙利用する こ とを表務づけられ乙いる土地乙のな命の 

放攻及び飼ﾡを茶止している ・

#地及び1武保謀表。/フ53年)によれば寂旨所有倉は自己 

の+地においてﾡﾡ すること 2義務づ けている。

W小規ﾡ林業経営の訪

ch ﾡ航的及び経済 ﾡ楼

・②) 森林所有着の 組合

/872年 代 o終わUにデンマーク林茶協会 c 8..& s-- 
乂心如 c ゝはユ・ットランド内 o 小 規.模 糸林所有着の組 

令をﾡﾡするつとに尽力した。 としてﾡぬなく3る○辞司 

が本物会の特5基金の -部ﾡ助 によって 底偏 された。

これっづいて、 王費長問がﾡ震してゆくのでおる. す 

なわち/9/夕年5月 日にネﾡ術ノ/ク号が出たが、 とれはﾡ 
林ﾡが公認した小規ﾡ山所ﾡﾡ組合に補助を与える 2こた 

規定している。 この補助内きはそク最高報はﾡ限れている 

か, 専 門. 技 楣揖/ 気 の 給料及がキ当の半福が支始されている.
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/?夕7年以系動金は規ﾡに よっZ支もされ、指導 口 の 耳企 積 

立金が加算された。 寄のﾡ与会は上限はあるが総料の/2% 
で, そﾡの 4o%がより番傾される。

所 有 組合 ○公認は下記 o系 Rにより行なわれる。 所相る数 

は 25る以 ことある 乙と。 総ﾡ林面戦はノ222 4ユ. 以メ上ある 

2と。所有為 /ス当りの平均術ﾡ面ﾡは so44 を超えない 

2と. c主件ゝﾡﾡは林学士であるこヒ・

現を /s組合がありJ, 大部分つ叩に存をしている・ 全前で 

.&74人0組さﾡがわり、 32.352 4d の赤林砲にﾡし こ 

いる .ﾡちそれはデンマークにおけろ小松ﾡぶ価ﾡの約 / 

cある- 2れらは結令は強くはないが. 全回デンマー ?ﾡ合 

会をだ成している。
海合の最る主は支出はね辞ﾡ(〕つ給料々絶牛当の支払い 

そある . 州の補助金以外は組今貝のﾡ課金( ・kよはc2イ&wv) 

にょっ こ女払っているが, それは奇通所為ﾡﾡを坂礎に割当 

てられる。
指ﾡ弘の仕▼は主としてﾡ林方ゐのるとである・ 町ち, 間 

枚ネﾡ定, 愛新計通の立案, 幼令林め2保合寺てある。 しか 

しな ゲ ら指導 ﾡ産は ﾡ々 と建子やﾡ木のﾡ入文林産物の販ﾡ 

そる原扱いつ\ ある. そして, 一人の所有右が取扱ろより% 

ょリ大さい単位にまヒめたり、 より経 ﾡ的 な方法をﾡらしめ 

たりする仕野に従ﾡしている。販売の場合、指書段は普通売 

英価ﾡの5%をキ数料とし 乙ﾡ月倉から受ﾡっている ・

告干 の 組合は, 独特のﾡ設をほごこした検あ飯場く<2なe- 
○)によっ こそれ なれの 小赤林の作禁場所にﾡされる 森 

はﾡﾡ若の団体とﾡﾡしている。 株林所為巻は物ﾡにﾡして 

正常な出来高ﾡ金を支払い、ﾡっ、ﾡ理ﾡを石担するために

らに /o%○料金がﾡ徴さる。

/人塚作のあ力ﾡの便用が告及するにっれて、 あるﾡの調

整(訳ﾡ:後述の内容からみて,小本林ﾡ有着の過ﾡ化を高 

味しこいスようさあるッは 新次 容易になりっ) ある・ 何故な 

れ ば", ﾡﾡ所長量が滅少するからである・ -担当地区内の若 

干名のﾡ合ﾡのために汚勤している林業指己は 超合弘達の 

ためにさわめてたやすく、例 えば伐木作ﾡを部き する 2こが 

でさる よっになるし, xそク主産界が磁の非ﾡ合員にも 

様すろ 貝体的な手役を 提供 することにぬなる。 全公として 

所有省ﾡは彼等自身スは融の人ﾡによってえられる創益が 

*とめられるようになるにっれて、 超合の協同ﾡ神はﾡ次ﾡ 

生えて <る . と して ヒの傾 向 は 林産物の 自条消長が少がくな 

り, 林業が是及するにっれて伸属してくるクある。

A立小団地そ 所ﾡ している森よ所有治は 上。 起合 に加入 

する ことは自由であるし、 ヌ現に多くの所有着注は加入しる 

いない。彼等の多くは木だ次のようにえている。すなわち 

る々ク林 地は細合 にm入 するには余りにめ小さす ぎる と ・ * 

し乙多くのスをがきうく, 秀2次, 第 3 次所有地配分の結 

x 卜 林 地光 が非 a 合 ヨ に 所有 されてしまうことになるならば、 

上述のような合理的芝のやげとなることは随実である。 そ 

れ故ﾡ別み処理が望まれる の でみる。 後の 術2部参照。

(b) デンマーク原野協会 C 2ん 8awん- Heat occ- ) 
上記のﾡ合は大 確把 Iに ・っ 乙従来から林地であっ たるのに

ﾡしていろ。 デンマーワ マ呼協会は同ﾡに様々○所有着に対 

して指ﾡや昔及米をぷっるいるが, とか協会の 主な 比 事に 

尿野き林で、 面減の上部«平はない。

林(尿野法林) を行ふわんしとするﾡは, 証でも自由に袋 

助ちうけること が ぞきる

永久林地刊月拓ﾡす る 二めにﾡ林をする場合には. 下述の 

(c) に見られろごときも ﾡ補動が呼ら れるが、 とれによっそ 

本協会の地ヵ駐在ﾡﾡのま橘と回を受ける義ﾡがﾡ生する。 

原明あ会は半公共団体でHの 神町 が下りる。 との 補助 内冬は 

座ﾡする専門職ﾡの総料の支払いのほかに協会ﾡ営上のﾡ々
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の神助がある- 本協会の奈務の一部分はﾡ核指ボにあリ, 

本平熊が卜私相な全面ﾡの約 に及しでいる。又※席の- 

部分は「速林組合く Pムゅな2み &xxocioten 」によっ て実施 

L 乙カ リセの面積 は 上記の全面積の約 。乙 ある ・ (本ﾡ会 

○地方林帝職ﾡはﾡ合の幹ﾡでもある. しかしながら本協 

会 は 秋楽のみの機固 さはなくて、 戦業その他の業希をるや? 

ている。

デンマーク原野数会のﾡ下にある殊な団係に, 総な「ﾡ 

空 敵 ( 4 C。 )」 と云われるれのがあるが、 これは 

ﾡ様にﾡ林ﾡ桜木学の作業を上の ②)にがいて述べた余みﾡ 

合において実行し乙いろみとき出系高払によって行なってい 

る. つの団佐の管理料幸はﾡ通5。である。 過去に夫業した 

こと○あるﾡ務着の経用にっいては系件が附けられ, ※地 

ﾡ書 あのﾡ図をうけこいる。

らに尿野協会は苗畑々橋械センターを経老している .さ 

して トラクターによる対転を請るっている。

© ﾡ業に対する 融ﾡ と荷的

/ダ48年 ノノ 月4日付の規定によると 、 本規定はそれまと 

に公布され乙いた同ﾡ堤ﾡの改正されﾡたゐのであるが, ディ 

マー 7原野場会の複発下にある 芝林 に対する州補助は、に 义 

右○認可を経るﾡ有をに土地辰得額を除く投夜紙の斗部が 

常交付される。 2れらの認可は永スに森みをﾡﾡしなければ 

はら ないﾡ 野地抜 にはﾡ件がつけられろ。 認可の最小ﾡﾡは

/ o A乙 である・

永久的にﾡ林を維持しなければならない地感としてﾡ当で 

ないよっな所, 例え/。 A～以下の規ﾡのところか又は地 

形 < &a) のよくないﾡは曲木代。 5○をカバーするだ 

けの補助がみこめられる。防力風林や相複する林地の同ﾡ林 

c/所有着当り 54z 以下)る上述と同じﾡ件の 補的 に加う 

る, 失ﾡ前の低金の ラ2 く場合によってI/○○%までも)
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が公共ﾡ働右から補助される。ﾡおが貸用されﾡでは所有 

若は使用料の全額か支払わなければなら ない。

上述。 禁の すべてはデンマ ーク 原野協会が慶林ﾡと-毎 

分 は 公共労働窗の彼用潮 城 を得て行なって いる。

土地改良さ 問ﾡに関して起定している いろい ろな法ﾡ(ハ7 
"“年をの他) の施行によって, ﾡ林兼何れにかかわらずヌ面 

派の制限も なく政良や明ﾡに対する州のﾡﾡ»補動をろ ける 

ことが可能となっている。融杳は 一求にﾡ初3ヵ年間はﾡ語 

が自由るあり、 芝のﾡ/e 力年町に償置する装務が石わされ 

こいる。補町金は経ﾡの4 から3までの閉きがある-失 

ボ着の虐ﾡをﾡ件づけら れる場合も ある.

) 組税のな減

における土地浜産の課桜にﾡして規定した (/ラ22年) 

法律によ 九 は, 個別に 評価 れる 森ﾡ香産の 課税には、他の 

役ﾡのの6る"税辛に比ヒべて, 年率位かo.4テ。が試課され 

るべさであろ となっそ いる。

/923年及び /733Fの二つの法によれば, ﾡ林の一部 

をﾡ成していないし、 又例えば不株算地の ような分 ﾡな土地 

に 感し て い るよ うなﾡ野又は高ﾡに対する新ﾡは 40年問ﾡ 

ﾡはﾡ除:れる。

・e) 森な破ぎに対する係護

森林 火災 が 係 概上最办困難なもの み,2れは小現求林ヒて 

あ例外ではない。ﾡ別なﾡ林防失ﾡというものは設置されて 

いない。 大赤林べﾡの場合には軍敵スは予崎改が動民される。

全をﾡに対し乙火ﾡ保険を設定しているのは一社のみとあ 

る ・ しかし保除料 ゲ か は り いので, た 除期 にあるﾡ掛林 

だけか一微に加入しているざけであって, 小規様林の有者 

は告通このよっ な保険に加入して い ない・

デンマーク 原野協会 に所品する ある 団なの原野造林地の所 

有若産は西造ﾡ経ﾡC上限はある)に応じて保除をかけてい
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る。乙料金はかなりﾡい e

3)所宿者の教育

山は吾理人及び林系 ﾡﾡをa球術に小赤林ﾡ有 巻○ためo 
臨時 課程が併 設される企てがしばしなされてきている。 乙 

の字校は大部分によ って駕持3れるよっになる e あろう ・

(2) 小森な保有の統合化

第3 (つ)(めゝにお いて赤林のか割に 関す る 法的制 限 を武べた- 

/935年の森ﾡ法 のﾡ2○iには次のよう な統合化に 関す る 頼 

ﾡ的規定がある ・

「林地としてﾡ待するつヒを後務づけられているﾡ妹が3名 

以上のﾡ有倉に分制され,旦つﾡ有面ﾡど全林セの %以上に 

及ぶYまには、 株業会義く r&dす Conc ) によ ﾡ資営のた 

めの既述の林茶協同起合。設立を4 ヒめる2とがときろ。協同 

退合による経営は林業会で規定して いる 規約にし といて慢営 

されねばはらないし, ヌ長終的に協同組合諾成に関するﾡ約が 

成立するまでは, 山林所有若に承認をとヒめる吐ﾡがある・-

現在実行 されて いる標準的な 現約 による と ,収益分配は設立 

時の林地○ﾡ値に比例して行なわれているよろである。

</夕s/ 年ヒ>完全な自由ﾡ港に夏づく み同 通合 を設立する努 

カが一農払われことがある。をの目的 は 共同 による -投経営 

を作ることにあったくが, その場合でも個々の赤林ﾡ有権は単

されている。ゝ 収益う配の妥当な点は次のようなこ2ろにき 

ちっきそうであった. すなわち、地価 く地べ) は 長期的な 基き 

にはなるか, しかしとれは家る期明内では, 組合に加入した時 

点における現ﾡ林分の 「ﾡ望価 (exectなwiっ&xeの」によっ 

て修正される吐要がある。

しか しながら乙の起合を意図したﾡ団内においてﾡﾡしてウ 

く2こは困ﾡてあった. そしz 林道教設次ﾡ表なビ の共同 業 

oみﾡ少せぶる を得なかった。しか しながら この経ﾡは =っ 

の課題を本えてくれた。一は協同組令の指章員が泣くに駐在す 

るヒいうこヒが大切で, その能力はお装枝ﾡ0みならず, 外次 

的キ読もﾡ求士れるということである。 二は各通合ﾡク直ﾡﾡ 

利益が處認ざれる我囲内におい て、 きっくない共同化からスタ 

- 卜するべさであるこいうことである。

上述の 共同経営計ﾡを /ラテ/年にはじめて作成したニールス- 

k・ ヘルマンセン氏はﾡ立よ分の所有着の共同選巻の形式を次 

oよう に記述し ている。

) 各所有老は自己の独立算く但し共司逐告のみとめるﾡ 

ﾡ内で) で自この林地の経営を行なう。

・i) 株当及び排水(ﾡをふくむ)つ共同 

林産物吸たの共同

・in 指司の共同雇ﾡ

(v) 共同池茶案

め) 全株地は共同章, 有権はみとめらろ (完至共同経 

堂 )

c) 財田法人繊

これさ○言々の可 能件 ○なはかいら 規均 が 成される。

全な共同起合に発展する 雨- ﾡ啓ではﾡ為着の 中には求牲 

セうけねばならぬるのあでるが. それは次のようなﾡえ万る文 

くようになる。 耶ち、 政月は結国で実施しているように, 一 

定期問ぎ立の 補助 金を出したり、 組税ﾡ 除にすることは協同化 

のよ いﾡ戦になると い っことでなる。

▽結論

ハ名有林の問 ﾡは 大ﾡ公2 話外国でも十二かに契識されるみと 

く, いろいろな解来方向がありうる・

デンマークにおいては、ﾡんごすべての森林、ﾡいは少なくヒ 

%大部分のね有お関する 義務的又 は強ﾡ的 な制速が一ﾡに存左
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しこいる。 しかしながら小象林所有右に関し乙は次の乙とを注起 

すべさである。すなわち、 彼ﾡの夕くは燃木ﾡ式を救務づけられ 

ているのであるが、 との林ﾡの核ﾡ的、 経ﾡ的能力は,彼ﾡがよ 

りよく起ﾡさるまでは少なくとめ不足している。 その結 ﾡデン 

マ ークにおける小名有ﾡ政の ﾡ極ﾡはﾡ有着の 自由意走ﾡ, は 

ﾡ的会階的機関の併置及び宣伝, 加うるに致育に岐存している。 

現在ある指導成い は援助 団体 は大 々的に州からの ﾡﾡ閣ﾡの補ﾡ 

をうけている。 そして乙の補助の中には今後。長ﾡにわたってﾡ 

ﾡさ れる愛めあるもの%ある。 完全に乱立 している森かはヒく 

にﾡ載化のためのﾡﾡ的刻似がめ要である-

小、規城林会面頑の 3/y 以上が上ﾡの諸田分にﾡﾡしている し、 

さ ら に中には並隣の大そ営さ 州有 林 の 林集技褊者 か 指 ﾡ等をう け 

るﾡ的なつながりをっているむの為ある。 しかしながら多くの 

ものが赤なされすにﾡれている。 そ営の内外共になされるべ 

さ2とか多い。ﾡ業は継続れろ。成功は最皮のﾡ伝である。

ドイ ツの複合経営における農業ンと林業

その収益と所得をめぐ って-
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て放えて く 仕る。 るらわら紋長はミゝで. 今ﾡ点ﾡさ小ほ向ﾡる星 

示し. 支ﾡの確立 ヒも り友NG 総理 の受学狂W 走獺し て ・ろこい 

えよう。
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農家経宮に おける展兼 び林 

業か ら の貨時収益並びに貞ﾡ 

収入の間について

/ K.PADBERRとPSCHUHLYの研究\

( 「農峡株が省ﾡ版入に及にナ影響」に対する
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こいない。 ミらろち甲はすべての王き記室-ﾡにして H 岡田 

示さiっめあう。 しEず～、ﾡﾡえ出とし くﾡみシほ三とに 

ﾡ小Sﾡこらるくとくにﾡ不隣入ﾡゝ。 か>み杯条岐入こﾡ出ヒの 

神に・でほﾡビ星汚的に &立rっ心解明2 ﾡる = *I マミ 8い。 

三因ﾡﾡ式の不可ズ8ﾡﾡこああと=ろク. ﾡﾡのgい休ﾡﾡ

びのﾡﾡﾡにしﾡ点していふいから. お杯生ﾡﾡみ後ﾡ号分も 

不十ケにし』ﾡさ8い。 かく て このゞう今氏記ハっﾡ紀収入く 

ﾡで"らみ有バ丹十分切ﾡ) にﾡ了る甲証&ﾡ8も. う=a 
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消入 Wiっあcん。/Za&iw,to化ッ 7 べて を版入E 色ずみ 

自条消客は=4に色ヨらい。

オン 度ノ2. っﾡらPapgEgG. ScHiHtr に『“ 関蠶二八 2 秋林治 

当り の殊ﾡﾡ活牧入 <ピ甲地 んい当 " のﾡ系 登考ﾡ入赤ﾡ所有ﾡ合 

別下ﾡﾡさて いろ。

べらﾡ区ﾡ合のﾡﾡによ 纟主•や 我 \ 方美. 卅2 R に 次 ごこ< 断 

足る。日く. お休面ﾡのﾡ大にっ4て. あ休 /ヨ 熟収入と 

ﾡ甲ん当 "のﾡﾡ収入ほ. と彦ﾡ面ﾡ均ﾡTるき 3 . 少 可 
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PAPBERG--ScntHLr。 この受が正 しいヒナるなら ば、«米なさてさ 
*攻策上の努. ナな』ち森杯前有分ﾡ○ﾡﾡ. ﾡ分光めホクー土* 

販ﾡﾡﾡﾡﾡ衣め場ャな形なと執行こよ り. ﾡ法ヤ本今当ﾡヤ通 
なか合の促なビ»よ? て一なごとネった努々は受意求となろう。百合によ 
4は炎栄ﾡじこなけるﾡ本りおが小となにはαろじビー炉をせ¥と cz一 

林茶はより来的こなス/ こ 乂だけではな い. ルクタE&b-Scr""ムY の斬発 
によノは珠林ﾡ有は条ﾡ済の賢業可Yこも母ま しからぬ影9交スにすから 
※ﾡﾡ送は依め孫本相主汝未ろだけぶ支に寺性ナこ こが有利てあろう. こ 
宝ちこﾡﾡナ る./ﾡ地化は行と々めがﾡま ○/きのようなことがピう して 
ﾡてありろみか? 、
2 PApgsRo--Scxoxuyのﾡ2対して 本米き芝ﾡ済ぼ め 立 ﾡがらﾡEそ 

※べな-

/ 本媒ては/ «のxﾡ多故めﾡ乏ク平収入須から来やえに灰ナろ 
を< こと はご 主な。. 入 一般名条やえめﾡ保と して甲いるこYを 

後し. ガっそがﾡとなみのは、 ただ係茨的こ可Tな収をﾡﾡの資ぶ 
こお<場合2のみご»る. しがレナてにIご送べたよう2. あみぶえの又 
入ﾡAﾡ米量)こﾡるさぬ. しかそ*のな株ﾡは. 組点的生ﾡの尺及として 
の係紀や町ﾡ&承準条依ﾡない本長受なり ヒは、多はの経ﾡを常ﾡ○て 
みこそ大 a< かﾡ4 そ ろクぞあみ・

え 森林初合の政少ととしこゼ加ナみヒいろ. Aりのﾡ入が登ナみとこ 
ろは ﾡ査ヨ及ておけろイ当り ク公ﾡ型が森ﾡﾡ合のく&いものほど多 
かったYヒいうことビまる- とﾡがってこにゆは係的性意をるっ ものではな 
<、林太ﾡﾡ本の友のﾡ専をもたら しかるゃない。ジュードベー デ 
> ◇あ合2私がﾡしたことぞあるが、通ﾡ区王ﾡおﾡ一ﾡ食の査会友 

/エ・イでそこ - こ入る一め伏株ﾡは人当りこナると孫本ﾡ令の悠い長 
ﾡ怪ぎめ方状表林め多いﾡじよ りもかなり多<ほっていた ﾡ本ん当りめ 
校株ﾡはジュー トーンとおいて不分ﾡ社承求影0気い本区②ﾡ条本 
く森ﾡの手ﾡ所右模メスイう ぞよ. /Px4-33きを平ﾡとて«々必材フ 
エストメーターとなって〜ろ・ こに)にして不分ﾡ従永費督のあみ#z 
ぞは平ﾡ森本有ﾡﾡ スァイ ごふ< フェスト ソーター )るざ なじ、かゝろ 
ﾡが生じたの は. ﾡ由 分きごﾡごは真条本の浜林私及が不分号のこ 
)とﾡべてﾡのにも才対的こるナくな<、 ※業がら時的 に要求モKﾡﾡ 
金 C求ﾡク炎係文ﾡなビの促4を系及ナためゝ主まかなうXては、 &かx 
ﾡ及必枚林がよ図だったから乙あろ。また不分初ﾡ系ﾡ場めﾡじだけzっ
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"そそ: 平ﾡ殺永ﾡﾡ状の大きじ本区の方が大会 ・ ちいゞぶ本乙より 

るイ当 o 依祭受はナ <なくなっ乙いみ。ApgERa-ScrジwLr がﾡ査とた 

ﾡ衣てるﾡﾡね 乙はは上の深 百バルい て ﾡ株ﾡ合め伯下2 伴う A当り条 

ﾡ受めﾡべﾡしだら レーﾡ不舌項の波少をYマ いながら一収入めゼが名 

さ たしたことは明か乙あみう.ナなわら二』は学命性ﾡ多そっそてはた い、

s ﾡ林ﾡ合め悠い至芝はより大さな茶材をそっﾡせ2と乙よ り条約な林

ジニト バーテン ・
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多ゃが 地の浸ナる彩ぎ多孫ナには、 令ﾡ配逐及び子ﾡ務や、 した 

がってまに協ﾡの状ﾡ刀が任芝東物友は、来林有ﾡ及め悠下、 ナなわめ
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ルトで不分シﾡRﾡ場が。 水上ちちめろ山林乙のﾡ教本ま とみと.よe 
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て宣ﾡ釣にナくなくなっての<。<～よ。各生林かめﾡ合こﾡしてそﾡ 

迷ぞある. 不分老系波ﾡΖﾡに戻ナるﾡり、 この◇3ﾡ林地化や悠林 

◇あ杯へのﾡﾡはﾡんご行bているいが、ﾡわたヒして も低かてあ? 

がら、指永を老は方左せ. 森杯祈相ﾡ検めﾡ下が人叙喪番を尽<○てめ 

< 南係が一長ヒ はっきり 現て いろ。シ ユバルツ ベル ト のﾡ伐林におみ 
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しぱみら itみ本経芝の如さﾡ乱用がﾡしとないからごあろ.
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ると郎致にﾡ1 るかっ こあろ。 ジュートバーアンにふワ2 市制 代 

ﾡﾡ分ぼ不ケﾡ従不ぎみのあろ山ﾡ区とそ力g い 山麻W とに分 け

てﾡほﾡさ小eのマあリ. ら千分ﾡ紙永にﾡハﾡ成ﾡセ -- 

ﾡﾡたとな ﾡﾡ名 - マはそのﾡ辞与代ﾡ5政長ﾡよ" も ・)さ

くﾡめﾡげ6うなかっﾡがﾡめに・ 括票数分不明ﾡころっﾡ。 さ 

tさち 不 分あ後永裏帰ヵ在しg いﾡ区 (&政町石ﾡ校の 平 ﾡ5 

卜>でほ市場区ﾡﾡ分2っエストメ-ターF了ざア. 平ﾡ所骨ﾡ 

ﾡのへでい千介ﾡ紙承ﾡりのある 山称区ほ2タフェスト * ー ターこあ

った。 もっと正曜ﾡ河ﾡるﾡみべく. 5.500くの小私石ぶ種羽5有

Tらツェヘ山内区2とって. 長杯科ﾡ唄別にケ設しE。 ャ3 

らゲ示 す : うにﾡ杯所得ﾡがちい て < a る 下つて市ﾡ供ﾡ部ヶ 

ﾡレて い ろ。

ャ3
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ほの上昇弓Tての研にほぶと"う 深則が宋にも 予当す 2とﾡ 

心 M う と し< ・ 浜林割合のい 関茶手色の休約らり方がしぼしば 

休へもﾡ反するとﾡﾡすろでらげ 二の結論もiマに返べﾡヒ= 

ろ から ﾡ ハざろ &円ない。

品へのっﾡ因ﾡ士利甲方ﾡ別の為条でら・ 浜杯例色とズへ当 

>ﾡ卜※へ と»ﾡ車合めハち 全そさSﾡﾡして ﾡ※ る号告 

ほﾡこさっ<いeい。 3た&林必合のﾡ下に伴う 公七 り 秋栄 

入 ﾡビW州別リに>たﾡ合も さ にはっ ゴリ レ さいc 二の二と 

予河別の別ﾡﾡふいて ヒ<さドしい ・

D 浜杯制合べ上昇するつて 、ふよ*5号でゝﾡﾡ *込当 ( 

の恵央じ入もﾡ少 る--- // 8マに? から クケ/ マルクにくォ/る少

無)---こ.い シ PAvBERS- ScnuHeY ゲ信適 しF ほ-足 ・ジに

大依ピポみ収浜矢が不列ち お合 (ﾡエしし炭泳受宅

エレ .H.山杯区の 係杯ヒ ふワ 系麻所得足釈ご 市 ﾡ

供名ﾡ分と肉保

段、ﾡ伝地、 悔き レ くない 文ﾡ> にめの、 かお

ー ャ*イギ*"ャ』 ず ・Tax***.. -もデ』。.二"....

所有規夜

• v工 k ib * ・

<a

ま -•..... ごこごて 一 .. ・ 字..ごぷにご..ご..-、1。二.こ...:こ-。コこ。。

大&当 り 高明僕ﾡ償=fa

2～5 人 7

$～fo 2. 3

ケ。 ～ 3 2

ところる PADBERG 一 ScHvHLY ゲ宿験として 番ﾡしﾡﾡ金収入店市 

ﾡ伏ﾡ師分に介Gら8い。 か< レてﾡ(が単-坪ﾡのﾡﾡﾡ8採 

収入らきさ出し EY 二みのﾡ約ﾡにﾡ1 多ﾡ崎が不可Yな ろ ニと 

は全くﾡらかである。 すじわら二のﾡﾡ年ﾡのﾡ置はﾡ速のﾡ苗

ちっこいっことS汚えげいにっミ ﾡ単にﾡ西ゲっく ・ ジュ ートバ 

-デン にい こ . とくにシュレッバルトのﾡしいﾡ住地成らﾡ茶 

土&にﾡ式ハテ、 Gの6ぶを所合るが・ ※べ不列とGる電 

&林ど合日ﾡへ 「ろので砂み。 一方ﾡ住の白い地ﾡ(シィン平野、 

バー レなご > »ﾡﾡﾡﾡ さ下号Sﾡ地を シ ら所T石 る 寺麻面ﾡは 限 

して 位かSちのである。 浜事割包の上昇ここシ にﾡN メ当 りの炭末 

区入«下T ろ z\ ら面への信ﾡし ﾡ頃ﾡは一定の彦餅万式別のち 

※に際しても示でIている。 *して二の確函は彼らの論砕こレて 

こくに眞ﾡさ(ているのぐある。 と二ろるこの胡査ほﾡ科・ ﾡ

料こ を Hl e aくの駐ﾡが強い愛区にケけて 行わて いる ・ 二 n

からﾡ杯例合が依 く ﾡ ろ種ﾡ杯位ﾡだ当 () に ち こ多く分っ て い た

ものとお えらるかう で、あろ。 除に係ﾡ的に可 ﾡ心 () の 杯 茶

現金収入ほ、わ しわ えの ジュ ートバー デンにふけ お 第五から

3 っ白く逆の至ﾡをEビる。 砕ﾡ有例台負下 とともに下岡ずち

でめる。 PAbBERG - ScHUHLY ゲ、 要に紀けて、以ふけろ条約

らと自渡地ヶ良石にうiて非竜きﾡを示すものでるろ。 ﾡ翌 

的8Wそ営にほ. 味に戻してﾡく受る型系作全ﾡ"ﾡﾡﾡ作 

¥当が一ﾡ入っ て い る 二こもあろう。 殺み色あいがﾡい子営の 

月合に呼一方でﾡ小ﾡ土逸 他方マはライ ﾡ土ﾡとのﾡがへら川 

る。 またﾡ料を営ヒ して 2 こめらiて いろ 飼料作ﾡﾡこ野ﾡ宅 

こではいらづる しいﾡがある。 し たゲっ て及休製合が息< ふろ
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つ小てぷ比当(クﾡ※収入ゲ. 謝否さ.つっのﾡ方式にふ い
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てう低下るこう二そに・ 次のここら商4に説甲ミる。 Tg 
カ- ら同一Jﾡ方式にみ' ても. ﾡrみにほ非 ・た興べあり 

うるのこあって. 二川与浜杯ﾡ台のﾡ人とともに重ﾡ位下 iと 

うミとミろろ ・ 味ほ尿叫こしてﾡげヘン杯へﾡﾡ的に安にすち 

のでほsい。 浜孫ﾡ合がﾡいヒハシニヒゥ ほ灰宅にﾡも 愛い士

る占めるヒ う琴ﾡとﾡびっい、 xのよ うsﾡ祐 - う あらﾡ 

杯ﾡ合がﾡくろ一巨一のﾡ作河に「いてもﾡ地の山ﾡほ」り※ 

くろ と いシ 裕 常 に 専 く。ﾡﾡかンのそ考坂入ほ同一万方式に5 
いこも戻 ﾡ引合 みﾡへとごもに下7る琴穴てもとにし、 みﾡ割 

包天ミでに条や及 く夏余三秀収入、別っﾡ> t下のﾡを因めせる 

み占 双次ﾡる二〜とらわISい。

C PAいBEkq - ScnvH = F り こ・ ﾡﾡ委営全体平史して 旭 

メ当 りのは茶数入ハ/タ/マレ". 桜ん迫り)の営茶牧入ロ95? マし 

マ ; 因るゥにほ I : 5であろ。ﾡ色そセのガエっろこ-浜灰ﾡ 

白山 的 瞭お 的装 日ふ いび•ミ ム、によ っ にし   /:う6いらI:ケ2 

を 京 杯 割合 群 の 琦 妃 平 阳 け/: ミある。ﾡ新守ﾡそ名ではこの 

が/:7. 限作号まそき/ %s 伊日保モ自/: "。 こ=っF=の 

旗注 見し る けはH ならない の は. リカ/4ン 受 お 昨 度. —— ﾡﾡマ歯通 

用 ハ てﾡﾡ年ﾡ. Jgわら/タタ/年7日/ 日〜らバス年ど日丸日

て 尽貨

ア う し ウ

程 変
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入

—— にふ、I ろ不ﾡ価谷 示次み焼下にあ 国 K 市 以 価 ﾡ

よ I) 起かにくふで ウ IL.て みっが. 恒除市 何 消 に 歯 海・ ろ

ﾡ程で二の缶活ほ平均してふ」*ﾡﾡ資し学-方及産物価ﾡはみ 

ろべミ上界が台かっ尼= いう=こさあろ。 ごI放ﾡ在の両ﾡ2更ﾡ 

とすぼ. 矢にEべEﾡ係ほ杯系に有刷に夕化し. 語ﾡﾡ営ﾡ体の 

平均は/ :5かゥ5よ*I :ﾡに字にする。 ・E戻称5M有るを 

宮のる対8とマド、 ふふ否干林集に有利とらっ、. 房ﾡ平向 

:う5に③う。 しかし 二うのﾡ2思るに当って. らに次 

力 ことじ 馬 质ミバ ぬけ なら 必。 報告5記にあってα. 本兼収入日ﾡ 

手収入と同一の確次性てもってﾡﾡさえほい。 す6ら勝茶マは

長 ―-
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ﾡゝ<ﾡ生入の ﾡとノ巨ﾡSしとし、も . く査

ちってﾡ金収べヒ ﾡ ら ん で会色ミタべで度集及び栋米用門ぬきり

ほ 巻レく っ 六でマ▽ると ろニと

い るYﾡ フ I る c 査役ﾡ色で 保市ﾡ 伝け忍用

選 ゲ か ロ シ くっ 系杯判eの 平 灼 ミ ビ 11(. が 私いハら 5う

私 商 に てろ ゲ . お 称別合ゥ し 一 プ。 の 高
配ﾡゲ 弓 4 い ど にどに にべ、たゥ序 1) ラ •の 自 が 泊賞 分5K
ﾡして い ろうフ ・ﾡ有の 林茶ど条受 < ロ ど 示 ﾡﾡ.)

至宅 ﾡ I). ご<に台家泊役 の)め に似立 11 う が. の 1で

ビ ニ I ゲ ﾡんご名うて \ にﾡう

ジュート バーデン 小 坏 簡T ﾡ で に 形 伝代こ い で

然統台X収入 (台 2色こ> と二

-103一 

べﾡくでミととも. ¥斉土地(ぷ地+林地) だ当 ・カぱ杯茶三

入F\P"ラ しく位下 1ろこい> PApBERG- ScnvHLy。 ﾡ組にほ. 

次 力二 とが 注 氏 とし て >ワ加えうハうべマP3 ・ 7ふら長体は 

き気より を ナ リお驾 3 (通) 立にﾡるゲﾡ通で&るから・ 同 

じﾡ味ミボ田K入ﾡ茶ﾡ入がマしく とう ﾡ新土Nんきりの 

そ収へ:u下さ し○ごる得3い と。

e PapBEK - し G2HL Y かご らrだハてﾡ告 してい 告 親 地 ヘa ・ 
n桜系夕び林茶ﾡ収入。理についてはﾡぬ7えに反げろい. 弘 

のﾡ解から うこ 二ば2性ﾡ上気ﾡに本ﾡ的なﾡ宮毛落ﾡﾡ断 

&5-えっも の ほらい心ミある ・ ﾡ地く当 りD係じ氏茶的な額 

らの該ペミあり ﾡお全 » 王ﾡﾡ河に点す るﾡﾡがあう ・ F 
tハてるこﾡり山ろ。

ﾡ野げ型は へ当 f) くオ ビて ﾡブェス トメーーマ・み ・3 ・ フェズトメー9ワー

% () ノ 平デ上ッ は ・ ノク5 5./。 戸 入 オ光ﾡく り 也 别 イ*世入»

にﾡ<こ フこズ トマーーﾡリ エコご7c マルクど トサ

三 ni 今 二 川し か つ 保ﾡ粗収位S うcI マル7乙定ら る ・ ﾡ

営 た J ( てもﾡ忍 の神えにゞ っ、利しうる プ の * 価 か

らデ 万 l-3・ $.フ フェ ストメークー* ク0マ ノ うダ4 マク と G
VADBE又G-ScHUHLYのお 査 レ 己ﾡ金区入とに政 可T ニ ゾ

ﾡﾡ自なﾡﾡのﾡ恒5ﾡ引いルﾡら い c l 「 ♦に . ﾡ 色 y
何置から 深ﾡ成岡(ノ4%. 価5ﾡ浜延 ・ノラ ダそ 定 = IK そ。

しﾡゲー 「eたR - ScHiHLY ウ従シ 役、で

に対して ふ・ そ う$。 マ レア み い し ヨうc マルク理 登 收 入 ン して代出

すきニン に 査ﾡﾡが要 るめにこクさ 各数をとき
>系J る 二 2 后 さおいとレ でも•二のかめ" クﾡ注ﾡさっ

ざて、あ( さ ・ に ﾡり部査年ﾡ はﾡだ に怒\\ 孫騒 E セ e ら・レ
てろこ つ こ ウウ・ ミに申てくうcもち こを ジュード・バーデン
Iよ卜 ろ 松昇ﾡではﾡい木ﾡ名 <47$-秋 ゲ仮さハマ、
ろ ゲ。

d. 森林からの入はﾡ地かうの収入に反げふいから. 涙林ﾡ合

B. 株2合と注活天

ﾡ消う出はﾡﾡ受出の3さ工に3ざす・ 弓かんTく 8族の労( 

ﾡ来第分Sさ38 い。尚i\うほﾡﾡの市法上次ﾡにﾡ約さiて、 

ﾡ※天出とﾡﾡﾡ出ゝ"○師分で --と、天出労領にﾡレて

相互に平別でhて\IGい く1.tょゝ。 二がモ め に PpBERG- 

5=niHiY n - " 入ﾡらミ っに - ボ毛君長Sﾡ地ん当り 

で. 3にみ米ﾡﾡﾡ出S杯Nべきぐ仙さ"いミ. ぷﾡ当休糸:合 

計して生王済ﾡﾡこﾡごせてﾡ重し、いうが、 ミ=とほ可能S 
西旅に対了みヨ し、gいﾡげこさむみあろ ・ 保休ﾡらべﾡへ

っ i マ 登済土旭 ん当 ・生有支はいGなるしくぶﾡJる。 ( 

森林 s河ﾡし8いﾡg クラ4 vu? ・4o%以上»系林ﾡ合工もっﾡき -

oマルクゝ, - ハ9 二 両 ﾡ 休 E ﾡ にかい こ 符にﾡ型台=っラ t s ゲ 

俊係手宮"ﾡﾡ王ﾡについてもらる。 しへし=何:マく 

=あEも?". 7 e p ウ 支手•沸/K、 林 袋 に 甘 ミら M仕 さ り不夕a
地がこ系もﾡ し う 勺 とこ ろ の ジ、、 收 入 と 肉 遅して, 茶にふP 

つ収入Yヌこ -リ ﾡ 5 “ たﾡ係にそみ認甲が来ゅらハう。 いう 

ひご っは表称ﾡ合の大 ここキ に 一- 新お式のﾡ体的ﾡﾡにふ\
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こシ ・ 戸ロ々ア方式内師にいてシ --- ﾡに1 うY二うカエメに 

マめうみカミワって ・ ニ> ﾡへが住少て列る日め女出も すく 

S< ららごうこﾡ"いアでらう- た二7試ﾡﾡにに慰条 

杯ﾡG天ミく9るにつて云少し. 二がﾡ県ﾡ女ﾡにめﾡし:い 

っ。

Fate=Kq - ScH iHLYFさらにドﾡのっゝモ再去山ﾡ係2て 

いろべ. 三44ほ当ぶ紀一のるﾡﾡこもほらミなI ・ この岡係につt 
て G . 三も三済的に望ﾡg評ﾡ<ﾡんビ号え ろ ミ と でミG ・かし、 

つit以上にﾡ評T ツ季口号いヒﾡ>.

三ﾡ天公易によっ ・測ら ハRﾡも体* ﾡ s みみ別台べ上昇8に 

→てﾡ武そこハ (全汚太への語面でP・ハﾡとほﾡ い ) 一W 
ﾡと諾論<品六ﾡくのマめる. 二師の手ﾡみ:こミはﾡ 

/ごﾡゲァ\ ごﾡつハ:.

に

地

PADtEべG ー 3cHtレH!Yﾡ ふ ら に たち ) ノ Iコ 我 杯 例合

普ァロし

こi
で ぬ .

く影答

ヒ シ k 三 T ﾡ リ少> く 杯ﾡらo に大す

d 二 の 区 决 力 7 そ 44 ク み ご の)称 才 知

本 ネ 5 台

し、

0%リメ上の

仮立.

女 杯 惻 合

の) 上昇

の ﾡ

に く し A 2) ど : バ

收 入 ケ 毎か 又出 し 公許 て か

六 し

私 ぼ 保ﾡし 公

ﾡ 心 六で ) の

寸 る ) も し

ﾡ ヵ 程 戻 に

て 「全 く

に

す た

本旅ﾡ台合Y & 株 公 ・し の ・ 入 余 利 か ッ

成

另

で

が

ノフ

る

士 リ) ﾡ 依 甲 PAいEER一

肉 係 がづ

J 之

() し か\ ン、

<HVHLT
春 ﾡ神 有

. F 丸

入 に ) し て

1ﾡに ・

o 称

あ う。

互定的

現ﾡに

ほ 完

ふ

し

ﾡﾡ合

i
わ

fE

入 ろ の>

ﾡ味ゲgいヒ

二そ度 g
論 ゲ・

)) 料 殳

え

な

ハ ろ

ん

ﾡ 莒 ﾡ 約だ こ 配台え比 の り で、ﾡ ろ う と

VI

な

I

本ﾡ台 . 称 求 の> 出払 に

何ら彩ﾡ支反 ほ' う

三ﾡ失が度は 乙

称科 か

Jソいン

ヒ が あ リ)

ろパ

声fの ﾡ

シ )

得 よ

ー セ

ほ .

ﾡて

Iニニ

し

入

13

か

卜

T 同

う 5 か ん T く 状

ゲ肥料支 出 

何の ﾡも

に ぬ

q I

ミ・ッ尼ﾡﾡ受出

に よ II、 七と

も と非指にらﾡ認富価ﾡ 

新ﾡで可しハﾡﾡのﾡ入天

Tろのが首通さあるび. ニ 

あ台 ﾡへこともにﾡ出んﾡ 

ﾡ日王ﾡ/タマtワ, c%ム上 

6みﾡ額 うマも. i時的9 
天=て いうのマあ乙。

C. 屎 杯ﾡ色 と そ

/. そ行余ﾡﾡ金 受 ﾡ 

ろ。 非給内反ごﾡ甲て 

tﾡ7うぶシに 空 海 朱 划 

ﾡ性:示; に蹬 ざ c い
お エ " ん当 リー 若 条 則 

くG. 三ル5手営=ヵ平 

て分ﾡしたﾡ色にもっ 川 る 

内て さ り%専クエ地S日め 

ビ i 2 かン ほ いGういe 至 

J たといﾡ宮ではっ。っ マ? . 

3Gい。 二さふよ*/ 

収入三論た深に西 バ.か こ ら・

ば"戻 杯ﾡ合の きいﾡ 室 石

ろ・シ>っ

ニ・ バイルント ス 

ﾡ ミいに /?$/チ- 

省ごていGい。

株点例合ゲﾡ寸 ことも 

2探5上Eﾡﾡか

2 性うに地んいもり) 

ﾡ」乂 J) tヒ ﾡこにぶ ・)

ワ 

全

rに 
ら

J) 
は

ろ

消

枚

杯

しウシ ら tlごあろ。

出 く長※ゝ お夏茶にいゥヴそレく 6号 

ら お —— 百干例外5ﾡいて --長な 

に事るこみく^っている。 (左広 作 

"ﾡﾡﾡ召す ら三ビ/4, マ? う。面

ﾡ査の日めﾡ の ﾡ竜ﾡが明許E

入ご住ﾡえY ﾡYしてﾡ定さ

考戻しくてい な い ウ PpeERG 一SHジHL
ぶ ビ S i ・ 医こ示 す しのて らく

杯例合ヵだ大ことシ にTくsく S 
ﾡにかIても ﾡ茶のﾡ作方式によっ 

・ ニI刀主ﾡる運古も 京なロﾡ茶に 

• 浜 杯 ﾡ 合が上昇す ろとさﾡﾡ地も 又 

会宓の堂将宗剎W年均アムと. 浜ﾡ2 
あ亦割ﾡめ% 上 ク を日 クヨ マルク に 1 
:3と8ろ。 しかレふゲらこゝミも. 

- た 1 エゲ季であり、 二IS毛屋7 

利こ7 るさうS年く寒っ日犬象5早え

柔ﾡ土ポ/当り の三海条ﾡﾡ毎料作ﾡ 

毎ﾡてあるびﾡ林ﾡ合よっ て召んビ

ナ«い当り)の全ﾡ余利が愛に了ろとハ 

茶して も左ﾡえG>ろ>。

集登酒余剎ェ代地た、当リカ豊奈居通気 

かに石をマみろ。 しかしJミにﾡE
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ようヒ 氏ﾡ成県へらB二»ﾡ下可能でのる。 こニマそn 

考之るこころ ミ次 っヒレて 二吹型につて的汚ﾡ5岡 

z= こゲでさろ。ま林工 師有し 3 い 金碧 に『ハ): 設点天出ほ収入の 

の%てあっヒ. 浜杯列合/%へら0%であうﾡ白に ふ休GW 
2 影雲ジ わホか で•近 る ロモ か、め ら 予. 企ﾡ考土比"モﾡ収入に 

J う キ方 艾 出ル 副 セ ロ/% に 居人 でる ・ ﾡﾡﾡ台がミうにへL 
しEゲって商味ゲ伯下Tろにっi北て ﾡえ手出ボ求収入に］ と 

羽と□自京2%以上こGみ至でるこゲ 杯2N合7らﾡ営生S 
こっ日次のﾡでお平ﾡめ%と仮ﾡ>てい ろ。 医ﾡめち5って 

いsいﾡ所ﾡ及ﾡそ営てに. ほ株←-ﾡ孫了る花一ﾡ園町分カーﾡ 

ﾡ2部協7すろものF神して 浜ﾡ"らのﾡ«入へらmﾡﾡべﾡ引" 

t ク b円そ必うが. 二零合み糸和 m ァヌセ部 と ﾡ口ﾡ画 収 ヘ ? o 
そこごHていろ。 (ﾡ手にって状さろ台う。 ﾡヨ以尚ハゥ 

甲いらIてきE 二八ﾡﾡﾡにﾡ在不Tほﾡが相名上昇 レて いそ"ら 

受出もﾡえてい ◇レ ても. C酸ざろY" う二こ3らマめみっ。 

ごてこﾡ烈同ﾡ甲分りて仮ﾡしていろゲ・ や ntm ハ、"場ら 一 13 
ﾡ金支出のス5ﾡしらけ小ば6らい。 36わ"t戦1な1ﾡい 

Fロ台永ﾡウよ って なミiﾡ仕号ﾡﾡビmT 二ﾡた額"りﾡ 

ろ1っばるら8い。 こ小、同0%ご計原さハるら・ 0%が形る。 消 

※と政茶て分て収入点ﾡ5日るにyに. ・3の天山切台る阪足し 

て. ﾡをﾡﾡク安記に」りﾡ足さIRﾡ山ん当りの頁業収入Sら 

に. 休茶のそ叫5%まで減っさMげでらc のよシにレて計 

昇了ばア/るのヤ4属ﾡび5ﾡの文ﾡがﾡらる。 生登色五平ド 

レ白ﾡﾡ牧入ﾡﾡY為牧入欠司クそYﾡSは/ :/であって 

ﾡﾡ岐入木秘にﾡ系の芝5任"ば"リ ヒEって いろにJざなハ。 

ミらにﾡ任の木ﾡ価ﾡSﾡ年に3ハぼ. 上にべﾡニヒ"ゥ・ 林ﾡ

収 入は/9/ *々3= っ9 マルワ にﾡヨI)・ 坂入茶ﾡも ス42 - (242 のゥ/7フ 
= /クV マルク こ8って /s。 マクYいうX茶の収入条刻超迎レ. *ハ 

ﾡ係日/ :09Yる。6ふ=ゝで注ﾡさるべミほ: —— ご に宿ﾡ 

しE*ちヒ —— ?/ そ考年彦には喫常シい 保SさI EY

いラペー 

回収入ロI

うつ本«f 
ﾡの ! 

千日ﾡ・ 

-ふい で ・

=こョﾡ 

さて ・う・ 

N T w X
. 黑

もと

は行み R 
面積の度 

・なって

5 べ

5 
ﾡみ琴べ

ミロら 

てﾡﾡさ

も • 担当 

カ ほめ 

ﾡ切であ 

風にェ nt
卜に合っ 

から得ら
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. =ヨTミ下面べにこミろてみろゲ、 呉ににまう木ﾡ 

¥よ入程定全に挿足し えなハY" う天であ ろ。 こも"く 

ベﾡと沢牧入ﾡ型Yの回には勝茶にかIて ﾡるヒハ 

句O2Eaいヒ組的し に も犬さ6ぷl おなかろう。 瞬費王 

平SにふIてこと ﾡ衆入茶則こ林ﾡのそにほ殆んご 

弓いとTろ6らげ、 医茶ら、分8せ可"ての土な

• 杯※びN*にﾡえ=Yﾡ"らい。 欠Kに少で6ぷ成 

楼 氏 ほ —— なかん Tく ih ジ 回の #里山u R ににふい て —— = の 

台くﾡらJ でﾡ忍し こ い て ・ な記田の杯型化を 進めて

二u、=ュE労"刀のﾡ達べ新沢田ﾡヒ9っ かゆﾡ 

、»ﾡほ5ざ< ミEYい >ミ ごもﾡい-昭とGって 

K く 独芭二 另 にし ぎうと 次 1 a合ら ぼ. にごべ前型 

Nベﾡ休S1: 可 烫なオ シル 3 手 成と もっ て 国後)を 

のこあえ (占杯ﾡ町. 地ﾡﾡ味)。 ニハと味ﾡして合8国 

tのﾡ茶計画tめワらる。 二峠にろとﾡべ"かGりの 

HS添卜にﾡ民7う= と&ﾡのていろ。 残産ﾡべ生ﾡ型測 

いらのに反して. 不客群にﾡ不していろからである。 

- デン頁ﾡ町 面や 日. バ-デングウルテムベルワWFアウ 

・ く=iら w nど麻ﾡによ ・和甲さハ日ゝ にも こづ"Eﾡ 
報白己。 =の系告は ノ”シ43 野戻のものであるび、 ～ 

ヘんテく 設茶点びな条んもりﾡ宮坂ゝとﾡﾡ支ビべ統場レ 

IK . 試妹成びﾡ*んもをセ合 tec ﾡ色ﾡ な らびにﾡ 

の森林収入こみ林天出がとらえら川て\ら。 二> はぷ\ 

2-ﾡにしE旅Y休束のそと&お言うここにって 

ﾡ玲こゝる=とゲでミる。 ・タ$3秀 そ若野ﾡらに戦所県 

s PpERa- ScnvHtY がこっ日 ,パケ連済异後 号 比7 てき ？ 

ろ。 こいうのB ージコートバー デン にふ「ろわiわ ハ の ﾡ 

rr__ ハフ$>イョ 年及のべﾡﾡBコ さに田びキ " ﾡ述切らも 

ていﾡかうである。 にもかゝ bうふ-=の合も単ﾡと 

tろ希ﾡﾡに河してﾡもってちﾡしてふくべさ石干の疑会



ぼあるゲ・ ところで寂臣さて\ろ ん当 ・の系林受出につて - 

とくに房ﾡ戻のﾡ銀町ﾡ一ﾡヒ8つてハるE" (1今点) —— 

英 開 の交出カー定邦分し 含んでいs いおう・ 全くﾡ味べSい. 

そリルえﾡ欠に並い比歌さ円るモめ=日浜え出Sヘ^ ・ さyョパ 

ﾡびみる。 ﾡお=ゝでもﾡ杯坂入の%2え出こして計ﾡ了ろち法 

Sころ, ら下ﾡﾡにみワるﾡな協. 骨甲反び紀女ﾡのW世Sぶ> 

E・ ニの目的にそうべく. 日系ﾡとして2o% - ジュートバ-テ 

ン =ふIる 星家な眼直の役 ﾡ的 汝回 —— sﾡ位岐入にTmし wo% 
を9用こしてE引ﾡ。 "< してﾡらIﾡ記収奇切入気ﾡとあきり

うらい。 修正=Eテータほ4氏のくであろ。

三の放ﾡ5林ﾡにこって ﾡく的ら も力であるず ilttっ4t, 
前足かう Jうとﾡﾡ坂t。 ンユバレッベルトヒ xー デンバし ト て日 

ご河土んきりの刷休系委名余叫47マ～? = Fにんきりの株下W 
へ糸烈/ラコマル7のふ5*キ分に3 oい。点ﾡ々び杯ﾡへらみェ 

当祀牧入天ミくマィナスにGつて»り —— マィ7ス43マルク =

べ対してﾡﾡお/う4マ ル? —— = ・みけろX民ﾡ有Bﾡなにs 
て 力生65円ているのである・ バールセアレでBﾡ出がﾡ 

ﾡ反びか茶らの登ﾡ余則ご伝林みら 力岐入余劇がら ゞ対 I い
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ど末反び示シ の 登ﾡ紀ﾡﾡほふ称ら * 团 ふよ そヒ

うgい。 ベーデンビー及びホッ不ラィ ンの他日でらにピN=属 

引小伝林"らの入余刷口ﾡ茶Nへﾡ刷にべて%醒3< an. 
浜村に関 茶反びな系かっク 登ﾡ祀牧入に み杯からの紀岐益にル% a 
"りﾡgい。バーデン ヴエ しテムレワ全体マ日ﾡ茶& び.本 * 

らク枚入余利にほ保林からのにべてふよ そ 2 ﾡこ9 っ てu ろゲ 

和牧をぶお糸杯の方が型与い。 ニらの波ﾡほ次のミ と s 森す も

である。 38わら. シュバルッバルーやオーデンバレトの4く 

残ﾡ生艦矢件よ2引川地ﾡで日 . 牧入朱測とﾡ牧益に肉7るRり 

登ﾡ手海的状ﾡに杯ﾡ初mにふuてﾡ集ﾡ円にふけろょ ・もロら

*#戻

Bae～- - uin～eg- = ふけ. ら求次反び林ま う の紀岐益こ入余 

ミ (とくにﾡﾡあるバーデン出方)

। - • - 5 -W 一

Scfuonzwa& 
un

Odonua0d

Buoz

: cun1d
1 A&%

Bonecク 
w?u/ 

HocMoんct

Bらa/ent --

uio,. あ ,

ん 自 ) 要体ネをﾡ 岐 入
P 

クララ
・ --- …. 南 

8/0
trT- 

/«$ ,s7
・ そき表出 44e クo4 / 30" /222

- ■鮎余 - 1 ・? 。4 ・タダ
e :

・ そﾡﾡ付 ノ/o/ ノ / a r ュ。4I

・ ¥セ麦出 //& バハタラ /?e4 /ダj3

・ 愛包電牧セ - 43 44 !
株 fい 当 ・) 浜林入 ・タ? : /り1 2441 /ココ

地んきいヵ投記にse 支出** , ,ョ 2 i ・4 コ o

比イ当 uの 佛正二M之 ホﾡ支出*X ? 7 / タク

杯+ み 当 り 古 林I、入余ﾡ"\ /a. ノ。 3
ラ 4

ﾡ地んい当り ﾡ岐ﾡ** 2? ? /?4 2s 2

・ m*
?, ウo / 2 8

・ 能政 曲” ,ョ4
... ハ—.. 」

^ _/?ウ g8

* ンコバルッバルト の)//"王当色む ・
** の計眞

状同沢療にﾡっている。 二の阪にも. が糸収入5残牧入ﾡ全

=素記によ → てﾡ迎、iて いら 二こて秀属すべミてあろ う。

>コート バーテンのぷ歌がﾡのﾡﾡからﾡらヒ e/マルク

くﾡﾡ年Eﾡﾡ にひョ&u=ルワ く長証K弊 と、ら *a当 ・

ﾡくﾡかう、

レク反いう/夕

に有刑でめ、バーLーアル, ボーデ>セー-ホッホライ ン、 R
ビバーデン- ヴェルテムベル7全体についても. ﾡ収をにふいては

o%を甲Yして

ごし ク が夕<ら

っらと 2$。 マ ル7 と

必り合こョo%と3る と

ラ・2の

狂とレ て /8I て

部分王ﾡ味し

マルクと台った。

て 得ら川

ﾡ>入は

ノク$マル? タ ユコ4 マルフ とさみ 二 の
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パーデン ゲユルデ ム・ルワ にみワろﾡ阪ﾡヘらﾡ出さ 

ﾡ上のムmてから り)上迎って い ろ し・ E PAbBEKGr ー S<HiHLT 

が「スン項、て ﾡ・ 入余剥一岡レ て の ﾡ足レ た(二も 上 

つてiろc iし. <ﾡﾡ召とにﾡすっね合は不紐なの

がﾡ昼=弓けGら9い。

%

め

よ

で・あっo し Eがっ て ﾡ格 ん44ﾡに上ず

/どc % かう に上界 し /7塩で

そん3ﾡて・あるc ﾡ柏ﾡ割にレ ばら

Pa&id #ou4ung- プz&なx 1eとんc-2 >は意

て 1ﾡい。 平として時話忍上昇

支

と

あ I)

1 今 い

3ん4ﾡ

・ ﾡさヒ祝でミ ろと ミべの

ろきで▽ク 。ﾡ1E王名

して\

の

価あ
おか

う

ろ・ ハ◇レアオ

冊ﾡ上界 はふ

る

なゃこ

ﾡ不 ﾡ (Vo

役ﾡレﾡ

考 ね し こ ハう

込らく ぶの ﾡﾡﾡ

三ﾡ土ん迫 ・ の日ﾡら-PApBERe - ScnintY ゲ証翼し Fこ 二 

ろにぶ予と —— き干の例るﾡいて. 系休例合の上昇こともにるく 

ら<ちろ。 ニらジュート ベデンにふワろヘﾡ有ぶﾡﾡてﾡっR 

ﾡﾡこ一教して いあ。 浜杯S所石レ8いﾡ宮ﾡび旅杯制合0%引で 

み生ﾡ己 浜林列台»メ以上のﾡきにべてふよセ25危の (ﾡ汚士 

N Aa当 りにしE)ﾡてでっていろ。 ﾡ科&主体とTみそ名ては 

二iが/ :ヨFtらり・ ﾡ合そ名で/ :5口3ざらい。 灰な例 

合こﾡ山ん当 ・)の ﾡ頃の肉保にっい 商行っ 日hﾡTろは 

判上にﾡべモﾡ由"ら向取介&あろ。

PnpeERG - Scnvntr 日3っの寒ら州Wにﾡ担結*5乙分 レて条 

告して\ろゲ、 ﾡレくは記呼レていGいe

② K RApBERG Wn/ Scnihtr : Dez Ei/&up 4o &cuoic&.t

め ろ荘ﾡ｛点 しら かごみ>レ 加ロェて王 活阡 のﾡ

白 の

ミ 日

ぜ

力

にはの 短石 足間がﾡ止さ 不 &ﾡﾡす ◇ ミ 一 て

で、あろ。

«9 A.HvBEr : De PcvatuvoQ in /2 Scんy (ズィス の私石ぶゝ

5 c 〔ﾡﾡ04貝Y B って い るが/o«ﾡ»ﾡり)

ふ Dic Btccんメどいcuy シ4え cit 9wZ.a ..んzu&とsをた くﾡとほ(で郎

ﾡあろう

9ﾡや付ほ

傾 用

a密生演 甲

分、

Bediocke Go.&uゅ→ンイ / う$5 ベ /

. wxﾡﾡmロ. 日なﾡ者、ﾡG. (ﾡみ

G い

登当乙出. 低価

ﾡ物似ﾡのﾡ術価但

却. 歌左ﾡ少、 ぶ次の

む

Mo.&。 Q dpt GcCLuaち «o ユu4u...ズ-ocんoPd&:cAotPd..6x

Becんな 62 Candwン2ぞoc人oんる /7 Sョ/7.

③このﾡ宮体のうら Z73 /修麻 な W も っが線 林 約 色X'% M ヒ のど 

の日極公7? すざ6い。

①K.ABETz =ﾡ泳ﾡ天 s2$/

あ=の手突土評ﾡのﾡにﾡ協さE 土- (研) -牧め

ﾡﾡS用い て各易に証用さりう る。

9/ラ今 年5 日 ③ で、の グュート バー デン にふワる ﾡ浜樹ﾡの 価程 

お指数(m eFみ消/。 の/8o%であり ・ / 25年 の状=らみよ *っso

私の寿いﾡﾡ野的。並係個へら甲らかに©う:こG .合超尿金 

gみ入余別とﾡ収協にら. 今日示巨しぼしげﾡげらiている型床 

不S不刊に寸るようgﾡﾡは存在し8いということであ々。 てレ う 

引銀に次のようらものであらとﾡわる。 す6ら、 %あるいは

位渋ともつ登8にふいて、 6木ﾡ価ﾡ(5年 /日)& 

姫準こると. ﾡのは入余利と紀牧をは根条のとよりもﾡして 

天で予り. 紀収をﾡして円試少ら土ﾡのもこてもこの型&が混4 

ろこいゝここである. 経験的にも知ら山こいろよっに、 その全そ色 

ﾡにかいてふ林制合のﾡいﾡﾡは浜林割合の3 く ③いﾡ宮でﾡﾡ 

し&いﾡ啓べて今日一般に石利Y8つている. も らろく向ﾡ支
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正ﾡっ死ﾡ的に開らかにするﾡめ にB= リ 広ﾡ団点殊切9ﾡﾡ 
ゲ家である。 二の場合. ﾡ左力価ﾡよりも同ろ"にﾡく安ﾡる 

木ウﾡﾡの番5ラえろこ ﾡ8ある配及守定仁:甲門さハる 

下うろう。

ﾡ系もび卜ﾡ系かっの担収入夕びﾡﾡにぶいても ォコ次スﾡ

の銅ﾡF比べると. 平向すﾡﾡネ曰るし、ﾡっていろ:ロ 

いえ 杯映にして琴ﾡ日ﾡしくﾡくる～ていろ。 ニの=とけぐ 

固の希署2回の土マこ ・ >ろ限" 走足7う と い う国下そ考的郎 

銀ことも注逸さるべでであろ. しかし . 二、こも林ﾡ5目刊こ古 

る例介・Wえに山缶久ﾡ料Nのよコにﾡぶ口口不ﾡ当こあるべﾡ案 

にこ.ってほ圧左力のﾡい土H三示して み"rgっぬ, さE不ﾡロ 

わいt的う小、のﾡ宰B工条烈料こしてmエミハ 買産ﾡ口比べてHして 

こゥに号ﾡ品べぶさiあと"う二こもに型し、ロくうらい。 と 

くに木ふがなﾡ 就. 人問・ スっ. 合成ぁﾡGごににﾡ的に7工さ 

ろ受合二である。

忍ﾡからのﾡ夕び紀返去Y休余の*Y S像岡 Tる 二 とロ 

ﾡ条政系・ ﾡﾡ改緊反びﾡ君の土山刊甲ﾡﾡ委料にヒ～て 大mG 
もので死る。 長未生ﾡ刀の位い+地 (こ<ﾡﾡﾡﾡ源L 土F 
あって・ 領保も愛く・ 及ﾡら及い頃ﾡ地にある地でﾡ野) に対 

3る二程の研気とﾡﾡこいゆげgらぬ。 かゝ る土ににし 

て初ﾡ占ろ程ﾡに3でﾡ系のﾡ約にS進めるのが目的であるか. 

あういほふﾡ杯にマろべゝてみろへが天定さげQらない。 = 

の場合Eと 之 他 の 臥 臭 --- V く に彦装5ほ約に? みの下こ分8物ゅ 

ひがみるどうか・ 手&対にﾡﾡ=際 レてぷ族引の刀ゲ十分刑 

用しフくさているかどっかなど —— べ呈零であろにしてt. か、 

多次ﾡをふるモめにほﾡらtるごS紀及び恒収ぬ. 入余剥にっI 
てのﾡ宮ﾡﾡ的公ﾡﾡによる十分ら延ﾡづヤがリ甲ごある。 ほい向 

二の星零8分ﾡで収ﾡ互が全く 8さgへっ ﾡYいう-とほ . ョ 

二こ不ﾡﾡふ二こでめる。 ニの/回は. 林業ﾡ宮そ芳学名ビm 
でも、 3Eﾡﾡﾡ営ﾡﾡす毛ﾡウでも、 の)ﾡへ8ﾡべ千司ﾡ

・ -119-
• ▽. ﾡ石のミん新8天国穴によっての可ﾡであきと"う季 

・ J ら土のてあろう。 私の研ﾡ峯にふけるこの方包マのきのぷ 

条的ﾡ重に っい てBエエマき及し Eゲ・ ニ下姫いて 詳細6系統時ﾡ 

n=ﾡまそﾡ手手ﾡの思内家こ天司で行うことE面して いる.
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夜合展家経宮に おける展業及 

び林業か ら の 又益と所得
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が・ 在ニの祝反自通 /o.co。 ～ /S.c0o マル7ご2らてIろ (もスも注

hioo7aこss 〕。二の合. こう系でもちい二こビゲ ﾡ策ぶび 

休氣力価ﾡ的3天ささEけで"く. 自点的ﾡﾡ的立に起じてし 

くﾡ化Tち牧をも向ﾡゝ4". 例えば+分g湿愛1もっEﾡ料 

ﾡように. ﾡ系ミらﾡんど枚きちもﾡウゞ ﾡい土ﾡべﾡとっ 

て頃十分牧益Sあクろ. というにも注文LgけWgららい。

以メ下バー デン ヴ ユ ルテムベル?州にﾡこと

旅求 と生次に
/ ・ ﾡﾡ益 Bュイ?z&-: ・スかたの

登路尾及 び条浜博 Dュバu.91&::uんgnwunt し;uイ

Fouレンしouun Komwruo;L
う- 分所得

u. 紀収を

月&.cO2in &o 
&1u2&Zu03-

そ ン/.

息 表の基股嘱料として lさ /ラ5クs そﾡ戻を 松っロバ日紙営

Gxn&nt ヲwっic の政但こしらvに。ﾡ査んa当 I 8cc マルワ以下 

の- Eクtイaitow.oz Sもっﾡﾡ宮下岡にし己べ. ニItはこめ 

層 F 林 也 化 の 固 汲 が 取 & 笑 く 現 れる、 睨む 迎 た か ら で m 6。 夕s7 
年杯むマベーデンツュル テムレクにっ て ,る と. ﾡ日愛ビ尽 

び微 -ぷ羽作手 居京 対して 口ホ 当り zc。 マルワ以下クﾡ一価価S 

もっグループレ"うていな い。 当ごほ甲つ"=のﾡ-価館 

群がﾡ別66割てﾡしているからFある。ﾡ=てﾡう風呼で甲 

師ドイツク報作-A料ﾡ営と将ﾡ係-教モﾡ —— 二らにコし 

ほ/タタア年杯習の枚個ゅらん当 ②0マ ル?以メ下のﾡ-G 
も知る ミ こゲでミる --- そも引さ入4ﾡ。 緑勝で甲堀I日そ官 

ふは品ﾡとるに足らぬtのマあ" . ﾡ駅放個に5ﾡにどﾡ番5号 

えこい公い。

ヨiていEYハシ=とである。 次ﾡ反びﾡ科登営の局合がとくに 

そうぐある。

-125- 
ﾡﾡこいっ Eもの が存在しS い。 私の所ﾡでほジュートバー 

デン に R口る以み合ﾡ8ﾡﾡについてこの方ﾡの調ﾡ5行っ日ゲ 

二ほ示だﾡﾡしてふらみ. 茨にず◇り. 惑にきテャ/に 

「至営モデレ」 <甲いEムﾡ計ﾡ"方云にぶろほか8い。

] そ・次品

杯吾みﾡ欠み銀にぶワる受色に缶にﾡ金ﾡ営次入反び非ﾡ金王 

収を5宮含する。

a. ボ 柬

各+他列甲方式別のﾡﾡん当 りそ宮収埼はx/ ﾡ下示さIる。 宴 

自 政 卷 咯を鹤 年 棒 が 5、、 ごく &ろに っ ほて、 キりﾡ約る呈座べGミ 

t"っ頭入もえ 3結県 かなり ヽ/とる. かゝ S8ﾡ条でほ甲 

つ型ららい・ PhpBEK - ScHiHLr (5)お・ /委考年戻こと→てふ杯 

あ合のﾡ下 に伴杵地ん当 のﾡ汚坂入Bﾡ加すﾡ=ゝSﾡしE 
ゲ. し"し ニI"らはﾡ色収歯にﾡ1う処n何さ ゐ昇裕も引さ出3こ 

とほでミない。 こ"うのにﾡ調ﾡ与ほﾡﾡﾡ台のいもの理. 保祀 

性2号風し&いミよ ・チく 不Eﾡしﾡも知ないからミあ 

ろ。 欠原にロ=と反対浜ﾡ面稿べﾡすう につI て 良氏ﾡﾡF 
ふ口aん当りの至営収奇日通向すく aってくもみふある。 わわ 

ゆの比t勲号索ミ林ﾡ品みﾡﾡお玉に判"ミaて *林所石ﾡで 

F s る勛智 W 瀛復せ ざる ス得ぎ かっ E。

r /浜に よると飼料作を営らﾡ当 り の登自収益=ふ"、ﾡも思く 

a ,こ いろここゲ知らろ。

*/ﾡ

/ア$ 7-を 耳 のベーデン ヴュ しデ ムベレ ゲ 州にかYるﾡ及 

ﾡ t 私a当 ・) の正営施

だ当 ・) gc0マル?リ下のﾡ--価但'

息 を 林栗に関し こはﾡ念下ゥ —— 炭まに対す る緑書の4ミ ---  正
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- -- -------------- - -- -- --- -- ------ .

偏料委ﾡ

(帳作- ﾡﾡを宮)

翌- 開祭そ逸

¥ﾡ平島

～/o^。 /0-2cacイ～ 出ェ方
DD/-1 DM

ノジタ/ //2 /◇7 //3S
(ノダc?ン (/ジ/) (cラ?) (/ラ2$>

94 /う4/ /P" /クP

(/45う (,グ2;) (/"08) (/$?>
/ライ

休末(トシヒ.V=o): ZuEftD*$e - D卜 = / /4
り 桜の平均税一ﾡ個ん当1 d'。 -4ebi1 -一 2 

バーデン ウ ル テム しク の枚但がるく 甲師ドイソもの

料: 営系: /ク57杯者 秣 策： 假 昨% H” トウ J 太 正住 集 後 公

ら 算 以. dqz cc=vfwB 正常ﾡ去によろ フェストメー9一 当 り 

平ﾡﾡ上ﾡﾡ出の出ﾡ久として トワヒの4級ﾡ『=ﾡなの/。% 

こしE。

♦ 杯 -

ﾡ宅モデレY し て 正の 会級配LE も 5 ・ ヘっ ジュ - ト バ- デン 

の平向的8 自系的ﾡﾡ的立にある こ式ﾡ体S仮ﾡレ E? このﾡ 

合宮系みほ本も命 (全ﾡ同型ャ. 貯蓄蓟曲. 非生ﾡで艦) お浜正 

茶統の砕木ﾡﾡにﾡﾡす。 研和こレてはトウヒバ送げLEず. ニ M 
お山地のﾡ京休にﾡいて 押系ともさわめて ﾡﾡg 段第0〔駅すルにﾡ 

していろからであろ。 ジュ ート バ-デンのハ砂石ﾡにみりろトウヒ 

»製合ロ. (収盗にすいこ < gく とも ことﾡ-めﾡ個こもっ日 

モミこ合ウて)各杯の%に夕び. その8%ゆ年生以下のぐ% 

昼すろ。 ジュートバーデンのへ私ﾡ杯調ﾡの際・ 防ﾡ評ﾡの及剛則る 

汚星して 内ﾡにﾡ定さE /o.コ Vf く /00年 ﾡ詞の平向成良ﾡ) 

の電位べ平向収ﾡ根とし てﾡ定ミE。 平ﾡﾡ瞬Yレてはジョー 

トバー デンの小石ﾡで否さIたﾡﾡにぶ り)0年と可 る ミ とも ミミ 

ろべ・ ﾡﾡの状ﾡマ nee 年ﾡﾡと大体同じﾡ長量そレﾡらすで 

あろう。 この5うﾡ夏ﾡうえに立っこ. 利甲しっる成炊保吐ﾡ 

次の°くにふる。
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○ス当 1) の)事 ﾡ フェスト メーター /0.
硬上クﾡ央/o% 4

氏ﾡヤ割色 o% 4 &
区っミ成れみ収裏フェストメー9ー スu

リ雰とふそフェスト*ーター当の平ﾡﾡ上傷の史ﾡIら 

不修 痂 話 ゼタ < J) 農建物と口翼って いら5るしくﾡﾡす今日めに ・ 

非にﾡミあら。 /ラ$?年ﾡにハジュート バーデ>回有杯に上け 

ろ"ﾡの段ﾡ的トウヒﾡ校で相女» コes%得う、パレプ内でに 

ン。%であっE。 ニIに対し /s:とチ 全汚ﾡﾡの許ふパル アN 
ﾡﾡらはﾡなハ >s。 8ミあっ。 したび～てこの2任回にﾡﾡさは 

: ミc% パルズて ほ»%以上のﾡﾡ下毛がじﾡミとに8う。 

しいし : ゝこ.注好しろロなっふハクに. ハ2$ゝ年 kにふワ ろ不ぶ缶

P就 刷 •計除X 曲. 不校品非彰に上昇していﾡこ"うミとミあ 

• - ハラクチs K\ﾡにぶいて木ﾡﾡ相べﾡを ・Eと部かっE 
に も ﾡ得らろ価ﾡらだすべミあみ。 と、、ムの白影 

っ< ヌ日間ﾡ下ﾡはにﾡ«ﾡﾡに そEけで○< ・ ﾡ直的性 

ﾡみも の 砂ろっからで あろ。ﾡ係ﾡてﾡ何しうるﾡ上図にﾡして 

田石杯と同- "ﾡに性し G ・ ニと公皆通であ、 木ﾡ屈ﾡの計測 

当 こばミっにテ生ﾡ生計に入峠ふけIげGら. レ ﾡがってﾡ 

- 評価に nnろ い 夕 正常『ﾡ RとんCs と乙w.cnら。 voイu.u W 山 M 
ゆ方表こLて問い 去E余ﾡク平向フェマトメ-9ち"上ﾡ。 

・ﾡすらﾡ合は. 届数の/9。%こ定しﾡ。 ヘくレてフェストメー 

9当 り カセ 上司 ほ 火の 如く 気出さろ。

ノ?0% x«。br«x78%ジ........ = $?8Pm

用0年「に対う る 飜 匿的 正 ..........  = c8Dn
、 s6.oDM

林 穴 利用 加% 訳 注 話きいに) イa 白ﾡﾡ次位は 一 割 ﾡ 
m反び狩猟から ﾡS麻さ —— 74fw* s4.oDY= uuDr1 ・公

因か立他で・く ご に向屈とふろマ蛍Kつてほミわめ
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てﾡきて\8い。 甲故の8右び仏く阪長運いﾡ乗ﾡ くGT 
くァ にとくに変ビしく. そハ牧ﾡトシにみひそからにしか 

当うらい。 •

C ﾡとﾡゝみﾡ

ﾡ末ﾡ区板を日.収権に分"てﾡへのトウヒて依にしても. / 

みが示すよ うにんかららでみり. Rﾡ子色りﾡ仰平向とﾡ み - 

ﾡ条ﾡ宮収ﾡのこ若干下るりあのマある。 杯余にとって累も受ま 

1己ﾡ保ほ. oitわの写ﾡにみいて とリワ翌等字20A上"ﾡ 

料Eﾡ —— ・< = >マに称地ににﾡしE土地べ同路Yらる - 

こ比感しE場合にあらめろ。 すgわらﾡほん当ﾡ不ﾡ牧ﾡの 

ﾡ半分て産成 していろ。

しかし8がら戻沢がそ営登有にとって 口. ﾡ名d牧と台体ロ 

皇翌マ9い。 工しろﾡ巨牧ﾡ"ら※生するﾡ官所ﾡ 条ﾡ町問・ 分 

は所r円. 並びに紀ﾡ監"大ワ"八であろ。

注の ハタ:?4 日/0日 フライブルワ ベ字にァロeドイ ッﾡ合の研 

m空都で6会炎この品獅

③,月系土ﾡ甲汚式のﾡ畑るﾡﾡにつ 、I ミ ・ ﾡ至 &ﾡ索さ川 

い。

③ ジュード バーデン P'円に\ てはﾡxマ行っ小石称断によ 
・

I. 平白的弓収紙べﾡら川ていろ。 ゲバ ーデン ゲコルデム べ " 

の小私石 林の 約羊 分 ンュートベー デン みろ。

②4振の トウーIにmすろ冊笠
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に 示

わ

グ 3d。 マル 以く下 一 価置八 も のにつ い で で め ・ ゲ. オ a
さIて いる

フマパ入

D II) ﾡ色

米 ※ にあ,

J る ・

ﾡ

モ デレ で

て けﾡNﾡも ﾡど 択ら

ほ株地んい当 の王老所パほ次の4ロく

撃昇役

の系可F <feadlw.oxc&-fL&ickx ヘu夕/&ic火 ) b 生 消 林" rv
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ﾡどのﾡﾡﾡゞろとﾡﾡ所ﾡ口ﾡﾡ脅ごﾡﾡﾡ甲ﾡ手営収ﾡみっ 

ﾡ引いてﾡらろ。 家族町円を出すﾡめにに・ さらに他人分ﾡ く社 

会保除反び把物勝区の価ﾡ5含む) がﾡ引I8円IGら sい。
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林地!んへ当 (
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内マ骨こ地ﾡほバーデン ウュルテムベル? ﾡ称の女個2甲い・
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さ らﾡ民ゆ的らﾡ次三色八ﾡﾡﾡﾡへっﾡし。 $にゝヤろ 

内ロ (読ヘは. ﾡ品ﾡﾡﾡ3ビン はﾡ不にべ山こう =兄っ9t 

シのである。

林 菜 W お家引ﾡじ%であ々か ・ ・ たき/ レ" マル7ﾡﾡ旅丘 

に河して. ふよまイヨりぬ.引マル7とらろ。 ヒニうゲハ$4日/ 

日ら徒ﾡ上ﾡ oovcマしワ2部8い"色 術税収務を課

*2&
バー 7 ン シュル テムヘルク / アチク/3 耳 た；• D も JH 也 G ハ し ""ん自 

りのを白ﾡ・

ん当 り め統-価Q み20 マ ルク 双 下り

営索平均 今

* 〜/0f4

Pr1」
ク-・2cん 

Pn」
2c 4 -

pr 1
W 平門

: Ai科そ目 4 " 44 g 7 s44
・ 2■クレ 7 り22

(製作一毎片作を目) く4s4ワ (soシ> (4 7 ($j4 1

' 彼-母市そg ク/ $7 (83ン ララ

ク0シ→ _$8 一

(ﾡﾡ作-級王宮) (ワワ7) (448) ($94) (4s0)

­  *=マャ = - ==*=**---- **= • •-* =----***--**-=-- ----.--

、ﾡくトヲヒ.ﾡ代瞬0年) "/aー 3d=Mク3

り)茶の平内統一ﾡ区Aさ 4/0～49oD. ーコゝア・ダーテン 

swレ て.itmし ﾡﾡﾡ日ﾡ予ワろ欠尽ﾡ択mGミ少る 

ベーァ> ウaル テムべル? = x 円 ろ ・ク5クイs ﾡみ部ﾡEベく たラククタ?

ノﾡドイツのもの 一"> 2o ～$。 /a-*〜 ---------------------- -----* -------- ------------------------------ ------- . --- ---- 

ダ料: 才/ﾡ&ッよ

に天ﾡ上シ ら 2o0o マ ワゲー依に左麻さi ろようにa っ ていろ 

ミ ヒ & 秀器しなけげなうめ く/ナタ4/ル. タ の 取引税表ク改正にド7 

ろャク次去. BGBC./9$4.S?8?)。 二0ﾡ定ほﾡぶをtつﾡ条 

のへ例分卜にA して 該ﾡす ろ◇っ ・ ーﾡの引にJ ～ - 取引税の 雨書 

そ/A当り3マルワY仮定しe。
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C・ ﾡ宋こ茶この休致

系ﾡ者所ﾡに息ﾡ当I4ヲ～77ワマル? (平向 $?& マレ?) 

マある・林ﾡ委官所ﾡ37sマルワ. し白ゲってﾡﾡmﾡ5K 

兼モ名Hら 〜 こあり 平向でにふミ*なとSろ。

I、hにと? てﾡに因じのあろ20くa 以く上のﾡ料毛ビYﾡﾡ 

すると呼ゞ発と0る。 レかしぶ地化べ内向国ヒ8るのに地係的にも夕 

画上ミも2引9い土を くいる限刑次ﾡ) うるという:と 

Sﾡﾡす小ば・ 休Xにこっていゥらるしく石利合ﾡと6り. ボ 

同段求ににしてﾡんどﾡら6いであろう。 二の伝定日. ミ私 

研室ミﾡﾡに西ﾡしﾡシュワルツバルレトの   僕糸的にほ足きu 

Gい江宗件にある ― 我次 W告マ•カ 藉 察故 也 ウ、らる 態诲 守 う こ と 

べでミう。 丁Sわち以余登営所問に林ﾡ刀*45ﾡに下ﾡっている 

のマある。 一

I. ﾡﾡ力甲位当り力委各所ﾡ

週求手宮ハモﾡ呈所受らﾡ前するためにさﾡの力 ﾡに当 り力 

登宮商付り ミわのてﾡ零、ゅろ.

*ョ&

べ - デ・ンウュル テムベル? ハク:"メ2年 に おワ る労物 カ 位当の工宮帰 

メ当 り -価 さc。 マしワ以下り

/。 た
DH 1

/0～ッ2の / 
Dr

のん 上
Pn_

ダ 町平ﾡ

コ 74 s ク2 «228 32c7

( , ンS ガ) (4e s) (4 ラ 8 ($s8)

38/5 >4, (3 s / 2)3 う42?

c ,み (ク。) (4o?s)う (447)

； S1王告

¥名)

書一ﾡ委色

(殺仮- 関ﾡﾡ色ゝ

ﾡ除平向

休茶 (トウヒ.ﾡ代岬年) シ 3 * o = /^う"e

り ﾡﾡの平対-価価イa当(6/0-620マル? 一2パーテンウュルテムぺル?0

政｛s欠くﾡめﾡﾡドイツのむ 一 この〜$oa--ーマ**® ・i....〜* • ・ ・ ・ ・....* ・** ・.*-〜+-〜ム〜*。・ *.- ..- .• *= *** =*辛***.**一 • ャ* ***〜* ・・-*ーー

: /役をよ
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ﾡ切ﾡﾡ位当"の登き所阿日*3浜に示マ。

垣常的S5ゆカみ早置らバー デンツュルテムベルワ 画有ﾡこ □ 

味旭ん当 ・ 労内甲 位と 8っているが. 二の攻日わiのミデ 

レにも大体平当す多であろう。 しEゲってﾡり7早也当りハﾡ営所 

ﾡらめわいのﾡﾡモデレでロか当り う?4マ レ7 X ク=/ハラ0マレ7 
とSろ。

c. ﾡ茶とﾡべとのにﾡ

労切り早位当りの王ﾡ所得日な紫にふいて思挙のﾡ5* 引ﾡこ 8 
っていろ (平向う47ラマルワにぶして/ん う。 マルレワ) 。 三F杯ﾡ 

にか rr ろミのて 伯いﾡゆﾡ約度少らﾡ西さ う。

二のことと図型レて今一戻んヨ りク王宮所ﾡにだみうっ。 ﾡ星 

巨所得べﾡ末のそににべて Eこと伯いにしても. 杯ﾡにアmるん 

当りのﾡ色前得日わマから分ゆﾡ入盛でﾡ成しうみことに注ﾡすべ 

ミである。 二Fより紅甲ﾡの力ﾡ秘入しなくともﾡﾡのﾡ受べ可 

ﾡこらるのである。 .

限に査ﾡの旅ﾡにあっ て 日- すで に函べモように - な 当 

nのみ茶ﾡ官所ﾡBしげし ば度様のそにCﾡ1ろでﾡろう。規,粮 

み,ズご いど茶受営ダﾡ己のﾡ界ﾡ益地るﾡ化し Es ら. 従系こ 

日妥って 同-のﾡ宮得べ包己のほ浜ラ切カク &ﾡっこ らハる

シに今. しEべってチﾡE各委 秀的*ﾡ—— 家次町網 —— 日T 
9らる しく ﾡさる ミこにgろう。

こ し"レ・ 林茶部口へらの道当6ﾡの登宮竹ﾡに. 山休の店成 

べ突成しEとさに始のこ手に入ろミとでSるものであり . その 

とですで何ゲ9さるべSウという 向1超べ足って く ろ。 二の向ﾡに 

対して同・ 残価しﾡﾡﾡのﾡ約的ﾡ官よ"ど茶ﾡ啓mﾡS返当に 

ﾡめるここがミさるこ"う ミ とで呑えぢる。 ニの=とお ジ.ュ バ ル 

ッベレトの多くﾡ名に万いて看取さろと二つであろ。 .

しかレ 町化が向透とふろようろ工地は今日す でに休肉代Y5っ
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ていらここしげしげであり ﾡ次上=ゝへら4阿8るﾡ糸ﾡ色所 

同も円らハていふい。 の自和甲可ﾡ8木ﾡのべﾡ(回) 引で8・ 
は如によ って . 如0何6らﾡ宮収拍も対足していSいこニカのぶ 

ﾡとﾡ税目甲が※ﾡ1る。 この8かてもとくにャﾡﾡ(ﾡ太ﾡ甲) 

が皇零であり. *山にほ天ずでによI欠ﾡ>い・ ほ日/9$? 
年みﾡﾡ計画でﾡめて 運用の叫へらう至ﾡさIて いるぶ う8でミる 

E口点配囲の5的ﾡ助ﾡである。 さらに如ﾡ在ﾡもﾡ当のっ 

にﾡわいる く例えベーデンでほ・ 前. だに対してス0向r 
ﾡ在除べﾡﾡるさハ、いﾡ) 。—— 今日か> ろﾡ味口な々にまる を 

-品回の強ﾡの思正が月ﾡさていて ・ 令と肉係のらい系のﾡ 

ﾡﾡﾡY同げﾡASもつものではみいが - ・

今3ご5族ﾡカゲ十分存ﾡるへあらいは+分以上ミある小至 

ﾡの場合. 台さの同界収ﾡﾡを味ﾡ化する同思口そﾡ官ﾡ的に判 

商さうでこ8い, 有利G開糸の可ﾡ性べ存をしGい合にさ林 

化時綻しないのさあろ。

バーン ドュ ル テムレ? j' 林 野報マ示さ て ろら日

産的1非生産師- こもこにして ﾡ出は る 乙林木へ当I
そ»ざF 二 で 2“ 日向翌 2雄税する

正 /

心心用 こ 伝う 小、「・ 名=っせうゥ/a以駆とさ山. ③

ﾡ1位がル野こ Sろうoく に つ い 13 ダ。 6 労 げ

3. 方サ所円

ﾡの超ﾡにぶけるﾡゆﾡ同Bﾡ色ﾡﾡ"ら報下ﾡ本にコTる島 

当8和多5ﾡ引いﾡしのそある。 しヒゲって分のm得らﾡﾡﾡ 

うら5程9分がﾡのハンにﾡﾡうろかと示1も のマある。 初 談 

ﾡ本のﾡSJかGくﾡすろといゝ二とは、 ミMのて田ﾡでめるひ 

ら. ラ所岡a. 登ﾡ所何とへ祀牧書べて.ﾡﾡの基証べ不確 

か③もクに③る。

I. 殺Hらいし杯山んﾡりﾡり町ﾡ

Q.根ﾡ
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炭姫ん当りの市り&ャ4ﾡ示す。 二上H甲し うる▼料 

へ存&しらいEめ. ﾡ科そﾡこﾡ一W西係ﾡ回に同工ろSﾡ 

写ヘっ=。 ﾡﾡ前得のﾡﾡ平向はかﾡりい72マルワ である。

*«&

ノタ$7な 耳 バーテンシュルテムベルワ にみワるﾡGゝしﾡんい当lの電 

f当り統-ﾡ&rゥマルワ以下 り

毎料そ呂 4424 /4/ 320

ﾡ-ﾡ新作ﾡ宮 sクョ dv3 - $o8

ﾡ求平 "ワコ
杯系 くトウにﾡ項0年) 3ク9-Seパ0x3す % スハ

り 恩家の* 用疣-価他秋当り 6r。 ～ 470 マ ル? 
「«. ......「 * ・ * *一 * 一 *-〜 - -- =--- ・・-- ・・* ・ ・*- ・* -

料: ャ/云こよ

. 称 末

系にみ「る利ろ願求師分の界たお哀茶にふけるよ り もﾡへに向

多い。 うららﾡ茶のﾡ合小ﾡ ・などご通常麻木 ﾡﾡの緊こ 

収盗団がいららるしくﾡろへってあろ。 /235年のﾡ-畑ﾡロ、 不 

ﾡ砲のﾡﾡその他の理由でﾡ坂を価口対る宿ﾡこして は同 

うミこがでミら い。lう1わフ1のそ旨モデルでﾡ記的にんA当I S.ooo 

マレクと算定. し. ﾡ君でﾡ茶に用いらﾡと同様のう発%力利う年 

2こItにちてE。

手名所ﾡ な旭ね当り

和 す請来部か see。 * 3 ダ%= ・
3ク8.マ んク

46 ・
/ユ ・

C. 模糸Y林ﾡこのにﾡ

杯案にお「るﾡ当りのﾡ所得ほ段蒸平向のその約キ分 さあろ。

cん以上のﾡ料ﾡ巨と比ﾡ了ろ と ¥か以上z Gる。

しかレらゲゥ利ラﾡ末師分の出に上ワう千ﾡ欠住-月昼Tると 

= にﾡﾡﾡらﾡ味&め こ 何G・gい Sあっう。

I の"ﾡ当のﾡり竹

ﾡりカ 甲位当り の労得口ﾡ区圭済的広気へらるとん当 ・の 

労の得さ もら岐系い。

請ﾡをﾡWのﾡﾡに村T9引にカ当りの分所ﾡ才5浜に示さ 

tる。 平向2.8す0マ7とG( ・ ﾡﾡ規ﾡYともにかG" ﾡ大する, 

ャs浜

・タナ?/8 耳 ベ ー =、ンケュレナ ムヾルク =Fワるﾡの力平位きのﾡ化ﾡ 

/当Iのﾡ-個 $0o マルワ以く下

飼 料をど

(設-ﾡﾡそセ

-I財作そセ

(ﾡﾡホ- 段を名)

-/2/ /0～コc/24/〜 rDri| Dr1| Dm? " T i • - - -- -- - - ---- • -- • ---- --- → ------ - --------------------------- 
224 2?o/ う487 2ラ$P : 

(>ク$oフ (783> ?4> (2?sの 

うのジコ う$/? (23 ク,>3 2so? :
(>Ss?)コ (3s7 (/o分3 (3ssジ>

ﾡま平向 2sso
余くトヒﾡ断究年) フス*ラ。=4 34o
つり 汁ア&スルキ _______ •

ﾡ料: */ 大 2Aさ

&ﾡ

労り得一林N/当 ・ コ/コ マレク* 3パ= 4う4o マル7 (らめカ地団 

当 り )

c 度ﾡこ杯ﾡと力比ﾡ

ﾡ系にみける労力 当り のけ前は ﾡﾡ=Eﾡﾡ上地和雨 

方式別の平ﾡYべ白帰合. 恵業のュ色以上Y8 っ て いる。 ん以 

上J ﾡ料作ﾡﾡYべるとﾡ切かﾡ位当 りの未ﾡの前得は/7倍さ 

ある。 レかレ8がら二の比級のﾡ合にも利すﾡ求町分ヵ昇定び不町 

欠である Eめ非ﾡにﾡら川Pﾡ筑しかも らえるい。
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ﾡ②不糸のﾡの刀ﾡ任当 ・ ﾡ色げSに内 し て ﾡ甲釈Cみさ 
ギ e

・紀 次 品

紀牧ﾡはﾡ営収なとﾡﾡﾡ甲Yﾡであろ。 E尿ﾡ分の力の労 

ほ話末評分Sを太町行"う引く 二こヒって も円らる。

ん当のﾡ茶紀牧左に氷めﾡ復くであろ。 そ色ﾡ保の上昇YY 
もに紀収を5-最にﾡm し・ 0ん以下 の委き理保ﾡ層口みっ て は- 

司分マィ Tスである。 及業紀牧ﾡる祭ほ平ﾡするとん当りわテ" 

マレワにTゴない。

* 4 &

/アダクら入マン ュルテムベルワ =みろ 長m G いし杯ua也 ・刀*協

ﾡ ijのﾡ一-価 2c。 マ しワ

当 けﾡさ一ﾡ4 /s 3 ク〜/ど 8o マルク

Aa
1 DM1

/。 ～ 2oAa
__ P/1 •

ﾡ料区宮 - 4? T 44 十 /oS t ヲ

(先住-归月佳乏自) (-32が ' く-/) く コゝひ (- /7)

ほ一ﾡ新そ営 + "/ - " (Tララン (+%)

一 (-7) (+ラ?> (1*8) (Tコ5
ﾡX平 +/u !

ﾡ索 (トウヒ.ﾡﾡ西年) -〃“Xの.s = 1267 |1
+ s8 + 97 + 32

りつう*3浜2参黒せょ。 ス0～5oKa反び$o<aw上の平方 Aa

ﾡ料計;ャ/表をぶ

得ﾡをミめるﾡ合. ﾡ力欠気登営Mﾡドﾡさるこ=ろの 

記求務る段わないﾡなにし て 一桜にそ官収入のw%ゲーﾡ也 

除とさdtて いろ。 私の研矢ﾡでのﾡﾡ括戻ら7ると、 つ川L/っ I の

ﾡﾡモデルにほがあ当 こﾡりる。
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王ﾡ牧協 砕地当り /4マル?

ﾡﾡ天出 α/4*今e = ・ /ダ$ ・

・ 2サ,

c. Kﾡとな業このにﾡ

林糸の紀ﾡﾡはん当2と7マル? ヒ o ・) . -$?から+ /o8 マル? 

とSって ると 二っの寝や群会休Sﾡでして いる。 尽糸紀収造のﾡ 

術平円にし C に殆んごス0倍並く とSってい る。 りの目切へ 

らし て ヒ< に向ﾡとSる0ん以上の飼料そきと惑るると杯ﾡ5 

約35ワい。 ん当 /620マし?の一伝価をもっ20A以上時 

王8ておな当 マルワのﾡ収証こるり. 始めて休茶の*u 

S支魂する。 しハしGゲニの戦ほﾡくご目約合わGい。 円H 

作ﾡ営でほ杯化ゲ向ﾡヒsろ うS土如べﾡ任し&いであろゝか 

ら で» る ・

ﾡの研定記ﾡしにシ ュ ワッバルトのそ官みける成景示 

3阪りマn. ﾡ祀収協同通宅マイナスこさり. 一方 林 桑 仁 ま目 に 

ﾡ1る便の起牧証5もたやし、いろミと知ゝハる。 この=と次 

のミと. すふい5クマ7下のや一何ﾡミあっても. シュワルレ 

ッッバルト でぷ志っヒコﾡ手ﾡ日. バーデンブュルテムベルワに 

小ける王由の平ﾡよりもヨ b りてﾡるハSいﾡ件下でXﾡ玉営s 

け 八 ば な らう い. こハう二こンﾡさる.

一方にFい こ思ﾡから. 他おにみいてﾡ家から度母コ山るﾡ牧接 

も忍衣王ﾡ下とってﾡ等Sものである。わ川のﾡ所穴で、 A 

当りのﾡ営MﾡでB戻ﾡ"杯糸にﾡるべ、 ﾡ収依でに*ゲﾡ8 

る —— 祀吹強でにミnめて ヘミﾡをも って杯べ石利Y8る —— 

-,シ字気づ、 未炭ますに、、Sへ可くらい対ﾡ水入登し 

吐零としらいこと. * し、 ニのガﾡ入ﾡかに\報酬をﾡるこ 

いゝことふら説用二にる、.

二のﾡ証の月的とて ろこ ニラ•ロ. ﾡ米にﾡさIR段ﾡS土地ﾡ 

当紀証S可ﾡららしめるﾡﾡ、 玉 終 折 间 で 直 ご M G 限界 内 6 

及地を杯ﾡ化すろここである。
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ﾡ出さIR主らデータ 

ォ

・タ57チと 王考野度の～ 

か当n の統-

&*7
7

-デンaル

価価z

表で編ﾡすろ。

テハ ペルワ ニアFﾡ
oマ ルワ く T

:セロリ至自改注 枢* 二 ﾡ茶ッ

(20A以上のﾡﾡそﾡ = %)

ん当りそﾡ所ﾡ 秋 ﾡ ・ 丹

(o上のﾡ料作を宮 = 彩)

q各II疗衲用用 林 ﾡ /
Aa当り岐ﾡ 太 り 20 ﾡ
( ヒのﾡ科翌色 = っら6)

ニニ ・ 3 自

うの力 当 5の所ﾡ

でらﾡん忍林系ﾡ合で条会色にふけら面ﾡり9ﾡ合& 

ﾡ並びに株系2色むﾡﾡ三例にこってﾡべて お二う。

さて /万9いレ/ 万5千マレワ く平月に500マルワ7) のﾡ名町

琴系コろ こ ろ3らば. 飼料作ﾡ色で い し米手きみけろ ニ 

の三宮同□. バーデンゾュルテム ベル ワ カ ,957人8年 ※年ﾡにJm ・ 
ろﾡほグﾡ果2もこヒして氷3愛めﾡで価ﾡの組合はそ作ろ ニヒ

によ 川達成さる。

紀許の飼料ﾡビにyいて ・3/.$o。 マ ルレワみﾡ巨所岡Eるクに 

コムがゆ琴とさろ。 ミらに%んがﾡ零こ>ハろ。 ごらにﾡ-ﾡ 

料 保 空営に っいミﾡすうと28ん9 町杯-爵ﾡ(ﾡ啓て日んの品 

ﾡこsり・ 再ﾡ仮-ﾡ作ﾡﾡにみいてﾡもTく3い面ﾡ (A) で 

足りることにらる。 しEがっ、飼ﾡ低そ営で得らﾡ面ﾡの細合 
わせは委依-ﾡ月そﾡ反び級RYﾡﾡﾡにもふ> こ予当引 る.

浜林の場合ほ3なて2%んﾡ料ﾡﾡとほ-の 受息所ﾡがうハ 

ﾡ合ﾡﾡの品ﾡﾡﾡは 二 の ﾡ1ﾡ個の中向に位 3る。
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*2ﾡ

/アS?$S 受ﾡ度っ パー"ンツュルテムルクッIにP ・ 合ﾡ1x生空反ひF素

毛色にすろ可さ 土rみメ 合せ

A当 ・ ﾡボのﾡ-品｛&0oマレワ以下

民 x E 区m ペ生セAf gp系EENTN
ん当" 統計 んnきり 链計DM f P卜 D1 計

_P 余
6料下モﾡ 2 437 約/5c。 - -- 約んso。 4
日をさ 3 うク8 約.2 ・/2.$oo 2 m
混合-宮例 a S• 4wu 3ユ。 ,« うク8 PkR ・ /5o。 34

・ 納 く /。 4ot xosol /7 クg kっ4 ・ /.52 2?
, こ / $s4 &v2e // 372 4sS ・ $o。 28

紀牧を絶計 ﾡ切力当りﾡ営所問

ﾡや作三宮 フ.2o8Dm1 4ワ22DM
る林仝営 8277 bn // • Dm

ハふ杯モ営の場合民も 話< S ・. 3んa*コ4?Dr1
= 477 pM1 二 1に対L て 太4/A*/o8DY1=ス8c8DF1一 さS
・。 合手ﾡら 二の)両価ヵ向r百己了 ろ。

内方甲位当 モきも与ﾡに祀杯条王きべ減もﾡくて 

/ョoDr . 保床にもﾡら飼料を宮口4728ワM1で原も , く sい。

海林ﾡ宮ウ>つ証にも"、わらテ 紀点休ﾡ宮:ﾡ取し 

ら に十かる矢林制合5世話らと\ うことは慶ﾡ政ﾡの目ﾡでら 

ありﾡらい。 しかレ面ﾡの担合はふ送択する原ヒE・ 家浜ﾡ町力 

ク物きﾡ Aとな 名らシてこ ゲと く口向屈!G っ、< るs うに選う。 

家ゝﾡ営にPワるﾡﾡﾡ ヒW界にっいて 挿 H.BERGr1ANH (u ) 
も論反していらが ﾡの語面によるとﾡ-の土だ和用汚式て asく S 
労り力てもっ場合. ﾡﾡﾡり及如/0から 2;4 んの向S云動すう。 

ﾡ*て. ﾡ茶ﾡﾡに休を府加するニとぼ占の労ﾡ配かに次レ

て何ら回避ももﾡらごSいが追ﾡでさる。ﾡﾡY麻点のﾡのヒ
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-7色致しらい"らである。 受ﾡ休木でほ —— F労2除s —— 
は手にﾡら程後ﾡﾡしてもﾡビ不和生じGい。 を5るﾡﾡカ 

及 ひ, 冢希ヤ看被 6 5 尾引り 2ゅﾡ的にうヨく 刑甲 ろと\ っタハ 

・えぼ. ﾡ条Yﾡと"ﾡ合は属ﾡ毛色に戻ﾡ2附1る5"も石 

印と恩のれる.

注 ・ 7/イx 三沼ﾡ2〜っ E/ク◆ツほの紙営にらﾡ空ら デー ワバ 

。 < / クs4チ7 そﾡﾡﾡに財る命ドイ のものであろ。

名 送

い き涌調して モ向ﾡ群にら系ごﾡ夕の向風沢べ色3いて ハる こ 

ヒE 私1分永知している。ﾡ大甲土ﾡの運ﾡりﾡ*理度 

&ﾡめ、 っな汎に80つつあろ。 したがって息糸及び林果の收由 

と所ﾡべついて広く戦所字し. ゆ零とさハるﾡ色ﾡ斉的0見通し 

&伴今ニヒゲ非とも界マあるとﾡう。 二の際大のGことに属 

茶及 び系面石の研ﾡがﾡ坪に大同づる二と である。
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んも の統-ﾡべ8ec マ しワメ下の戻茶王ﾡS対象に - ﾡﾡで 

5 ハ957年 ﾡ阪県にもとブさ、 E沢でさ基正&ーウに茶級 

よなっ尼 —一 五のﾡ5行っ白。 ・ そ区収益. コ> 委当所ﾡ.

3 ﾡに竹ﾡ. め 祀牧ﾡべそりであろ。Q当Iク林文Eﾡ収査ら 

ﾡ 案 登.a 盗のﾡ術平ﾡのよりも百干寸く9い。 ん当りク林系圭 

色ﾡはご系っそや. ある。 しハレニカそ宮うら休地に 

ゲ向思とGつようGこ二ろマら. 内不ロ登営内ﾡに万いて戻※にﾡ 

っらi。ﾡゆ力ちり全宮町ﾡ日休ﾡのﾡ合ど対"かよ*引ﾡさあ 

ろ。 ん白u労の所ﾡでﾡぷのふ**分、 ﾡ切力当りのﾡの所 

円らべﾡ1 。紀吹盗てほ林来は及象ににして ヲﾡ勝っている。 

ﾡGに8合ﾡ臣で+分5 ﾡさ資側こもEらT こころの可ﾡ8品承別 

ﾡっ合いせ<述示しe。

文 ﾡ

ﾡ 石

ドイカコ3ざきら世方にみける桜次ﾡ色5ると. 二の攻+ほ 

示戻地と杯Aのﾡﾡべﾡめらる。休ﾡ伏ﾡ來ににして 盗状ェ 

目利とらっこﾡ=と. 労の力千足みﾡ太べそのﾡ回ミある。 ﾡ糸 

ﾡﾡ5改きレよっとする当ﾡのﾡﾡ"らして 孫休2前石する登各 

の坂人日ﾡ次セ等YG って ミて ハる。 ﾡ不桜糸的に利甲さ山て ・ 

土地が工まにﾡいて石和ふ収ﾡ5得ろﾡ会がじﾡﾡのに. 江年で 

ロ •も ほや积仅つ ボ たくを！)-—— いわろ江会的係束地 ― ニらの 

土地&休ﾡ化丁る ニ とにs つて 田び和洞すろ 二 と 5号えしなた g 
ぬ。 ミらヨーロッペﾡﾡ合めﾡ成ら、 いbpろﾡ界 岐盗地 s ﾡ 
栗均 利用 かう 加 し. 林衆的和甲にﾡ供すろ大さな誘因と6今てめろ 

う。 色目的々に5でろべで処西につい て歯の8判定2下Jﾡめ 

B・ ﾡ合そﾡに月りる夏ﾡ及び休木から収盗と所得と&製して 

»るニとが以ﾡであろ。バーアンュルテムボしワ州め例友用いて

え.

今.

A BETこ K.ミ Bみuじo/ 
A BETこ k : Zu F
Q0d Conu t〜vいac計 2 /C "/

W a&dwrンvなa ・んo/そ ・$

6い2 Geそdutい2023 6d9&tいtdoタe3

Q.とと2 Fer4ズwれじcMuんじint ばuCししくとAの～.

ワ.れc&-.tFo〜.w Cレ! 2$4
AeETz、 K : 勿. 60ク 0 ク. 少J Buzt^Q火し..d だど Lこc 
&d.uしcん G2dのwtズw〜cっな」とtcunud 22 (oL0uく。 4. Auん7P◇ビ- 

&ん 2ttみとんuハ.- FM準仪 "尹々、 All?F24か- /ジ6 
BERGM1ANN. H ; Gxハッパ 42 EiKqttsro化こピaxn- tc 
○..一び.こんo/く C K.u. uズ Cawuwン?ズdcんoそ I Zへ 

N&Ls2cntunシ- 42o 4.2:そ2Q.とd cん&t y2してん0スLペる Fer.cんuyo- 
uw4 Sじyut324cnとcた- 2 AK&t2と< ピ「axcwte-2c化wッ- (

C7cd P-そav ー ・ Do( I X /2$8
PApBERG. K. wn SoHvHLY. P : D& Ei/4t3
Wo_Ccdc。 o/ d。 G22oc.Joち (e -そou&uンvdc

合cuouicAe 
ん/そびcん.
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7 G2cuL 引-2cんC /タタ7 りctocんa Bwuu.oG夕 - ん4-
Pou&-de ワc.c8Ancん ss

ジュー トバーテンとヘにシュ 

バル ッバル ー の複合模家廷営 

における農業び林業との心収 

益所得関係

(情百幸民皆)



/"ダゥの総当べ不し て う キ 

ヒ し て ドイ ッ理刊犬和ﾡEおける 

い て 杯他ににJ うﾡみ林ヘ 

うに「って 3E。 二山こ内して
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っに 平茶委区力婚吉区営ゲベ点 

ﾡ示ﾡﾡク中ﾡである. ニゝにみ 

委受もQ り 記93ﾡのEもっよ 

次向患. なわらﾡ茶の限界収

にﾡし、・ 社会的休内にいして、 ﾡ超回的ﾡﾡ位のﾡ 

合に里 し てﾡﾡかﾡ 沢足すべく促記さIR向思があろ。

とやっろべ 災当に対しﾡﾡg判定5下 ﾡめにほ. 頁ﾡﾡさにぶ

円 っ 呉來反びﾡ天り益s うび所得にい て ら ここびッぽ

あろ。 く記本ﾡにﾡるし研えは. バーデンヴュルテヘベル州に

つい、ム行っ 調互のﾡ県こ領告しﾡものミある。 及天ては /ジ？

に出 ヒノ クタ 7今g を汚ﾡの緑書" っらなち り総-缶ﾡ go。 マル7
下ノ度余三色 - 他化か照も 緊品面にるっ て い2とﾡわ ろ。―—

2寝ばしﾡ。 誤条砕ﾡにﾡして ほﾡ急さべらボ宗ヵ緑習4さ 夏

料卜「任J. 主射程トシヒ とろ法、ﾡね 汽ﾡから出ﾡして計ﾡ

上八ﾡS行ラ 支I 卜にらgっ。 ﾡかけて.

そ、ご、王ﾡ収協. 王ﾡ・ ガ所得・ 

て)ﾡ宅て平すろこﾡく である。

紀牧な5ﾡしﾡ。 J べ

fa 当 I 二 当 ' 話

・ そ色町問

・ 労の所内

・ 紀協

株突三ﾡ茶クョ "

休央=ボまク ・

求ニドﾡの糸ﾡ倍

丁

ク

.ノノ

ユ

ペ

上 速 り 報 自 

ー バ - デ ン 

ろ西査Sﾡ 
度茶部向ヒ 

管こ的に結 

ルテムベル 

ろ。 しかし

のなかご・

め、いる.

商:得。

ワ M 山な区

¥ I 3 では

和の 研にこ 

E名とFに 

・てル 

別 "に開丘 

笈 K も ﾡ缶

るふ舌千

では・ 氏ぷ 

ついてそ

R。 ニの 

しもの で 

力※料とそ 

のノﾡとレ 

西向5宰し

性るも っ と ニ やの貝体的ピﾡ三区にみ「ち初 

請査であるから. 請査方表Sもﾡﾡにら

ご林天こ2宮エジュ 

岐広をび下Y問に肉 

函きマﾡ々八登格 

あろゲ. xゝゃくそ 

のﾡ興バーデンジ 

、刊行さる予ﾡで

・ かっ二 it ﾡい 

めてのﾡﾡづけら ・ 

が調査ﾡ興てg
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企報告の形てなる了るのが哲当と週うク ある。

ﾡ県5生家してまべると - ロ別ﾡにら® っまウであるべ

—— ﾡ査毛営左平向しマみると. 紫はﾡ妖にヒして めのﾡ査

なっていろ。 語直登ﾡの統土比面ﾡに3.ら8$. 全ﾡﾡノ平本杯

ク合よもミらるしく石利と8っている、 こは・ アス回日の

ﾡ査でほ と< Fシ ュワルッバルト クﾡ税の人ミい山林ﾡなﾡ名が開

Eでﾡﾡyであり. そしてこゝ、ﾡ送条件は. */回ﾡ互の

基置こなったん当りﾡ-品回ゞcoマ ルク 屎 ア のベー デンワュレテム

ベルワ リ州 にみるﾡ名よ ・) も愛て tsい。 山ﾡ象ﾡﾡでに農

茶 ケ し 存 しば シ ッ は り7 G 小 胆 副 呎 会官 とタ り. ﾡ糸のﾡ甲&住々ﾡ

ﾡゲ函祖してI らﾡも のゲさハて口らめ。

推 直 二 M 日史 名 ロんで あ る が. 二のっら$4シュワレッバ ー、

3日ドナク地成. 2ほバールアルプのものマある。 二ら次クﾡ

g税署 に分部している。

ﾡm反び休 20A以下 手ﾡ攻 〃

« 0-$0Ka /3

・ $o- /coKa 27

・ /ovAo以上 ___ !

4

二のようﾡ慶山反びなで鶏ると. ﾡﾡめさいﾡ永ﾡﾡべ9く

ﾡ合はほう5$ん久=ど6%である。 第互5/?ダ/ ハら4すで行め川 

ﾡ。 全体でほの年次沢算があっ白が・ その主家を師分口ﾡ台の3 
ヶ年クものである。 この親載 口 フライ ブルワの気記夕びジュート 

バーデン行政区町及ポ師の系記ﾡ片に更づい て いろ。

名ﾡﾡﾡ告 クムの状ﾡは. /9レ7ー5/年バ - デン ド 家林ﾡﾡの 

便ﾡ・ﾡに廷づさ・ ミウにﾡしている状便2汚ﾡし、. そ営一 

桜的性ﾡづとﾡﾡﾡ伏ﾡの新しいﾡﾡ1 行っ E。

長ﾡ向非宅に通って いるから、 収粒夕びmﾡ2計ﾡ Jるのに 

ﾡ栄及び休禁てﾡ一の方表Eヒるミとゲでミ sなっﾡ。 ﾡﾡで→は 

ﾡの絶めこﾡが天体をの星海耳ﾡのﾡﾡ内にﾡらるのに対して .
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失である耳ﾡのﾡゲ*の年ほの 常/的 生星 —— 長.E —— 
エー致丁 る 力はさつ稳てMM で ある. この場合. 令が多くて* 

の成長 置が在示だ刊用さ ミさい gッぼ・ 受準野墜こ成民置以下 

にかミ>ることほ可ﾡであろし. きﾡこの逆も可ﾡミのる。 レレ 

gがら更在すて点保ﾡ的幡呼しうるﾡ準年塁であっても。 単/ 

年ベに; 巨なE丹Sヒって ると画ﾡそ4ゲﾡ急:ハ5いで. 

王宮全体ののﾡ性にﾡじ、. ヒさににペ準坪代避を選述レE"、 s 
たと ミにほ全部を刊甲し Gい、ﾡすのである。 しEゲって拒欠の 

代保のっE 考え Eの 、ほ業にふ「る収左とﾡﾡの状ﾡを十ケっか 

エ ニ とパて さ公 いノマある。 ※又ミミるﾡﾡ&得る力は、 収塩反 

がN得を 代ﾡﾡ くも去1 ) 深新与べﾡ (汚去I) ・ 成長番 くお

m) もとづいて房出し公けﾡばﾡうらいと園ゝ。 方逃ロで5ま 

正ﾡﾡ"ら出ﾡし 均ﾡ»とた会校密質と表正成良置がほセさ

it マいう。

ﾡ茶をﾡ師内ヵ状ﾡに因し てほこのﾡの緊っ下方芸よるゃ方 

&とt. 寸べてﾡ記票県から得らものである。

万 送 L
方逃I ふいてほ穴際の登成駅ゲ団登営ﾡ内すgら戻ﾡと本 

康とに分ぷさハる。 飛合Eﾡに少けるﾡ\こ駄ﾡに王系的に強くﾡ 

五ﾡ色って いる少ゥ・ ﾡ味示いアータS分ﾡしてﾡ出づるには 

時ﾡS処ﾡのほﾡが呼零で ある。

民甲さmち委記»高べYそ4&利用しEほと吹価は良天ﾡ当部m 
2日際こ レEも かを みる。 条に肉すら手怪引料に収入石らびにチ 

出»ﾡハを改ダYして こ<に上っハていろべ・ そ間の兵でら 

登宮全体に"ゝわるものでの～て。 か爆がﾡ宰こ9る。 二の合毛 

ﾡ毛めﾡn5問ろことゲﾡ等ﾡマった。会 fロ別 思 密か を队ぎれ屜亘 

さu. ﾡ区君のメモ"記係にもとテミ、 低うこの天のふいて零 

5分ﾡゲFめハE。

牧入品にっい て はﾡ記の枚ﾡから大しヒ田難も なく 授業こﾡ業 と
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口記分する二と"でさe。 本長へらク主零る入回S分ﾡして 

計上さているうであう.

天出品モ さ. わつ、欠係にﾡ"ッ P宰ﾡにっ て 活合みﾡ零 

勺第分 工面衛 門 に分 中 し日 (こく口引領. 会保険. ei)。 N 
そのﾡ二に殺すろﾡき上ﾡﾡはそ八荘一品仏にたじて分ﾡし F。

る足テー? —— PIと型力?祖ﾡ -城的公を啓ﾡ-に! 

て口ﾡみ6ﾡ天5L B円ならなヘっﾡ。

方 法 I
ごそ三き印口ク成ﾡ口方まI へらそ 7ヨ>ﾡ甲し た。

み不主き司口にがいて. ﾡﾡ野ﾡ*のﾡ間こ9っこいハろ 

伝吸型へらﾡﾡのﾡ1行っE. ロW計画の各ﾡ回にウIAへ 

甚め田個つみ目のK置こフェスト 4- ター当りい平内田回 

ヘうぷ定レモ・ ニのﾡ合杯分中択示こ - 体的 —— 品旭5代 

云Tものとみなレ・ ﾡ和犬すってﾡﾡ別に分引しﾡ。 ﾡみL 
ーレてロ /?$4年 力木 我 题裕が用い らハ. 二岡ﾡ口ﾡ査好ﾡ』平 

丹に近い。

市透Iのな枚盗み昇記ロ穴G り 正ﾡに星歴づけつの である 

ゲ・なよ森日問ハﾡで口ﾡ急8びら二べて=gウっE。 方去! 限 

びn が比較 そころようヒして おく eめに. 代保星に依存Jるﾡﾡに 

>・て はち法I こ同じfa当りの環甲1ﾡﾡこ引るのが笑ま L い」っ 

にﾡﾡ。 ニ>マロﾡﾡ方玉Iのﾡﾡとgっ、いﾡ型&ﾡ函 

ﾡ旨定すろこいう = とビmゲ点分ミ見る。

お会 I
方系Iにふいミも ﾡ糸部内の阪ﾡ日方ま1 かなめ3> 家っ E。

称茶のﾡ興区抜ﾡびﾡ用面口ﾡして1領天ムdろ他くﾡ内 

S低記して全くﾡの上でﾡいE。 法正練級の紀成良ﾡがベ山 

こ仮定さI尺。 縄成長盛は改ﾡ表& 甲いて糸杯の型ﾡﾡ査から得ら 

ttE。 フェストメーター当の平向ﾡえﾡは往一ﾡ価の正ﾡ内ﾡ表
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にキ I) 出 し曰。 正常杯ﾡ価ﾡﾡとし て 方系Iに｝け多ざI 
おに対品して /9s4 坪ハふゝよその価ﾡ*準S目環とレE。

ら表皿てはﾡ甲賢出の手がり こして. バー デンサュルテムべL 
7の回日林林米校計ﾡ使/タ4王汚ﾡﾡにﾡ告さuているﾡ甲. 9 3 
わGフェストメーター当り直材ﾡ、 本地ん当りJ直日・ 保誤、 

み迫継ﾡ品のほﾡS甲い. 色□別ﾡﾡの与件に注ﾡレてﾡ条ﾡか 

戸*っ 戸状ﾡて号ﾡ し 迫当s修ES行→日。 ロ* 歴に零レ 

ﾡ9銀ﾡ因に母了る社会快に同. ﾡ記(五ﾡによろﾡﾡﾡ、 ふ表 

I かやﾡ甲しﾡ. るらびにこuYﾡ似の話民ﾡ反び取引ﾡが入

直お求

老 米 乏 自. 称系を営とモに盗々び得"基準し、は報言み起 

运 に 則り 次 かもか E 興 七 し 日。 すらっﾡ宮協. 手宮同、 6族 

町T何. 労切所何タバX収ﾡ二いでみろ。

7 三さ協

三名収盗さ/ 三芳与ﾡにけロるﾡ金Rび非ﾡ金牧在の合計ミあみ。 

生き盗の報口度林ポ町に*/ 浜ら知ロらる。 ニﾡミﾡ以下ク 

ﾡこ回じく登き体攻Jく 3" アス Aび$3年べ名かて いる。

ナ / 浜

忘だほいレ称Jん当 ・そ該設 くﾡ位マ ル7)
く&/n シュート"ーテンによma合肌ﾡ王ﾡ っ"SムB シュフレッパレト>

幸'番• **番 .- • • 『 TY.• -. -.... -
I -』

-ママ --でマ ・ • . -•• ・ ・ 〜 -〜7 
/夕55年|ャ * ャ* _ ・ **"* MB ** 2$& 年

Q.&求

ﾡ a ノハ2 コ/"$ 24/
コ 3 / 2ス /8 3

平 (原何平向) 8 s / 9/◇ 927
&林ﾡ

ヵほI
•
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?7$ ?.〃 シ 4 /ク/

咲 ( /33 ・ ユ /«
平 (昇府平向) 4 2 / ク / $23
方表I

/273 /2$/ /ス$o
殿 ( ? 2 ? ? e 3
平均 (第術平向) 4a$\ __ /7 ・>?

パ
方表II - /

ﾡ 話

ﾡ 低 . >。«

平月 (ﾡﾡ平) s, s

ア糸及びﾡ茶からの平房を宮収都生に歌すうと. 口別的にﾡﾡ 

与=いらろしい分敵べあるけども. ﾡ峡べ8りﾡってる= 

ヒグ知うn引 (3年ﾡをこっﾡろっの方去S平にると戻茶べﾡよ 

2 o。 マルク に対レてﾡ余に タル マル7・ gら約べ%であるゝ。

方法 —— 欠際のﾡ型 - 計ﾡしﾡ林地魚当りの林太ﾡ 

自牧ﾡ 全そ名の平る と ・ ノア必毎バ也 m 耳茂 4 り も い らダ 

ろしくﾡくなっている。 二の年ほ不ﾡﾡﾡべﾡく. 保ﾡのﾡ加こ 

g～てﾡにのであろ。 汚玉皿による林ﾡﾡ宮収ﾡハ平向ほゞ 

系に制約さハて 名年戻ゝも入体等し く 6っ て いろ。オ/m に, ら こ 

話ﾡ野ﾡrに5 る差は方法上ヘら号在 レg い。

初表I 点ふける林系の年平均編Sる と. /?ダ8%年口ﾡ伐ク 

ﾡ駅去皿によるそハ2ﾡえて いる。ﾡ添Iでほﾡ皿よりもふよ 

そ0%多くなっていろが. 二のことほ itが主こ し て 資成登自 

S対糸こしていることを示ものてある。 不に示さRﾡﾡ崎と 限 

個互ォても分ら*っに、 ﾡﾡにかいても. 3っの初透によるそ 

との結票には別ﾡ色分の近ゲ次さい。 力ﾡI でほその性ﾡから 

して二uが吊もﾡﾡレく. ﾡ法Iゲニに次ぐゲ. 方透Iの合ぶ 

もかgりﾡ石であろ。

し"し・ ﾡ保るぷ次 降保と いう こと らJば、 ﾡ収 ﾡでっ

く ・ﾡ当る ぼ甲&ﾡ引てﾡ額する こ 二ろのF得が翌琴ミ p る 。

2. 登協

ほ登色吹伝へら暗入ﾡ Zu&iv/_e.. 力ﾡ乱. R び迅ﾡﾡ甲

w 凌ろいて ﾡっハろ。ﾡ官所ﾡの 大さミてォ2に示る e

ﾡmん当 り 浜熟ﾡ巨所何. 口々。 ﾡセによる たは 天さい.

a 瀏置 ﾡ にﾡワる平向5るヒ 恐ろしく 低い - /$4 年はマイナ

ス に、Nケ っ・ こくにﾡのスさ い志林ﾡﾡﾡビふへのぼ細8ﾡ

手名 ﾡも選て いGいe

称※で t 化別受名 によ る か政は 天eハロ ど. /ラSα年へら 4年め

• * - 浜

ﾡ地ら い し力"ロイ当 り の 手名 m ・
" ヨ 1 2 $$年」 / ? 44

a ﾡ 累 a

ﾡ ・ 7 S f /2/3 ノノ44

-/ダ &4 -/4$8 -
/さ$7

平 白 く 耳術平向ゝ &7 、 x/ -s4

& 坏 葉

お ま I
タコ 2$?& /?ノs

・ 嚴 伯 / 。2 ? g

1 平 白 (S平向ゝ 5 4, 44? "53

5 法 I

1 e ? 23 //&5 //5s

1
?? 43 s s

1
平 向 (緊町平向) 3

\

?/ s4, う2 7

IL ----- -------

&。 ?

ﾡ e / s ?

平 均1 くﾡ術平向» _.&2
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名年ﾡとも かな り ふいん当 りのD ﾡご所る もﾡらレ

各ﾡ営全体を平均しておすて 4$。 マル?・ マクめら思虺た生りの理

ﾡ三宮得マル 7ににべなﾡにシ する

るI ご手区缶の 

べﾡ理由でいららる レ く 

び$年度のﾡ末ﾡ宮所網 

ミたニ ・Sﾡﾡって い 

そ宮み百成的性格力曰y

a と同様/ 耳 の 

多くらっている。 力 

日ﾡI 口によろ合 

る。 二にしてカ 
に採楽任型ﾡ以

平向ﾡ営所fほえに注 

きIに「るヒ /?パ年& 

「りもくふく. 漫 

きIは同び昭5尚め. 

ﾡ下rあらこと生示

3. ゲ浜ﾡ

家5を色市得から位へﾡりのﾡこ近引 く ことによて/

川 る。 知ロのチうに ニ小王宅所毎 並ん ﾡ泳三ﾡにとって

とくにﾡ琴ろﾡﾡこも ものて・ろっ。 空老部内別)衣渋得乏ャ

う衣に示す。

ﾡさ t レ称当 1) の ﾡ得

1 /タケ"年 ; シヨ / 2S 4
; 优.展 索

*• マ *- **

•

9ス? 7タ3
ﾡ 位 -2$78 -2422 -2テ4o
平白 くﾡ府平向) - /84 - /o - シ4ラ

&政業

ヶ表I •
最 ・ s,4 252 /6?/
ﾡ 性 7 e う8 43 1
平ﾡ (ﾡ衛平向) 3うo 4,8 o
表I

ﾡ 局 ?3ワ ノ/ 6s /27?
ﾡ 終 ? " 4 3 4 s
平ﾡ <ﾡ平ﾡ) 324 324 3/ 4

方表I

/$ 年から%年での平ﾡ忍系委ﾡﾡも沢レ て十からもので 

おgいゲ・ 平ﾡ家次生色Mﾡに至って区ﾡ8ﾡのﾡS(ﾡな当 

り平向-コ2。マレワ) ・ ニ=でも長出のﾡ合べ下Tるrつ山て戻 

単ん台りのぷ素京族所得はいちらるレく意ﾡ3る。 ﾡ系家旅M得の 

下ﾡ日ﾡ型的9山孫点家ﾡﾡにかいて "ほり 目立っている。

林ベでは ・フチ"年 ら ・テ$8年 の平衣族所促も系足てさるﾡ5示レ 

ていろ (各をさ. 各野ほ. 包玉こ平向して+330マルワ)。 家族 

所得号にPるﾡドの 二のﾡきﾡき商得のほ合よ もGふ-ﾡ杯 

まミ 石列して い る。 ヶ法ユによろ こ家ﾡM得もﾡべのめに 

力法Ir にべ てない。 家旅内得 ついてほ力ほIよるﾡ良こ 当さ 

はろ ・ほ9かっ尼。 こuっのはなぶ口る甲ﾡﾡの割合は起 

超的しへ見ﾡりらいからであろ。

.. 労 切 M 用
切所得は毛色所得へう以下 ﾡ司本に対する起当5叩す語ネ 

師か& 引lいて問う4う。 戻条と休ﾡでお受官者本みﾡXび受. 

1 ﾡ正ﾡﾡ頑本の評価ほ難である日めに. 所でそのも のの勇 

ﾡにおい てJでﾡ買があろ。 ﾡmのに戦とハゝ二とにGiば向 

*ぷ

ﾡ知gい しJズ当I) の ﾡ化所Tﾡ
• *番 . .. wは ・番*は*****城番番は番ボ報報番報*...* iねwいい橋報い事キ4 

|ハsα 年」7 ;> < s 4|/?+2年

A理票

ﾡ ・ 82と #4 /ク32
飛 . G -/4$7 -/8$4 -/タラ8
平白 (ﾡ術向) -24 / o -//5

依#業

力 は I •

ﾡ ・ クタコ 2$s8 /44?
R 位 2 6 4 /
平 (ﾡ町平ﾡ) ョ23 4o3 2?
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年だ. 合ま左平ﾡし て林地ん当かざろoマ レワ) ・ I

880 //Z /27夕

2 / 3 - 2s
平日 (ﾡ町平向) ヲ07 2?8 。3
※皿

\
-
772

殿 係 /
平均 (夏術平向)___ 42s

更であろう。 才次のゲがり所得であち。
ﾡ終前円の平向ﾡゆM付は ・2$4年 こ$と年 こゲマィ Tス・ "年に帳 

かばか プラスと8っていろ・

ﾡ装に隠ﾡさE各ﾡ区 昇風. 方去る平均可ると相当の労の所 

1こもﾡらレ —— 杯山ん当りふよそ う0マレク ー こ>こもﾡ愛に 

ヒし て Jぐ小て い1る 。 しかしgがら労ﾡべのﾡﾡにふけろ入ミな 

不ﾡ央性にっいて. いま/ﾡ指ﾡして少くべこマあろう。

5. 紀岐益

紀収造はﾡ区収ﾡとﾡ密ﾡ用Yのﾡであろべ. 家浜げから所利 

ﾡﾡ涙のﾡ訴諏分と星引く= とによ って シﾡ出さる。 紀盗 

もぶﾡそ営そ有的状ﾡ:判断7るのにさめてﾡ零マるる。 呈ﾡ所T 
何が十かであるにも >わら紀収ﾡが不十分マあるゝい> ニ とは. 

このﾡ営所得は平向以下の労ﾡをもって しての運成さ IK. シあこと 

と示Jものである。 平均 紀女 ﾡは*5役下示る。

ﾡ条ﾡ営開mはTでに各手包平ﾡの委営商海・ 家浜ﾡ母. ﾡりM 
何にふいて T分なもので③かっﾡが. 牧ﾡの大ョ S百の娘 (度地 

&当り平ﾡふよ*マイ ケス今0マレワ) はさみどろくべミもの 

である。 型的G山休ﾡﾡを色の8かでも ヒりけﾡumﾡﾡ合の 

すくふいものものが・ やりﾡも愛きていない。 レかレながら桜 

ﾡ林ﾡともに々のﾡ営の ﾡ数 をにに大さﾡﾡがある。

二』0に対して林業のﾡ収近にﾡ歴すべさものである (名ﾡ営. 合

さるもの ほ. 前と同ﾡﾡﾡの寺こ伴っよ うる増代ﾡ※ Yレて か

IIによるもの玉 I)も入 ミが・ カ透にざる結央 ぼ法Iに5ろ

消山ﾡ い し称 <A当・ の細ﾡ

ノz5年「24 5年

。 。

・ フ45 りス5 /夕8

殿 伯 -3ッ/ -ジoノ4 -3, :*
平肉 (呉術平ﾡ) -4$ -448 -クう"|

$ネ京

I

ク5う スs55 /45?
ス >/ - 4

平占 くﾡ町平向) 22o $84 ラ7?
ぁ表I

乗 ・ g42 /07 /o"7
殿 ( 4o // 8
平占 (ﾡ術平点) 22? う。o 287

\_ _ ー 一
法I -

乗 ・ 448
/2$

平 ﾡ (昇町 平 灼) ―ー - __________322
とu<証えている。 方法 I。 正作業級で→か法I よりt師い郡半

年代星SもEら3から で ある。ﾡ茶師円の祀牧盗の 平ﾡが大さ < マ

イ'テスこgるして . 体、求師円の*はかgI の正価Eとって

く 早越し てい ると自えよことからい る 紀収盗は林まがと う。
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成※のが恐

ジュー トバーデン - こくシュワルッバルト —— の農林合ﾡ 

g4/&. ノタ a 年ら 必耳 きで く主こして5耳から$%) っいて 

ﾡしに造票へら沢の二とが知らる。

(1) そ宅区盗さは色ﾡﾡ各坪長S平向してﾡﾡふよだ00マレ 

クYろ・ 林祭500マルクににし てみビけ天きい。 しヘし桜民 

な浜のをB&汽的状ﾡ-如ﾡ7るのヒは. E堅ﾡ生で日Gくて 

手啓商得・ 家族所得・ ﾡゆﾡ何並びに紀吹益ゲ記零であるが. 

こ 血 ら べて っいて 林繁一滅下すくいて いる。 •般 名 も 耳 

ﾡ各法にっいて平点しﾡもの Sあげると

2ゝ 跡地ん当り)の紫をﾡ所ﾡ日みよ * "s。 マルク. 関んa当I 
のド未至営所ﾡはﾡマルク に し引 ざでい。

(う) 示深所ﾡりふよ こ ぐ* ラ スう20マルワ、 彦奈マ a(マ ィナス 
っ クク マ レク で・める。

(4) ﾡ夕ﾡ所得はかよ *くフ0ラ ス>？ タクマ ルク. ﾡ熟は(マィアス)o 
マルワ マある。

(5) ﾡ索 紀収 ﾡ日ふ5 そくラ ス) ム0マレ?. ﾡ栄のそほ(マ イ T 
ス)今2マルク である。

この紀果てみるﾡ合. 寝業的ﾡきなゝ立出にある山林哀ぶﾡ 

巨べ対ﾡと8っていろこと、 そして林柴的にはﾡき山R抜波に 

ある至さである二* &見通し てほ6ら8い。 他の状ﾡの もと こ 興 

つ下洲許に到季するであろう。 ドイツ運飛炎ﾡ回の8かでﾡじくら 

いかさりの称林が思家林となっているような地慨. リ ュー ネブルゲ 

ー・ハイデでは・ るん子く林朱の立地条件宏ます(ﾡ題土に 

たっマッ) ﾡ*はﾡﾡく"はてほいるが平ﾡでおﾡ化が各易8土ゅ) 

ににべて シュワレッバレト程ﾡまているい。 ごぼ=*ﾡﾡ夕び 

林求にみい て っ ﾡ確ﾡの状ﾡを もっ地区に語丘 &でミろ巨け拡大 

すあここ零 と う ・

いきﾡ結しﾡ (bわiの) 課ﾡもこのャ/ 歩Yてﾡレい。 m 
之て殺合残ﾡﾡﾡ下ふけるﾡ甲分と収ﾡ分の 力去は尚一ﾡの改

当とﾡﾡSヅ宰Y 
ﾡ所T日ﾡこのﾡい 

8労内日記と 

にカ» 可ﾡとふる 

引しこ iろ。

る。 ﾡ査のチ ミ度曜づけ・ 6いんTく呈

しの降離&計り8がら.かっそが. 遊当

"ﾡ来にも *力く お昼ミﾡ気にﾡくﾡ合

ある。二のs う6ﾡ記加去の成5軍毛は込


